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は　じ　め　に

平成29年（2017年）に学習指導要領の告示、令和3年（2021年）1月に「新しい時代の特別支

援教育の在り方に関する有識者合議報告」、また、中央教育審議会総合にて「『今和の日本

型学校教育』の構築を目指して～すべての子供たちの可能性を引き出す個別最適な学びと、

協働的な学びの実現～」（答申）、今和4年（2022年）12月に「改訂生徒指導提要」が示される

など、学校教育を取り巻く環境は大きく変化しています。

これらの背景は、社会構造や産業構造の劇的な変化やコロナ禍にあり、従前の当たり前のこ

とが当たり前とならないことなど、現在は将来の予測が困難な時代を迎え、子供たちが社会で

生き抜くカの育成が強く求めらていることです。これらの背景を踏まえ、学校教育におけるこれまで

の成果を生かし、学習の質を一層高めるために、教育の本分である授業カの向上が一層重要

になってきます。

本校では研究主題として「時代と社会の変化に敏感に対応できるカを高める実践的研究」と

掲げ、第8次研究（3か年計画）として今年度から取り組みました。

今年度の研究内容は課題別グループ研究とし、①lCT、②指導法、③観点別評価、④キャリ

ア教育、⑤道徳、⑥授業づくりを設定し、各グルーープにおいて文献や理論、アンケートなど様マ

な研究手法を用いて、各グループの課題解決に向けた検討を進めて参りました。その結果、各グ

ループとも、文献や過去の研究成果、理論研究などを進めることで、基礎・基本を撮り返り、新

たな一歩を進めることができました。

次年度は、研究の成果を踏まえるとともに、今年度の課題解決を目指し具体的な授業実践

を行います。

本校では開校以東、キャリア教育について「一人一人の社食的・職業的自立に向け、必要な

基礎となる能力や態度を育てることを通して、キャリア発達を促す教育」（平成23年1月中教審答

申）の意義をしっかりと理解し、社会的自立と職業的自立のバランスを考慮しながら、生涯学習

の構築を見据えて、生徒の社食参加と自立に資する実践研究を進めて参りました。

私たちは、変化の激しい社会で生きる生徒達が豊かな生活を送るために、時代と社食の変

化に敏感、かつ柔軟に対応できる教職員として学び続けて参ります。

つきましては、本研究集録を御一読いただき、御指導・御助言をいただけましたら幸甚に存じま

す。

今和5年（2023年）3月24日

北海道小樽高等支援学校長　児　玉　倫　政



第6次校内研究

（令和4年度～令和6年度）

1年目



R4年度（抜粋）

R4年度（抜粋）

R4年度

R4′〉6

蔓几恵の王　日

第6次　研究計画（R4～6）の概要

□「OKSライフキャリアプラン」を活用し、キャリアカウンセリング、
キャリアガイダンスの充実

□対話能力の向上、他者と協調的・社交的にかかわろうとする態度の育成
口学習指導要領に墨つき、生徒一人一人に応じた個別の指導計画と両立した
教育課程の編成・実施・評価

□lCTを活用した個別最適な学びと協働的な学びの両立
口教職員相互による信頼と協力・協働により、チーム学校つくりに努める。

そのために相互対話のためのスキルを身に付ける。
□社会の動きに対応した創造的・組織的な校務遂行に努める。
□職員の資質及び専門性の向上のための研究・修養の充実に努める。
●「学び」と「地域」と「対話」で、今、新たなスタート
ロ新学習指導要領を踏まえて、生徒と教師、生徒同士の対話による授業を通

して、社会の構成員としての資質と能力を育む。
□質の高い学校生活のために、地域との対話を通して効果的な学習環境を創

造する。
□生徒・保護者・地域との対話（つながり）を大切にし、職員一人一人が役
割を明確にしなからチーム力を発揮する学校をつくる。

『時代と社会の変化に敏感に対応できる力を高める実践的研究』（3か年計画

新学習指導要領の学年進行による実施スタート（これまでの研究を検証）
可能性を引き出す「個別愚適な学び」協働的な学びの実現
多様な教育方法や学習活動の展開（lCTを活用した教育、GIGAスクー
ル構想の実現）
成年年齢の改正（R4年4月）に伴う指導内容等の検討
第5次研究の課題＜キーウード＞（授業改善、評価基準の具体化、題材
の整理、lCT機器の有効活用、対話場面の設定、情報交流）
R4年2月実施の教職員アンケートより＜キーワード＞（lCT機器の有効
活用．＿見違原票の持．性＿とその理解ユ＿盟点軋設魔、＿壬理」」＿ア＿教．竃の充真上）．

□□　口　。日日琵　　　　口新学習指導要領を踏まえた教育課程の実践・改善・検証

口多様な教育方法や学習活動の研究と実践
□障がい特性とその対応に関わる研究

1－年目：R4　　　′〉課題解決に必要な理論を学び合う′、ノ＋、 
□時代背景、第5次研究の課題、アンケートなどから研究課題を設定 

①lCTを活用した教育【情報モラル、授業つくり等】 
②発達障害の特性を踏まえた指導法【R3文科省・教育支援の手引き等】 
③観点別評価を生かした授業【異体的な評価方法、記入例等】 
④キャリア教育の充実【OKSライフキャリアプランの活用、カウンセリングの充実等】 
⑤特別の教科　道徳の取組【年間指導内容、教材の充実等】 
⑥主体的で対話的な深い学び【R3対話的な授業の検証、OKS授業フォーム等】 

□降がい特性とその対応に関わる研修（夏・冬長期休業中の研修会） 

2年自‾∴R5－　　　～学んだ■理論を妻銭で試す～ 
□学び合った理論に基づく、授業を通しての実践と検証① 
□1年巨の積み残しの研究内容 
・＝3年81：R6－．．　ヤ学んだ理論を集注で温め■る′叫■．・ 

□学び合った理論に基づく、授業を通してのさらなる実践と検証② 
口3年間の研究のまとめ 

1年月．：研究謹告に基づくクル÷プ編成‾ 
□月1回の研究日を基本とする　　口研究の進行は各グループ所属の研究 

係等で行う　　　　　　　　　　　　□1月に校内研究交流会で成果の交流 
□全体研究、課題別グループ研究（課題解決に必要な複数のグループ） 
□教職昌の研究ニーズを把握し、グループ編成（字体的な取絹へ） 
2年・日■：研究岩壁語．に基づくグループ結成 
□月1回の研究日を基本とする　　□研究の進行は各グループ所属の研究 

係等で行う　　　　　　　　　　　　口1月に校内研究交流会で成果の交流 
□全体研究、課題別グループ研究（1年目の研究成果等も踏まえて） 
口基本として1年日のグループに所産（研究の紹続性へ） 
富徒自豆．胡究謙治に基づくゲル‾■プ結成∴∴・ 
ロ月1回の研究巳を基本とする　　　□12月に公開研究会で成果の発表 
ロ全体研究、課題別グループ研究（3年間の研究成果をまとめる） 
□公開研究会（12月） 
□研究の成果を毎年整理し「研究集録」として発行することを継続する。
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第6次　研究計画（令和4～6年度　3か年計画1年次）

『時代と社会の変化に敏感に対応できる力を高める実践的研究』
′〉　研究課題の解決に必要な理論を学び合う　～

2　設定の理由と課題

（1）設定理由
く　1年次　〉

ア＿　第5次研究のまとめ（課題）皐り

次の点について、さらに研究を深める必要がある。

○今回の研究を通して、明らかになった次のような授業改善の視点や授業づくりに関わる課

題を今後の授業づくりに生かし、授業の充実に努めること。
・評価規準の具体化と題材の整理 

・lCT機器の有効活用 

・生徒同士の対話場面の設定 

・授業者間の情報交流 

・生徒の興味・関心に応える題材の設定 

・その他 

イ　第5次研究（3年次）終了時に行った職員アンケートより

○研究主題や内容としてふさわしいと思うキーワードとは（意見が多かったもの）
・lCT機器を有効に活用した授業　　【23】 

・発達障害の特性とその対応　　　　【13】 

・観点別学習状況の評価　　　　　　【8】 

・進路に応じたキャリア教育の充実　【6】 

ウ　令和4年度経営計画より

（ア）教育方針　※校内研究とかかわりの深いものを抜粋。下線は係がキーワードとして記入

・キャリア・パスポートの翠琴を踏まえた「OKSライフキャリアプラン」を活用し、キャ

リアカウンセリング、キャリアガイダンスの充実に努める。
・対話（コミュニケーション）能力の向上を促し、他者と協調的・社交的にかかわろうと

する意欲や態度の育成に努める。
・学習指導要領に基づき、生徒一人一人に応じた個別の指導計画と両立した教育課程の編

成・実施・評価に努める。
・GIGAスクール構想に墨つき、ICTを活用した個別最適な学びと協働的な学びの両立に努

める。

（イ）経営方針　　※校内研究とかかわりの深いものを抜粋。下線は係がキーウードとして記入
・教職員相互による信頼と協力・協働により、チーム学校つくりに努める。そのために、

相互の対話（コミュニケーション）のためのスキルを身に付ける。

＜しっかりと伝える、感じる、確認する＞
・社会の動きに対応した創造的・＿組織申な校務遂行に努める。

・職員の資質及び専門性の向上のための研究・修責の充実に努める。
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（ウ）重点目標
「学び」と「地域」と「対話」で、今、新たなスタート
・学び＜教育＞　新学習指導要領を踏まえて、生徒と教師、生徒同士の対話による「OKS

埋墓フォーム（型）」を通して、社会の構成員としての資質と能力を育む。
・地域＜経営＞　生徒の質の高い学校生活のために、コミュニティ・スクールでの運営委

員と学校職員の対話を通して、効果的な学習環境を創造する。
・対話＜文化＞　キャッチフレーズをリノベーションして、生徒・教師・保護者・地域と

の対話を続けて、チーム力を発揮する学校をつくる。

（エ）教育動向等
・令和4年度入学生徒より高等部新学習指導要領の学年進行による着実な実施

・「全ての子供たちの可能性を引き出す、個別最適な学びと、協働的な学びの実現」

（令和3年1月文部科学省　中央教育審議会答申）
・新型コロナウイルスの感染拡大などの先行き不透明な「予測困難な時代」

・多様な教育方法や学習活動の展開（lCTを活用した教育、GIGAスクール構想の実現）

・学びに向かう力の育成やキャリア教育の充実（令和4年4月1日からの成年年齢の改正

に伴い高等部在学中に主権者に）

工　まとめ

これらを総合的に踏まえ、開校14年目にあたる今年度からの研究では、第5次研究「学習指

導要領等の教育動向を踏まえ、教育課程の見直しと授業の充実を目指す実践的研究」の成果と課

題を継承しながら、①新学習指導要領の実施、②コロナ禍での学校生活、③成年年齢の改正など

に代表される「時代と社会の変化」に敏感に対応できる力を高めることが求められると考え、第

6次研究主題を前述のように設定することとした。

さらに経営方針や重点目標にある「チーム学校づくり」や「創造的・組織的な校務遂行」の実

現のために、「研究課題のニーズでつながる」ことをねらい、研究グループの編成を希望調査に

基づいて行い、学年、学科の枠を超えた「対話でつながる」研究テーマごとの縦割り編成とした。

これにより職員の自主性をさらに発揮し、実践に生かせる、楽しい、やりがいのある校内研究を

目指したい。

（2）研究の課題

設定の理由で述べたように、多くの研究課題を整理・分類したところ次の3点にまとめること

ができる。またグループの研究課題との関連は次のとおり。

□新学習指導要領を踏まえた教育課程の実践・改善・検証 

（観点別学習状況の評価を生かした授業、キャリア教育の充実、特別の教科　道徳 

の取組） 

ロ　多様な教育方法や学習活動の研究と実践 

（tCTを活用した教育、主体的で対話的な深い学び） 

□障かい特性とその対応に関わる研究 

（発達障害の特性を踏まえた指導法） 

（1）各年度で重点的に研究内容を絞り込んで組織的に取り組むことで、教育課程の実践・改善・検

証が円滑に図られる。

（2）研究課題を分析し、課題解決に見合った研究体制を整えることで、効率的に研究活動が推進で

きる。

1年次は、研究グループの編成に当たり職員のニーズを把嘩することで、縦のつながりを深め、
「対話」を通した創意工夫のある、主体的な研究活動が期待できる。
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※仮説の検証、考察は研究最終年度に行う。

4　年次計画

今年度から高等部学習指導要領の本格実施となることを踏まえ、教育課程の検証を図るために

3力＼年計画とした。

年次 �主な研究内容 �研究の方法（体制） 

1年次 �■，．一重点‘■研究課誼解決に必要な理論を学び合う＼ �研究課題に基づくクル 

ロ時代背景、職員アンケートなどから研究課題を設定 

①lCTを活用した教育 �ープ編成 

②発達障害の特性を踏まえた指導法 �教職員の研究ニーズを 

③観点別学習状況の評価を生かした授業 �把握し編成 

④キャリア教育の充実 �月1回の研究日 

⑤特別の教科　道徳の取組 �全体研究 

⑥主体的で対話的な深い学び �校内研究交流会（冬季 
□発達障かい特性とその対応に関わる研修 �休業中） 

（8／2夏季研修会の実施、1／11冬季研修会の実施） 

□学び合った内容の共有 

（1／13校内研究交流会の実施） 

2年次 �重諒■学んだ埋論を実践で試す・ �研究課題に基づくグル ープ編成（継続） 

□学び合った理論に基づく授業を通しての実践と検証① 

ロ1年目の積み残しの研究課題 �月1匝】の研究日 

□学び合った内容の共有 �全体研究 

（1／13校内研究交流会の実施） �校内研究交流会 

3年次 �・・重点‾学んだ理論を実践で深めろ �各教科等のグループを 編成 
ロ学び合った理論に基づく授業を通しての実践と検証② 

□3年目の研究のまとめ �学習内容等を効率的に 

□研究の成果の発表　（12月　公開研究会予定） �検討できる体制 

5　内容と方法（1年次）

研究課題を効率的に検討していくために、今年度も「教科グループの構成」を参考にグループを編

成し取り組むこととした。以下に各グループの具体的な取組を示した。

∴クール才名． �・一異体的琴取組 

①lCT教育 �【研究内容】～lCTを活用した教育 O「教科　情報」における情報モラル等の指導内容の検討、年間指導計画の 

改善 

01CTを活用した各教科の授業づくり 
・その他必要な取組 

【期待される成果】 
・指導内容の改善、年間指導計画の充実 

・授業実践事例の蓄積 

【資料】 
・「令和の日本型学校教育」の構築を自指して　～tCTの活用に関する基本的 

な考え方」（令和3年1月中教審答申） 
・「どう進める？1人1台端末時代のICT活用」（特別支援教育研究5月号） 
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②指導法 �【研究内容】～発達障かいの特性を踏まえた指導法 
○指導の困り感等の共有　→8月校内研修会への質問 

○発達障害の定義の確認（平成17年発達障害者支援法施行LD，ADHD，HFP 

DD）、知的障害の特性の再確認 

○指導法等に関する文献や資料の発掘と役立つポイントの整理 
・その他必要な取組 【期待される成果】 

・発達陣がいの特性や指導法に関する資料の蓄積と理解 【資料】 

・「新学習指導要領　高等部解説書　各教科の配慮事項」（令和3年） 

・「障害のある子供の教育支援の手引き」（令和3年文部科学省　通知） 

・「特別支援教育研究　特別支援教育の基礎知識　第2回～7回」（令和2年 

東洋館出版社） 
・「ケース別　発達障害のある子へのサポート実例集　中学校」（平成26年 

ナツメ社） 
・■「研究紀要　第22号　高等学校における発達障害のある生徒への特別支援教 

胃の推進」（平成21年北海道立特別支援教育センター） 
・「PEARLSOFWISDOM　特殊教育のノウハウの活用」（平成16年北海道 

立特殊教育センター） 
・「職場で使える虎の巻　発達障かいのある人たらへの8つの支援ポイント」 

（平成2年　札幌市） 

③観点別評価 �【研究内容】～観点別学習状況の評価を生かした授業 
○各教科の観点別評価基準に関わる異体的な目標設定や評価方法、記入例等 

の資料発掘 

○各教科の観点別評価基準に関わる具体的な授業を通した実践交流 
・その他必要な取組 

【期待される成果】 
・観点別学習状況の評価の理解、目標と評価の一体化、授業の充実 

【資料】 
・研究集録　第12～13号（令和2～3年　小樽高等支援学校） 

・「文例編　新しい学びに向けた新指導要録・通知表　中学校」 

（令和2年ぎょうせい） 
・「特別支援教育における3観点の学習評価　通知表の文例集と記入例」（令 

和4年　明治図書） 

④キャリア教育 �【研究内容】～キャリア教育の充実 
00KSライフキャリアプランの理解と活用 

○キャリアカウンセリングの充実． 

○キャリアパスポートの取り組み方の検討 
・その他必要な取組 

【期待される成果】 
・OKSライフキャリアプランの理解の推進とキャリアパスポートの位置付け 

の明確化 

【資料】 
・研究集録　第13号（令和3年　小樽高等支援学校） 

・「キャリア・パスポートの様式例と指導上の留意事項」（平成31年3月文部科 

学省　事務連綿） 
・新学習指導要領を踏まえたこれからのキャリア教育ガイド～特別支援教育 

の実践情報10／11月号」（平成2年　明治図書） 

⑤道徳 �【研究内容】～特別の教科　道徳の取組 
〇年間指導計画の学年進行に合わせた指導内容の検討 



○異体的な教材の発掘と内容の充実
・その他必要な取組

【期待される成果】
・道徳の年間指導計画の充実、具体的な教材等の充実

【資料】
・研究集録　第13号　道徳年間指導計画（令和3年　小樽高等支援学校）

・「知的障害教育における特別の教科　道徳の展開」（令和2年7月　乗洋館出

版社）
・「子どもの心にジーンと響く道徳小話集　小学校」（明治図書）

・「私たらの道徳　教材別ワークシート集　中学校」（明治図書）

⑥授業つくり 【研究内容】～主体的で対話的な深い学び

O「主体的で対話的な深い学び」の実践事例の発掘

○令和3年度「対話的な授業」の確認と検証

○○KS授業フォームの検討（略案、指導案、単元・計画題材）
・その他必要な取組

【期待される成果】
・「主体的で対話的な深い学び」の視点を取り入れ授業の充実

・新しい授業フォームの提案（略案、指導案、単元・計画題材）

【資料】・

研究集録　第8号　アクティブラーニングと合理的配慮を踏まえた授業づ
くり（平成28年　小樽高等支援学校）

研究集録　第13号　「対話スタイルの授業つくり」（令和3年　小樽高等支

援学校）
「アクティブ・ラーニング　実践の手引き」（平成28年　教育開発研究所）

「匿順等　アクティブラーニングがよくわかる本」（平成28年　講談社）

（2）グループメンバー

チーフ（推進、まとめ）はグループ内で話し合って選出してください。司会、記録者などは輪番

等で行ってください。月1回の「研究日」を有効に活用し、日によって参加者が少なくても極力

延期せず、複数揃った　引看動を行いましょう。参加できな力、ったメンバーとも書面等で内容の共

亘皇しましょう。各グル二プに研究推進係を配置していますので、推進上の相談をしてください。
活動時は、教室の換気・適切な距離などよろしくお願いします。



下線は研究係　　　　1チーフ所属教室等 

十重十・■称＝三■：■ニ �一・＿‾rメシ／ト ��� �1■－‾‾場所 

①lCT教育 �山田宏中野 鈴木宏富山 山日庖 �小山 �鈴木美大川 志賀 小蕎左堅 平賀雄 �12 �視聴覚室 

②指導法 �梅本　　垂里 �石川 �小早川 �16 �会議室 
小野　　　香城 �松崎岩川 濱谷 藤巻菊B俵 �武澤　今野 関川　重出 

③観点別評価 �大西　富加見 奥村 �松本　　中村 �佐々木み 山森三上 横堀 �9 �音楽室 

④キャリア教育 �内藤　　　山本 �小谷　　成松 �大久保　福澤 �10 �家庭科教室 

牟穏 �奈良 �鈴木青　垣旦 

⑤道徳 �田村　茶谷 平賀寅 �長田　岡田 奈藤　出産■ �大谷　　上村 �9 �美術室 

⑥授業つくり �森谷　　玉避 �浅井新山 高橋池本 小松 佐々木美 �潜　　　前川 �10 �理科室 

7　推進日程

－∴月∴ �・研究日． �－■一会嘩研適者■、′． �－■＿研究の内容．． 

4 �（28） �21職員会議 �第6次研究計画　3年次計画　概要の周知 

※当初設定されたか細案提案は1か月遅れに。 

5 �12 � �第6次研究計画　3年次計画　細案の周知 

※2年目からは、5月からクループの活動開始 

6 �17① � �・各グループの体制確立、研究内容の確認 
・年間活動計画の検討 

7 �15② � �・名グループ　活動計画に基づく推進 

8 �25③ �2夏季校内研修会 �「発達障かいの特性とその対応（仮）」 
・各グループ　活動計画に基づく推進 

9 �㌶④ � �・各グループ　活動計画に基つく推進 
・研究状況の中間発表（研究だより：紙面） 

10 �21⑤ � �・各グループ　活動計画に基づく推進 

11 �17⑥ � �・各グループ　活動計画に基づく推進 
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12 �15⑦ � �・各グループ　活動計画に基づく推進 
・研究の成果と課題の検討、1月交流会の準備 

1 �13 �11冬季校内研修会 �「発達障かいの特性とその対応（仮）」 

13校内研究交流会 �・各グループの研究成果の発表交流 

2 �16 �16全体研究 �・研究の成果と課題のまとめの確認（係提案） 

3 � � �研究集録第14号印刷 

4 � � �研究集録第14号丁合、製本、発行 

8　参考資料

＊今年度は「課題解決に必要な理論を学び合う」ことを重点としています。研究推進係としても参考

資料を提示しますが、各グループにおいても皆さんで協力して発掘するようお願いします。
＊毎月の研究日に向けて、研究推進係から「共通レジュメ」「研修資料・ワークシート」を提示しま

す。チーフの先生は、必要分を用意願います。必要に応じて、データをディスクトップに張り付け

てグループ研究に臨んでも結構です。（ペーパーレスで資源節約）

9　研究計画の全体構造

・第6次　研究計画（令和4～6年度）1年次の概要　＜別紙＞　　※4月21日職員会議提案
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グループ研究の成果と課題
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【ICTグループ】

lCTグループでは、「ICT活用グループ」と「モラルグループ」に分かれて今年度

の研究を進めた。今年度の研究は二つのグループについて、それぞれ成果と課題をまとめ

る。

I CT活用グルー

1　成果

（1）作業学習に焦点を当てた研究推進

ア　作業学習を選択した経緯

グループ研究を始める時点で、本校ではICT機器の1人1台端末は実施され

ていないが、一部の教科では学校所有のタブレット端末やアプリを使っての学習

が始まったところであった。また、I CT教育推進委員会主催の研修会の実施に

より、ICT機器を活用しての学習活動の必要性が周知された。

本研究グループ内で、ICT機器を活用した学習活動をどのように構築してい
ったら良いかについて話し合った際、①各教科については、研修会の実施や先駆

的に始めている授業を手本にして取り組むことが可能であること、②本研究グル
ープのメンバーを見ると、各学科で作業を担当している先生方が多かったこと、

③作業学習でどのようにICT機器を活用したら良いか見通しが持てていなかっ

たこと、以上の点から、「作業学習の中でどのように活用していくのが良いか」

を研究の主題とすることとした。

（2）各学科で取り組み可能な活動と実践例

ア　各学科の課題の洗いだし

各学科で、想定できる実践可能な活動を、洗い出し、可能性と課題について検討

をした。

表1　各学科の意見集約

各学科からの意見 �作業学習で活用できる場面 

生産技術科 �工程表、日誌、マニュアル 

木工科 �東京おもちゃ美術館との打ち合わせ（Z00m） 

工程表 

環境・流通 �検定、工程表、流通学習 

サポート科 �外部販売めデータ集約など 

（各学科と連携が必要） 

家庭総合科 �工程表、日誌、マニュアル 

福祉サービス科 �手本、ジャムボード、出席状況確認、 

アンケート、伝票、マニュアル、 

授業での動きの確認 

話し合いの中で、作業日誌をデータ化することで比較しやすくなるのではないか

という意見もあったが、作業日誌については各学科で統一性がないこと、作業日

誌と現場実習の日誌をリンクをしている学科もあり、急な変更が難しいという意

見もあり、今後の課題となった。
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イ　実践例　木工科

今年度タブレット端末を積極的に使用している一例として、木工科の実践報告が

ありグループ内で交流を図った。

（ア）木工科の取り組み（成果）

木工科3学年では、学校祭において、生徒向け販売を

する際の方法としてタブレット端末をレジとして活用

した。また、卒業制作に取り組む際、生徒個々人のイ　ニ

メージやサイズを具現化するために検索したり、図案　し、。、

化する際にタブレット端末を活用した。今までは、言

葉や図面上でしかあらわされなかったものが、具休物

と比較することでよりイメージしやすく、制作に向け

ての意欲につながった。

園　タフレットを使用
して製品を検索中

木工科2学年では、「元さん工房」の活動に取り組む際

のチラシ作りや注文をとる際の説明で使う際にタブレット端末を活用した。チ

ラシ作成にタブレット端末を使い、協同で行うことで生徒の対話が増えた。ま

た、それまで注文をとる際は言葉での説明をすることが多く、お客様に伝える

むずかしさがあったが、端末の画像を見せながら説明することで、お客様にも

分かりやすい説明をすることができた。

特徴 � 
引き出しの組み合わせ 

・大中小の引き出しを 様々な組み合わせで 入れることができま す。 

蓋遍造詣－．＿：む　き 

－ �・とっての形も様々な 種類があります。 

甲軍だ竪琴竪蕪お顔蝮＿こし∴∴＝＝＝．さ≒・＿ 

（イ）木工科の取り組み（課題）

タブレット端末は、調べ学習や計算において効果的に使用することができ

た。しかし、作業学習では、それ以外の方法で使用する機会が少ないように感

じられた。

2　課題

（1）作業学習におけるICT活用

作業に付帯する調べ学習で機器を活用することは可能だが、作美内容に機器を活

用するのは難しいという意見が多かった。具体的な作業内容として、福祉サービス

科でのカフェ営業で注文をとるためタブレット端末を活用する、家庭総合科の製菓

実習の工程や生産技術科の紙工実習の工程の画像（映像）データをタブレット端末

に入れておき生徒が必要に応じて活用するという案も話し合いの中では出たが、今

の段階で現実化するのは難しいという結論に遺した。

（2）視点を変えて

作業日誌をデータ化し、反省を蓄積することで生徒自身が次の課題に進む、日々

の作業の成果や課題を現場実習の課噂とリンクさせ、主体的な学びや卒業後の生活

に向けた取り組みに寄与する使い方もできるのではないかと考えられる。

作業学習そのもので機器を使うことにとらわれず、「筆記用具」として使うこと

からはじめても良いのではないかと考える。
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3　今後に向けて

（1）I CT活用と教科「情報」へ期待すること

教科「情報」の学習内容については、PCの基本操作、Word・Excel・PowerPoint

といった基本的なソフトやアプリの操作の習得がなされていることを基本とし、作

業学習の場面でも学習を進めやすいという意見になった。また、情報モラルなど、

社会人としての基本のルール、マナーの習得を目指した学習内容も合わせて必要で

あることも再確認された。

（2）教科「情報」の見直し、改訂

令和6年度から2学年の教科「情報」を実施することとなった。そこで、今まで

1年間で行っていたコンピュータ等の情報機器操作の習得を図りながら、情報を適

切に活用する基礎的な能力や態度を育て、情報社会に主体的に参画するために必要

な資質・能力の育成が、生徒の実態に応じて行われることになる。そこで、年間指

導計画だけではなく、基底となる指導計画を見直し内容を2段階に分け、それぞれ
の指導目標の設定を行った。

（3）教科「情報」から教育課程検討委員会への提言

現在のタブレット端末には、Word・Excel・PowerPointの機能を含むMicrosoft365

（以下…S365）の機能が備わっていない。現在コンピュータ教室で使用しているコン

ピュータは、令和7年で期限切れとなる。今後も現在の学習内容を継続的に行って

いくためには、タブレット端末へのMS365の機能の搭載が必要であるが、本校では

どのような方針にするか検討が必要である。

桓ラルグループ

1　成果

（1）モラル教育の必要性について

本校では、今年度より1人1台端末の導入が決まっており、令和4年10月7日

（以下年号略）に配付することが決定していた。反面、生徒の中では、自分の端末で

もSNSトラブルが多くあり、指導の観点の一つとなっている。そのような状況の

中で、1人1台端末を各学級で指導するとなったときに担任は指針が必要だと思う

だろう。そこで、このグループは担任が構成メンバーに含まれていたこともあり、

学級で指導するモラル教育と、集団で教えるモラル教育はどのような方向性であれ

ば学級で指導しやすいかということに視点を当てて研究を進めていくこととした。

（2）タブレット端末配付前と配付後

ア　タブレット端末配付前

タブレット端末配布前の研究では、①予想される教育効果、②予想されるトラブ

ルや課題、③タブレット端末を使用するこ

とで生徒に期待すること、④現時点ででき

る課題解決策の四点についてKJ法を使っ

てまとめた。

②については、技術的・思考的な課題（ソ
フト面）と物理的な課題（ハード面）の二

点でまとめられた。①と③については、相

乗効果を期待してまとめた。まとめた内容

は、表2・3・4の通りである。
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表2　課題（リフト面）

課題 �異体的な予想 �解決策 �検討事項 

タイピング �・ローマ字入力ができ �・「情幸凱の中で練習する �・ひらがな入力 

力不足 �ない �・国語や外国語でローマ �やフリック入 
・ローマ字が分からな �字について学習する �力を認めるの 

い �→生徒同士での教え合い �力＼ 
・ローマ字入力のため のグループ別学習が 必要になる �の促進 

写真撮影 �・許可なく撮影した �◎学習以外で使用しない �・マニュアルの 

り、第三者に流すの �◎必要のない画像は消去 �作成（lCT教 

ではないか �する �推進委員会） 
→いじめにつながる行 �※iPad酉引寸時に『約束ご �1 

動 �と』として学級で指導 �適時、委員会で 
・写真を撮り過ぎて容 ��議題に挙げ、方 

量がいっぱいにな ��向性を示してい 

り、学習課題が保存 できない ��る 

メモ機能 �・メモ帳代わりに使う �◎学習以外に使用しない �・指針はICT 
・メモ機能を悪用し �※休み時間の使い方を学 �教育推進委員 

て、友だちの悪口を �盤王道豊 �会で出す。必 

書き込み、他者と共 ��易こ宙じて苫 

有する。 ��卿新野 
→いじめにつながる行 動 ��署と蹄 

表3　課題（ハード面）

課題 �異体的な予想 �解決策 �検討事項 

物品管理 �・置き忘れ　－ �・学級で管理する場合 �・lCT教育推進 
・充電器のいたずら �は、学級担任が把握を �委員会へ一→パ 

・他人の物を持ち出す �する �ック購入の必 

・破損（落とす・ぶつけ �・持ち出し方法について �要性→解決済 

る） �マニュアル確認する �・塾 
・『自己管理、自己責任」 �・端末の捜索機 

の意識 �能は使えるの か？ 

物品管理 �・高価なイヤホンを持 �・高価な物を持ち込まな �・イヤホンの便 
●　t �いよう学級で指導 �用については 検討中 

アカウント �・ログインパスコード �・担任とやりとりをする �・lCT教育推進 

管理 �を忘れる �（全体周知） �委員会へ →但1過当で 二道萱塁 
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不要アプリ �・ゲームなど入れよう �・アプリは一括管理 �・アプリの精選 

のインスト ール �として警告される �iPad配付時に周知する �→各教科の要望 の吸い上げ 

表4　教育効果と生徒に期待すること

効果 �具体的な予想 �問題点 �解決策 

主体的学び �・生徒の方が使い方に �・生徒の質問に教師が答 �研修の充実 

慣れている ・飲み込みが早い �えきれない 

主体的学び �・授業中に集中力が増 �・切り替えができない �STの配置など 

す �・分からない生徒はおい �で対応可能 
・好きな課題に取り組 める �て行かれる 

協働 �・得意な生徒が苦手な 生徒に教える→ 対話が生まれる �・夢中になりすぎる �声かけ等の指導 

配布前に、ICT教育推進委員会で提案している学級での管理方法を研究グルー

プ内でも検討し、管理方法の煩雑さや、学習で使用する際の教師側のスキルアップ

の必要性について意見が出された。

それらについては、モラルグループの多くのメンバーが、ICT教育推進委員会

も兼務していることを生かし、直近の委員会内で課題として提案し、タブレット端

末用バッグの購入やログインパスコードの集約方法の提示、学級管理の方法の簡素

化等、事前に解決方法を兄いだすことで、生徒へのタブレット端末配布前に解決で

きた事柄も多くあった。

イ　タブレット端末配付後
10月7日に全校一斉にタブレット端末を配付し、利用規約の確認及びタブレット

端末へのログインパスコードの設定を学級指導で行った上で、各教科で活用しても

らった。タブレット端末活用後の課題として挙がった事柄を表5に、今後、利用が

進むことでさらに予想される課題については表6にまとめた。

表5　タブレット端末配付後の課題

生徒の様子の変化 �課題 �解決策 �備考 

キーボードが配付 �終了時問が守られない �始める前に約束時間を � 

されたことにより タイピング練習を する生徒が増えた ��確認する 

写真管理～ �規約が遵守できていな �学級指導での徹底 �iPad規約に 

AirDropを生徒同 士で勝手に使う �い ��明記されて いる 

パスコード忘れ �メモし忘れ �担任・tCT担当との共 ‾有 �管理PCで 一括管理中 

学習活動に関係な �教師側の共通認識不足 �学年主任や指導部と連 �iPad規約を 

い利用が見られた �と指導不足 �携し規約の徹底をする �再度確認 
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（YOUTUBE視聴 等） � � �学級でばら つきがない ように学年 で指導を追 う 

いじめにつながる �今度の動向を見守る �早い段階で状況を把握 �掌塵全馳 国選と良三 と＿ら星」周 盟主墨 

行動は今のところ 星ら独 ��し、放置しない 

表6　今後予想される課題

カテコリ �課題 �解決策 �備考 

学習に関すること �アカウント管理 �教科や学級での指導 �HR担当と の共有 

GWSiを使った学習に ついてこられない生 徒への対応 �個別対応が必要か �教師側のス・ キル向上 

物理的な事象 �破損や紛失 �学級指導 生徒の物品管理能力の 向上 �管理PCで 一括管理中 

家庭において �Wi－Fi接続 �学年主任や指導部と連 �iPad規約を 

（家のW卜Fi、フリ ーW卜Fi） 写真の加工や共有 物の破損 �携し規約の徹底をする �再度確認 学級でばら つきがない ように学年 で指導を追 う 

いじめにつながる �メモ機能の悪用 �早い段階で状況を把握 �豊拉豊住旦 

行動 �安易な写真撮影 �し、放置しない。 �盟塾と良三 とら孟」星 艶＿＿ 

写字能力の低下 �検索することで知る ことはできるが書く ことが減るのではな いか �教科毎のバランス �シラバスで の明記化が 必要か 今後の検討 事項 

今までは、学校所有の端末を貸し出して授業を行っていたが、端末の台数が少な

く、使用したい授業が重複するといった課題も多かった。1人1台端末になったこと

により、生徒の中には学習意欲が高まり自主的な学びを進める生徒も出てきている。

今のところ、目立ったトラブルも見られず、規約を遵守して使用している様子が見ら

れている。

教師側も、学級指導をするにあたって、不明な点はICT担当者に確認してから生

徒に回答する、授業での活用についての研修会への参加といったように、意識の高ま

りも見られている。
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2　課題

（1）学習する場面と学習内容

生徒に対するモラルの学習については、外部講師の招碑や全校集会、教科「情報」

などの『設定された場面での学習』と、学級指導や使用している授業ごとで伝えられ

る日常的な場面での学習』が必要である。

指導の在り方について、表7のフローチャート

にまとめた。

モラルの学習については、学校全体で取り組む
べき課題である。そのためには、全職員が『設定

rユ

捕領の共有

教科
「情報】での
才、■了　＿

理解、

三宝喜彗吾妻吾妻皇室恵至宝テこ、蒜工。蒜；視了嘉、、謹欝
今年度、1人1台端末所有が始まったばかりで

ることを踏まえ、学級でばらつきがないよう、関

あ、、警術警夢莞諾悠去
一一一L▲一一・，＿1■一一一・・ノ′

係各所と連携して指導していく必要があることを　表7　モラル学習フローチャート

研究グループとして確認した。

3　今後に向けて

（1）モラル教育の視点から教科「情報」へ期待すること

タイピング技術や文書作成などに必要な基礎的なスキルの向上を目指す学習内容が

充実することで、モラルグループで出た「ローマ字入力ができず授業についていけな

い」といった課題は解決すると考える。

社会人として必要な一般的なモラル、マナーや友だち同士でのSNSマナーなどを、

自立していくために必要なスキルとして身に付けていく必要がある。新教育課程で

は、プログラミング教育について取り組むよう記載されているが、本研究グループで

はモラル、マナーの学習の比重を多くして指導してほしいという意見でまとまった。



【指導法グループ】

1研究の成果

指導法ゲル●プは、「発達障害の定義の確認」「知的障害の特性の再確忘」「指導法等

に関する文献や資料の発掘と役立つポイントの整理」を目的として研究を行った。

（2）濫芸濃において、「発達障害」は「自閉症、アスペルガ＿よ候群その他の

広汎性発達障害、学習障害、注意欠陥多動性障害その他これに類する脳機能障害であっ

て、その症状が通常低年齢において発現するもの」と定義されている。

●言葉の発達の退れ

●コミュニケーションの障害

●対人関係・社会性の障害
●バターン化した行軌、

こだわり

知的な退れを伴

うこともあります

自閉症

広汎性発達障害

アスベルガー症候群

●基本的に、言葉の発達の退れはない
●コミュニケーションの障害

●対人関係・社会性の障害

●バターン化した行動、
興味・関心のかたより

●不器用く音譜発達に比べて〉

それぞれの障害の特性

注意欠陥争動性障書くADJHq〉

●不注意　　　　　　　　　－

‡認諾折る　l

学習膵富（LO〉

●r読むJ、r書qJ計葺するj
等の能力が、全棒的な知的発達
に比べて様瑞に書手

（厚生労働省ホームページより）

（3）指導の困り感の共有について

指導法のグループでは、障害の特性を踏まえ、障害の状況に応じた指導ができるよ

う「自閉症スペクトラム」グループ・「ADHD・LD」グループ・r知的障害」グ

ループの3つのグループに分かれて研究を行った。7月のグループ研究では、自分自

身の授業を振り返って困っていることや難しいと感じていることなどあ情報を共有し

た。

ア「現在困っていることについて」の集約結果
・ADHD＋二次的障害（幼少時に虐待経験）がある場合の対応。ルールを受け入

れることができない場合の対応
・自分がやりたくない・できないことについて「できない」と頑なにやらない生徒

への対応

・相手に対し嫌なこと（叩く、蹴るなど）をしたときに、自分に置き換えて考える

ことができない生徒への対応
・アドバイスをしたときに態度が豹変し、相手の意見を開かずに自分の主張をする

生徒への対応
・同じ失敗を繰り返してしまう生徒への指導方法

・衝動的な言動の改善について。ADHD等、衝動性が障害特性としてある生徒が、

「他生徒への言動」「つい衝動的に行ってしまう行動」など、気持ちが安定して

いるときには前向きに改善に向けた約束ができるが、結果として「自己の課題」
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している

LDでは監ながらない。

ちや場の雰囲気を読めない生徒に対して、ひとつひとつその場で確認

、大きな成長は見えない。

いが、字を書くことが苦手な生徒への対応

二芸……冨迄善言諾認諾㌫業準備や片付けといった机上整理・忘れ

・衝動性が強く、頭の中が整理できず、抽象的なことを受け入れることが難しい生

徒にどう痩け入れさせるか。
・衝動的な言動や自傷を行う生徒がいる。インプット情報とアウトプット情報のバ

ランスの取り方やいかに落ち着いて学校生活を送らせるか。
・LDでひlらがなの読み書きや手指の不器用さをもっている生徒に対してマンツー

マンの指翠が必要。完壁さを求めるが気持ちに波がある。忘れ物が多い生徒に対

伝える頻度や伝えること

している
・リーダー

ているよ

イ　考察

で修正が可能なのか、生徒が辛くならないのか。じっと

ことが難しい生徒がいる。

として牽引する生徒がおらず、できていない生徒に他生徒が引っ張られ

うにも考えられる。

・先生方の轡みが多岐にわたっている0

裾…：：；…三三：≡；≧；≡：、「≡≡…≡芸こ絞って行う
「（生徒／事例の）実態」「障害特性J r効果的な指導」「指導のポイント（項目）」

［警芸諾芸崖霊芝霊芝㌣認諾漂誤」「琵琶」「蒜諾難」

繭＋’臨（5）「知的障書 ループの研究

ア「知的障害」の定義
「知的

社会参力荒害」とは以下の3つの基準を満たすものであり、それによって自立とミ困難であり、特別な支援や配慮が必要な状態。また、その状態は環境

芸’憲芸岸芸㌣芸霊芝り得る可能性があると言われているo
「知的能力」とは、認知や言語などにかかわるもの、「予想や計画を立てる」
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「論理的に考える」「自分の考えをまとめる」といった「思考する力」など、知

②軍蓋芸≡；憲章で機能であり、周囲の環境を理解するためて広く深い能力
「適応能力」とは、日常生活において人々が学習し、発揮する「概念スキル（読

み書き、金銭、時間など）」と、「社会的スキル（対人、責任、規律など）」、及び
「実用的スキル（身の回りの世話・健康管軋交通機関の利用なぎ）」の集合0

他人との意思の交換，日常生活や社会生活，安全，仕事，余暇利用などについて

適応するための能力。「集団のルールを守る」「集団の中で自分の役割を担当する」
「人と円滑な関係を築く」など、集団生活の中で発揮される能力。一社会生活に不

可欠。意思伝達、自己管理、家庭生活、社会的・対人的技能、地域社会資源の利

用・自立性、発揮される学習能力・仕事・余暇・健康・安全の11竿日中2つ以上

の領域で欠陥または不全が認められること。

③発達期（おおむね18歳まで）に、発症していること。　　　　．

・讐㌘霊芝≡去芸芋…≡≡誓言言霊云㌫誌完芸こ誓君主芸芸誓言三笠
（ア）ワーキングメモリについて

に処理し、同時に相手の気持ちを推し量るなど、そうした並列的な課題遂行で

発揮される機能である。知的障害のなかでもダウン症児・者は言語性に、ウィ

リアムズ症児増は視空間性に・それぞれワーキングメモリが中年齢の水準
よりも低くなっている。

（イ）記憶について　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・
・短期記憶が苦手だが、長期記憶は苦手ではない。　　　　　　　1

短期記憶 �㌫荒．よ警老若よこ霊憲。と）などの処理がされないと・15 

長期記憶 �手続き的記憶 �運動などの記憶。自転車に乗る、スケート ��戸滑るなどの 
「連の手続きに関する非言語．的記憶。 

宣言的記憶 �エピソード記憶 �自分が経験した記憶。 �l l 

時間的・空間的文脈の中に �おける個人的 

なエピソードに関する記憶。 ハワイのレストランで大き －を食べた」等。 �芦霊芝； L 

意味記憶 �・豊吉口禁Cアu幣芸欝 等。 

（ウ）知的能力について
・言葉の遅れがある。

・時間や数量の把握が苦手。

・目に見えないものや抽象的な概念を理解することが苦手。
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経験を

ともで

した

きる

ことの中でなら、経験をもとに物事を理解し、性質を概念化するこ

ようになる。

複数のことを考えて行動をすることが難しい。

沈忘
について

難である

この

（効率的な課題解決や目標達成をおこなうために、思考・行動・情

に制御する高次脳機能）」のため、自己本位な行動の抑制や、適切

現をおこなうことに困難さを抱える。

より、

霊芝字書話芸諾警や技能が断片的になりやすく、実際の生活の場面の中で
柔軟に憂え、物事に対処することが難しい。
コミュ

ウ抱える困難
・相手の言葉

・うまく伝え

学習技能

ケーションが難しい。

た

－ルが難しい。

ど、身の回りのことの自立に時間が掛かる。

ミ理解できない。

ることができない。

きた
巨字、音字、算数）を身に付けることが難しい。

藍　導、段階（イ）抽象概

な指導が重要となる

の理解
・抽象概志が苦手なので、具体的なイメージを使いながらt、一歩ずつ抽象概念の

（り芦霊孟荒塩孟いく必要がある〇
・認知発達に合わせた課題を一歩ずつ進めていくこと（スモールステップ）が大

（エフ霊長残りやすいので、覚えやすくするには動機付けが必要。

；≡；忘忘芸た芸子る。
・一度定着させた記憶は維持されるので繰り返すことで定着させる。

（キ）具体

抽象的

しやす卜

（ク）本人

（ケ）短く

かりやすい指示

示ではなく、具体的で分かりやすい指示等で本人にとってイメージ

長期記憶や知識を増やしていくことができる。

・言葉の遅れがあること、短期記憶が苦手なことから、短く簡単な言葉がけが効

果的。l

（コ）写真や絵を合わせる

いものを理解するのが苦手なので、視覚的情報を示す。
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（サ）分かりやすい教材・教具
・文字の拡大や読み仮名の付加

・文の長さの調節

・具体的な用具の使用

・数量等の理解を促すための絵カードや文字カード、数え棒

・ICTの活．用

オ　事例とその指導法

（ア）認知能力向上の支援をしたい
・COGET（認知機能強化トレーニング）

認知能力を構成する5つの要素（記憶、言語理解、注意、知覚

に対応する「覚える」「数える」「写す」「見つける」「想像す

レーニングからなっている。教材はワークシートからなり、紙去推論・判断）
」の5つのト

鉛筆を使って

冨£慧害も警崇≡呈言志孟宗ミ芸三デ三軍至言慧≡禁；去諾芸㌫三宝
きなかった同種のワークシートを中心に難易度も調整しながら画もトレーニ
ングすることでつまずきが克服できるように作成されている。もし不適応の原

因が認知機能の弱さにあるとすれば、認知機能の強化におって

症状が軽減する可能性もある。

（イ）適応行動に困難さがあるので支援したい

t⊥ れらの不適応

適応行動に関わる実行機能を高めたり、補ったりすることが効果的。

①実行機能を高める指導
顕在的な指導にはコグメド（Cogmed）や、音と行動が伴う… 動　く体育にお

けるホイッスルと集団行動など）。潜在的には身体運動や、それと伴いマイ

ンドフルネス（武道、太極拳、ヨガなど）、さらに芸術活動

奏）も入る。

（芝居や楽器演

②実行機能を補う指導
「1・問題行動の特定と解消に向けた目標設定」→「2・物や・社会的環境

の調整」→「3・実行機能を補うスキルの指導」の各段階に分けられる。特

に3は5WIHの取り組みが確認できるチェックリストや振り返りシートな

どの補助教材を長期的な指導で用いることで、補助教材に埋

プロセスをインプットしていくことを目指す。

め込まれた認知

（ウ）口頭説明では、内容の理解が難しい
・言葉の発達に遅れがあるので、視線や表情、動作や身振りを使ったり、絵や

写真、実物を使って理解しやすくする。　　　　　l
・分かりやすく短い言葉で説明をする。

（エ）授業に集中できないことがある　　　　　　　　l
・できないことをやらされることで集中できていない可能性があや。好きなこと

やできることは頑張れるので、認知発達に合わせた課題を一歩ずつ進めていく

こと（スモールステップ）が大切。　　　　　　　　　　　　．
・ルールや対処法を事前に確認するといった予防的対応をする。l

（オ）コミュニケーションがうまくとれない
・知的障害のある子どもはコミュニケーションが苦手で・人と関やることに消極

的になったり、受け身的な態度になったりすることがある。このことの要因と

しては、音声言語が不明瞭だったり、相手の言葉が理解できなかったりするこ

とに加えて、失敗経験から人と関わることに自信が持てなかったり、周囲の人
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参考文献
・基本から理解

有馬正高『知的

宮口幸治　『教
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国分充、平田正

理学の視座と特

障害のある子ど
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ケース別発達障

https：／／www．mh

https：／／jun

https：／／www．

心が強かったりすることなどが考えられる。そのため、まずは自分の

求が伝わったり、相手の意図を受け止めたりする双方向のコミュニケ

が成立する成功体験を積み重ねることができるように指導することが

る。そして、他者とのコミュニケーションにおいて成功体験を積み重

で、子どもが自ら積極的に人と関わろうとする意欲を育てることが大

な活動ができない

が円滑に進むように、図や写真を活用した日課表や活動予定表を活

主的に判断し見通しをもって活動できるようにする
〈定着しない

て学習することにより、必要な知識や技能等を身に付けられるよう

続的指導を行う。

い人のための子供の発達障害と支援のしかたがわかる本

書のことがよくわかる本』講談社　2007

の囲っている発達障害をもつ子どもの理解と認知的アプローチ　非行

ぶ学校支援』明石書店　2017

ほか『知的障害・発達障害における「行為」の心理学　ソヴィエト心

支援教育』福村出版　2020

の教育支援の手引き～子供たち一人一人の教育的ニーズを踏まえた学
～（令和3年6月30日）　文部科学省

のある子へのサポート実例集　中学校編

．go．jp／toukej／list／10トlc．htrnl

italico．jp／about／hattatsu／chiteki／

．jp／knowhow／Oyakudachi／C4348／

（慧墓誌・享；買；箋買至芸…軍喜蓋

（器慧認諾漂法器讐㌫品誓諾芸．芸浩
一症候群は仁の中に含まれる。

（ウ）1944年IFアスベルガーが行なった報告の中で、周囲の人と情緒的な関係が一切

なく、極融こ自己中心的な4人の症例が「自閉的精神病質」と呼ばれた。やがてこ

の概念は、精神の発達が途上である子どもについて用いるのは間超があるとされ、

1960年代には「興味限局児」と呼ばれるようになった。1980年代になってイギリス

のウィングが自身の研究報告の中でアスベルガーの症例に類似していた19例につい

て「アスベルガー症候群」という名称を再び使用し、定着した。

（エ）自閉症とアスベルガー症候群の相違点として、言語・コミュニケーションの障

害の不明瞭が基準になるが、それほどはっきりとした相違があるかは疑問。例：先

生の言葉頓にまっすぐ帰るんだよ」→アスベルガー障害の子どもの答え「まっす

ぐには帰れ蔭せん、角を曲がらないと帰れません」



イ　抱える困難

（ア）ASD児・者は他者の意図のくみ取りにおいて困難を抱えることが多い。し

たがってさまざまな感覚刺激に満ち，また他者の意図の読み取りを前提とした

対人的な調整を求められる学校現場において大変なストレスを抱えることにな

る。また就職後、ASDの人の多彩な特性は職場における周囲の理解を得にくく、

心理的・環境的な負荷が加わると際立ちやすいため、職場の環境や求められる役

割によって強まったり弱まったりすることも就労上の問題を難しくしているとの

ことである。自らの感情や行動様式、対人関係のパターンにも気づきにくいこと

から、極端な規範の守り方や頑張りや背伸びをした結果、蝕齢や精神症状が生じ

るという過剰適応の問題も報告されているなど、課題が様々ある。いずれにして

も環境への適応や、周りからの障害理解、自身の障害理解など、特性と向き合い

ながら生きていくにはかなりの困難がある。

（イ）自閉症の子どもは言葉以外でも他人とうまくかかわることができない。言葉

で表されない状況や気持ちが読み取れない。

り　指導のポイント

（ア）子どもと接する専門家は、自分の経験やイメージで子どもを見るのではなく、

現実の子どもをよく観察することが大切。そこには言葉にならないメッセージを

聞き取るヒントがたくさん隠されているはず。子どもがどう表現していいか困っ

ている時には、ボディランゲージを読み取り、言葉を添えて、言語化を助けるよ

うにする。

（イ）その子どもの全生涯をすべて知ることは不可能だが、想像することによって、

なぜそういうやり方をしたのか推測することはできる。彼らの感じ方や思考の仕

方を理解しようとする態度や気持ちをもつことはとても重妻である。

（ウ）アスベルガー症候群の子どもは限られた興味にこだわる特徴があり、何度も

同じ話をしたり一方的に質問をまくしたてることがある。こういう時は「そうい

う話はここではしていいl 他ではしてはいけない」「鼠と劫馳エ

辿」など、逃げ道を用意しつつ制限をする。
（エ）必要な情報と不必要な情報を整理することができず、どれも同等に頭に入っ

てくるので、常に気をそらされ集中できない。刺激の少ない整理整頓された環境

を作ることが大切（場面の構造化）。課題は細かく分けて一つずつ取り組ませる。

できたらそのつどほめ、振りかえって確認する。

（オ）変化がストレスになるので、あらかじめスケジュールを示す、変更は最小限

にする、どうしても変更するときには最小限にとどめ、変更を丁寧に説明する。

説明するときに文字や絵を使うと伝わりやすいことがある。その時、何か別の

ものに気が向いていないか、彼らの視線を見る。

（力）気持ちをあらわす言葉を選べない。「囲った」「うれしい」「悲しい」といった

言葉はどのようなときに口にするのか、子どもたちがそう感じた時に代わりに
「困ったね」などと言ってあげるようにすると感情と言葉が結びつく。

（キ）よくないことに誘われたりしたとき、どんな風に対応したらいいのか具体的に

教えてあげる必要がある。「いやだ」「やりたくない」などときちんと断ること

が必要であると話してあげる。言葉で断らずに手で払いのけたりすると困ること

になるということも教える。

（ク）手と足を同時に動かすような協調運動が苦手。手先の細かい動きも苦手。

（ケ）達成感をもたせること。あえて失敗するような教材を与える必要はないし、ヒ

ントを与えるなど成功するようにもっていき、成功したらほめる。得意不得意は
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誰にでもあり、劣等感をもつ必要はないことも説明する。

（コ）アスベルガー症候群の対応で一番大切なことは彼らの心の傷つきやすさを理

解すること。

（サ）どんな理由でもパニックを起こすことはよくないこと、公の場で感情を爆発

させてはいけないということを伝え、コントロールする方法を教える。一人

にさせる、深呼吸させるなど、自分なりの方法を決めさせておく。

エ　事例とその指導法

（ア）言語の対人的使用面に遅れのみられる6歳の自閉症児に対して、指導者とも

う1人の知的障害児と共に「ホットケーキを作り、お客（友達）と一緒に食べる」

という共同行為ルーティンを設定し「○○ください」という要求構文や質問構

文の対人的使用を目的としたものである。その事例からは文章レベルの言語を

有しているにもかかわらず他者との会話場面でその表出に困難をきたす自閉症

児にとって、他者との相互交渉を必要とするゲーム活動が相互的会話の増加に

有効であったということが分かった。また、周囲の大人からの指示や強化に基

づく直接的学習に加え、他者の行動を観察・模倣する間接的学習の効果も日常

生活場面で大きいという。「①正しい構文の取得、②行為の主導化、③他者へ

の関わり方の高次化」という3段階の変容が見られたことから、お手本となる

例の提示をいかにして工夫するか、またそれを本人が自分の言語として取り入

れるためにどのように支援ができるかが重要であり、他者とのコミュニケーシ

ョンでの鰐きを解消する手掛かりになるのではないか。

（イ）医師である著者への20代女性の訴え。その場に無関係なことであろうと何度

も同じことを言ってくる（「私の脳細胞を再生医療で新しくしてほしい」「研究

はどこまで進んだのか教えてほしい」）。著者の対応。「立地此奴′

£作業所に言ったらそういうことを言ってはいけないよ」と日掛－をはめた。

参考文献
・山本淳一・梅本千枝子（200刀「自閉症スペクトラム障害の発達と支援J621ぺ39毘

・柳澤亜希子（2012）「自閉症スペクトラム障害児・者の家族が抱える問題と支援の方向性J403－411頁

・松田信夫・植田恵子（1999）「自閉症児に対する要求構文等の対人的使用に向けた指導一共同行為ル

ーティン「ホットケーキ作り」を通して－」1－8頁

・山崎晃資『発達障害と子どもたち～アスベルガー症候群、自閉症、そしてボーダーライ

ンチャイルド～』講談社＋α新書

（7）「ADHD・LD」グループの研究

ア　rADHD」の定義

（ア）年齢あるいは発達に不釣り合いな注意力、及び／又は衝動性、多動性を特徴と

する行動の障害

（イ）社会的な活動や学業の機能に支障をきたすもの。

（ウ）7歳以前に現れ、その状態が継続

（エ）中枢神経系に何らかの要因による機能不全があると推定される。

イ　障害特性
・年齢あるいは発達に不釣合いな程度において、不注意、又は衝動性、多動性の状

態を継続して示し、それらが社会的な活動や学校生活を営む上で著しい困難を示

す状態がある。



（ア）不注意
・気が散りやすく、注意を集中させ続けることが困難であったり、必要な事柄を

忘れやすかったりすること。

（イ）衝動性
・話を最後まで聞いて答えることや順番を守ったりすることが困難であったり、

思いつくままに行動して他者の行動を妨げてしまったりすること。

（ウ）多動性
・じっとしていることが苦手で、過度に手足を動かしたり、話したりすることか

ら、落ち着いて活動や課題に取り組むことが困難であること。

り　抱える困難
・しばしば場に適さないふるまいから、周りから誤解を受けやすく、他者から指摘

を受けることがある。コミュニケーション面、仕事に関しての困難さがある。
・やる気はあるけど、何から始めればいいか分からない。

・たくさん仕事があるとパニックになる。

・話を上手くまとめられない。

・やるべき仕事を忘れて後で慌てる。

・整理整頓が苦手で書類がどこにいったか分からなくなる。

エ　指導のポイント（事例と指導法）

（ア）整理整頓
・ToDoカードで情報整理

・ToDoリストで今日やるべきことを書き出し終わったらレ点チェックを入れて

次々と完了させていく。
・情報を書き出すので今日やるべきことを忘れてもこのリストを見ればこなすこと

ができる。

（イ）コミュニケーション面
・その場でふさわしい言動や行動がどうだったかを振り返り、整理する。

・相手の気持ちについてどうだったかを確認する。

（ウ）注意の維持ができない
・刺激の少ない学習環境（机の位置など）にする。

・解決の約束を決め、自力ですることと支援が必要な部分を明確にする。

・できたことを褒める。

・短い言葉で個別的な指示をする（具体的で理解しやすい情報提示）。

（エ）指をいじったり、ごそごそしたりする
・スモールステップでの目標達成による自信と意欲の回復

・ソーシャルスキルトレーニング（ゲーム、競技、ロールプレイ等による方法）

・周囲の子どもへの理解と配慮をすすめる。

（オ）他の人がしていることをさえぎったり、邪魔したりする
・ふさわしい言動かを振り返り、整理する。

・行動観察から傾向・共通性などを読み取る。

・グループ活動でのメンバー構成に配慮する。

・刺激の少ない学習環境（机の位置など）を設定する。

オ　まとめ　～子どもとかかわる時に～
・叱責よりは、できたことを褒める。

・共感的理解の態度をもち子どもの長所や良さを見つけ、それを大切にした対応を

図る。
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・子どもが障害の行動特性を理解し、課題と可能な解決法、目標を持つなど対処方

法を編み出すよう支援する。

（7）グループ研究の成果

ア　それぞれのグループごとに、知的障害、また、それぞれの発達障害の特性につい

て資料や文献を集め、障害についての基本的な定義や常にアップデートする必要が

ある障害特性をまとめた。また、まとめる中で、当事者が抱える困難を見つめ直す
ことができた。

イ　「日々の指導で感じている課題」を共有することで、指導の改善につながる課題

を見出すことができた。

り　文献を読み進める中で、障害についての理解を深めることができた。

エ　今まで持っていた知識を改めて整理することができた。

オ　学習指導のポイントや指導法をまとめることで、日々の指導を振り返るきっかけ

を作ることができた。

力　文献をまとめることで、根拠に基づいた授業づくりや生徒対応をする上での参考

となる資料を作ることができた。

2　今後の課題

（1）学習指導に絞ってまとめることにしたが、ポイントや指導法は学習指導に限らな

いもの、生徒指導全般にわたるものも多かったり、ポイントと事例と指導法の内容

が重なっていたりとまとめるのが難しい場面があった。また、先生方の悩みを解決

するような資料にするには、もっと多くの文献を研究する必要がある

（2）今年度は、文献資料をまとめる研究だったが、生徒の抱える困難や問題行動につ

いて、「なぜ、どうして」というメカニズムまで分析を深める必要性を感じた。今

年度まとめたものを生かして、更に分析を深め、指導法について考えていきたい。

（3）どうしてこの指導が必要なのか、理論立てて更に実践していけるようにする必要

があると感じた。「事例とその指導法」をできる範囲内でまとめたが、まだまだ足

りず、また、そのまとめたものも活用できるかは検討する必要がある。次年度以降、

実践につなげることができる取り組みをしていきたい。
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【観点別評価グループ】

1　研究の成果

（1）観点別評価について考察（1学年の実践より）

今年度より1学年個別の指導計画の評価に導入された観点別学習状況の評価（以下、

観点別評価と記載）について、実際に作成してみて良かった点と課題点、記述の実際

（教科の特性などによる注意点）についてまとめた。

本校の評価は文字数の制限があるため、学習内容と手立て、生徒の様子などを必要

最低限の文章で過不足なく記述する難しさがあげられた。同時に、読み手に学習内容

が伝わるように説明する必要もあり、記述の工夫や実践の積み重ねが必要になると思

われる。

例として、音楽は題材の名称（曲名など）だけでは具体的な内容が伝わりにくいもの

があり、一般的ではない題材には解説が必要な場合がある。今回の評価では、制限さ

れた文字数で題材の解説をする必要があったため、同一題材について「知識・技能」
「思考・判断・表現」「主体的に学習に取り組む態度」を系統立てて記述し、保護者に

内容が伝わるように配慮した。

観点別評価の働く音楽）
ジョン・ケージは実験的な試みで現代

音射こ多大な影響を与えた件曲蒙。授
業でいくつか代表的な青菜を学習した．
評価で揚材説明と生徒の取り組みを記
述することが難しかった。
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r主体的」で、やっと件曲者ジョン・ケージの

名前を出せた。功績については、具体的な
記述ができなかった穀

客観的な評価を行うために、過去の研究で作成した「評価基準」を、現在の観点別

評価に合うように見直して活用すると、評価者間で基準を共有でき、業務を合理的に

進められるという意見があげられた。今後、「評価基準」の精査と活用の推奨を行って

いきたい。（「3　作成資料等」参照）
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（2）観点別評価の視点を生かした授業づくりの必要性

観点別評価の視点を取り入れて授業を行うことで、授業における「知識・技能」と
「思考・判断・表現」の要素を意識して生徒を指導することが増えた。また、「思考・判

断・表現」と「主体的に学習に取り組む態度」においては、活発な生徒の発言や行動

だけではなく、積極性が現れにくい生徒の意欲や取り組みの姿勢を汲み取るために、

多角的に生徒を観察しようとする意識が高まった。

（3）観点別評価基準に関わる資料の発掘

特別支援教育における観点別評価について、参考文献や資料を発掘した。まだ参考

文献や資料は少なかったが、何点かの書籍やインターネット経由で資料を見つけるこ

とができた。（「4　参考・引用文献等」参照）

今後、共有する方法を考えていきたい。

2　今後の課題

（1）観点別評価について

公正で客観的な評価を行うために、ある程度の基準を定めて評価を行うことが望ま

しい。過去の研究成果を、現在の評価に合わせて見直し、活用することを推奨したい。

評価の記述の方法や工夫などについては、参考文献や資料には文例が少なく、本校の

評価に即活用できる文例も見付けらないことから、今後の実践を通じて記述の工夫や

本校の書式に即した文章の例を積み重ねていく必要があると思われる。

（2）観点別評価の視点を生かした授業

三観点を意識した授業の工夫については、教育目標を明確化し、授業と評価が一体

化するように授業を組み立てる方法が有効であると思われる。その中で評価方法を検

討し、生徒を評価する根拠となる客観的な証拠（データや生徒の発信など）を集める工

夫も課題である。

積極的な言動がない生徒の評価については、表面的な行動的側面のみで評価せず、

多角的な観察を行う。しかし、積極性のない生徒に限らず、全ての生徒に対して内的

な面も含めた客観的な把握と資料の確保は大きな課題となる。

（3）資料発掘の継続

特別支援教育における観点別評価の参考文献はまだ少ない上、本校の評価にそのま

ま取り入れられる資料や観点別評価の記入例もあまり見つけることができなかった。

今後も資料を発掘するとともに、探した資料を共有できるようにしていきたい。
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3　作成資料等
（1）各教科の題材の評価規準の具体化　美術科

教科名　学年 ��美術科　1学年 
題材名 ��鉛筆で描く　～デッサン（絵画）～ 

学習指導要領に ��A表現　感じ取ったことや考えたこと、目的や機能などを基に、描いたりつくったりする活 

示された関連す ��動を通して、次の事項を鼻に付けることができるように ��する。 
る内容 ��（ア）対象や事象を深く見つめ感じ取ったことや考えたこと、伝えたり、使ったりする白的 

や条件などを基に主題を生み出し、創造的な構成を工夫し、心豊かに表現する構想を練 

ること。（思考力、判断力、表現力等） 

（イ）材料や用具の特性の生かし方などを鼻に付け、意図に応 ��lじて表現方法を　追求し、自 

分らしさを発揮して表すこと。（技能） 

題材の指導目標 育成を目指す資質・能 ��知識及び技能 �思考力、表現力、判断力等 �学びに向かう力、人間性等 

○材料や用具の特性の生かし �○対象を深く見つめ、感じたこ �○主体的に活動に取り組もう 

方を知り、意図に応じた表現 �と、使う目的や条件を基に創造 �とする。 
力の三本柱で ��方法を追求し自分らしく表 す。 �的な構成を考え、工夫する。 �○創造活動の喜びを味わい学 んだことを生かして心豊かな 生活を想像する。 

題材の評価規準 ※規準（のりじゆん） ��知識・技能 �思考・判断・表現 �主体的に学習に取り組む態度 

○鉛筆の性質やさまざまな持 �○ものの形や立体感・質感を感 �○楽しみながら学習課選に集 

ち方を墜畳と三＿吐星。 �じて、タッチや明暗の調子を判 �申し、持続して由り組んでい る。 ○完成した作品を見て自分の 作品に生かそうとしている。 
到達目標 ※例「逆上がりがで きるようになる」 ��○完成までの工程を理解し、 対象を表現している。 �断し表現することができる。 

題材の評価 �Ⅰ �○鉛筆の性愛やさまざま �0．ものの形や立体感・質感 �○楽しみながら学習課題 
規準の具体 ��な持ち方、完成までの工 �を感じて、タッチや明暗の �に集中し、持続して取り組 
化（細分化） ※到達目標に対 ��程を理解し、よく観察し �調子を判断し表現するこ �ことができた。 

て描画することができ �とができた。 �○完成した作品を見て自 
た。 ��分の作品に生かすことが 

してとの程 度到達できたか を判断する指標 －※例 I「補助板が �� ��できた。 

Ⅰ �○鉛筆のさまざまな持ち �0も■のの形や質感を感じ �○学習課題に集中し、持続 
方、完成までの工程を理 �て、タッチや明暗の調子を �して取り組むことができ 

なくても逆　上 ��解し、工夫して描画する �判断し表現することがで �た。 
がりができ た」 I「補助板を 使って逆上 がりができ た」 ��ことができた。 �きた。 �○完成した作品を見て自 分の作品に生かすことが できた。 

Ⅲ �○完成までの工程をほぼ �○ものの形を感じて、タッ �○学習課題に集中し、持続 

Ⅲ「教師が足 を持って補助 ��理解し、鉛筆の持ち方を �チや明暗の調子を判断し �して取り組むことができ 

することでで きた」 ��意識して描画することが できた。 �表現することができた。 �た。 

評価場面 評価方法 �・図案の用紙へのトレ」ス ��・デザインシートの提出（選択 �・振り返りシートの提出（生 ・図案の材料への転写∧ ��した図案、構成） �活の中で生かす発想）・学習 

・道異・材料の扱い方（性質、用途、 ��・発想や構想の説明 �課題に集中し、持鱒した粘り 

安全）・いろいろな彫り方 ��・道異・材料の扱いに関する質 問への応答・材料への彫刻 �強い取組（学習態度） 
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（2）各教科の題材の評価規準の具体化　数学科

数学1学年「評価規準」

教科名　学年 ��数学科1学年 
題材名 ��四則計算 

学習指導要領に ��「特別支援学校学習指導要領参参照【算数・数学】目標・内容表　高等部1段階」 
示された関連する ��○知識及び技能　A数と計算 
内容 ��整数、少数、分数及び概要数の意味と表し方や四則の関係について理解するとともに、整 

数、少数及び分数の計算についての意味や性質について理解し、それらを計算する技能を身 

に付けるようにする。 

○思考力・判断力・表現力　及び　学びに向かう力・人間性等　別紙参照 

知識・技能（学習内容でできるよ �試行・判断・表現（学習内容を深 �主体的に学習に取り組む態度（学校、 
うになったこと） �め、新たな事を考えること） �生活場面で活かそうとする意欲含） 

題材の指導計画 ��各種の四則計算のルー �各種の四則計算のルール �数的な活動の楽しさを実感 
目標 ��ルを身につける。 �を使って応用問題や普段の �し、数学的な知識等を生活や 
育成を目指す資質・能 力の3本柱で ���生活との関連を発展的に考 察する力を身につける。 �学習に活用する。 

題材の評価規準 ��各種の四則計算のルー �四則計算のルールを用い �授業内で積極的に発言した 
ルを理解し、正しく計算が �て、様々な問題に対して、自 �り、様々な問題に進んで取り組 

できる。 �ら考え、応用することができ る。 �んだりことができる。 

個別の指導計画 ��Ⅰ各種の四則計算のルールを身に付ける。 
目標 ��Ⅱ　各種の四則計算のルールを身に付ける。 
知識・技能目標 ��Ⅲ　各種の四則計算のルールを身に付け、文章など壷屋周塵を解く。 

個別 の指 導計 画手 立て �段階／観点 �知識・技能 �試行・判断・表現 �主体的に学習に取り組む態度 
Ⅰ �・教材選定の工夫 �・教師の適切な言葉掛け �・個別指導場面の設定 

Ⅱ �・教材選定の工夫 �・自分で確認できる工夫 �・一斉指導と小集団指導の工 夫 

Ⅲ �・教材選定の工夫 �・自分で考える場面の設定 �・主体的な活動を促す環境づく り 

個別 �Ⅰ �苦手だった三桁以上の �四則の混合式のルールを �計算演習では、解答を終える 
の指 ��四則計算も、繰り返し取り組 �用い、教師と一緒に確認しな �とすぐに報告し、教師と一緒に 

導計 ��むことで、筆算で正しく解く �がら、四則の混合計算を解く �答えを確認することができまし 

画の 評価 規準 ��ことができるようになりまし た。 �ことができるようになりました。 �た。 

Ⅱ �三桁以上の四則の各計 �四則計算の混合式のルールを �計算演習では、解答を終える 

具体 ��算ができました。また、四則 �用い、代入問題（口＝3、△＝4の �と、すぐに新しいプリントを準備 

化 ��の混合式のルールを理解 �とき、ロ＋△＋3など）の計算方法 �し、時間いっぱい集中して取り 

（細 分 化） ��し、正しく解くこともできまし た。 �を自ら考え、解くことができまし た。 �組むことができました。 

Ⅲ �三桁以上の四則の各計 �四則計算の混合式のルール �計算演習では、プリントの準 

算ができました。また、四則 �を用い、不明な数字を求める式 �備、演習、答え合わせまで、一 
の浪合式のルールを理解 �（□＋△＋ロ＋△＝8のとき、口と△ �人で進め、積極的に取り組むこ 

し、早く正確に解くこともで きました。 �の値など）を自ら考え、解くことが できました。 �とができました。 

①評価場面（題 ��・四則計算の暗算・筆算、混じった �・四則計罪の混じった計算の応用間 �・授業での計算への積極的な取り組 

材） ��基本問題 �題（長い）、☆代入問題、ココア不 �み、発言と他教科、生活への取り組 

②評価方法 ��・小テスト �明な数字の問題 �み発言 ・評価ポイント（四則計算の各種計 �・小テスト �・授業内での新たな気づき。 

③評価ポイント（内 ��算ができるか、混合計算ができ �・評価ポイント（四則計算の応用問題 �・学校、家庭生活への応用を自ら進ん 

容段階） ��るか） �（混合計算と不明計算）を自ら考え て計算ができるか。 �で考えることができたか。 

32



4　参考・引用文献等

・学習評価　　［田村　学］

・新三観点　保護者の信頼を得る通知表所見の書き方＆文例集く小学校高学年〉

［編著　田中　耕治】
・平成29年改訂　小学校教育課程実践講座　音楽　　［編著　宮下　俊也］

・特別支援教育における三観点の「学習評価」　通知表の文例集と記入例

［監修　宮崎　美恵】
・文例編　新しい学びに向けた新指導要録・通知表く中学校〉［編集代表　田中　耕治］

・「指導と評価の一体化」のための学習評価に関する参考資料　高等学校　家庭科

［国立教育政策研究所］
・特別支援学級・特別支援学校　新学習指導要領を踏まえた「学習評価」の工夫

［編著　武宮　博文・増田　謙太郎］
・大阪府観点別評価（資料）

・北海道教育庁　令和4年度　特別支援教育教育課程編成の手引き

・小樽高等支援学校「躍動」　研究集録　第12号、13号
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【キャリア教育グループ】

1　研究の成果

（1）本校におけるキャリア教育の理解

研究を進めるにあたり、「知的障害教育における『学びをつなぐ』キャリアデザイン」

一本人の「思い」や「願い」を踏まえた「深い学び」の実現に向けて－（2021）をグルー

プ内で閲覧した。OKSライフキャリアプランの位置付けや内容、キャリアカウンセリン

グの目的など、「本校のキャリア教育がどのように行われているか」について、共通理解

を深めることができた。

（2）OKSライフキャリアプラン、キャリアカウンセリングの現状と課題の検討

グループ内で「OKSライフキャリアプランの理解と活用」と「キャリアカウンセリン

グの充実」について、現状と課題を共有した。「様式の保管場所がバラバラでわかりにく

い」、「特に新転任者の場合、様式の構造やつながりを理解して運用することが難しい」、

「自己チェックシートの項目が多く、生徒が今どの課題に着目すべきかがわかりにくい」、

「キャリアカウンセリングを効果的に行うためには日常的なアプローチが重要である」、

「生徒実態や学校生活状況と進路希望との帝離が起きているケースが多く、キャリアカ

ウンセリングではもう少し進路希望とのつながりを意識した方が良い」など、様々な立場

からの意見が出された。OKSライフキャリアプランに関する研修の機会や様式の見直し、

キャリアカウンセリングの効果的な実施方法の検討の必要性など、課題を見出すことが

できた。

本校では、OKSライフキャリアプランの支援目標はキャリアカウンセリングを踏まえ

て設定しているため、今年度の研究においては、まず「キャリアカウンセリングの充実」

に向けた二つの取組を進めることとした。一つ目は、学校生活の柱となる効果的な実施方

法を検討し、新転任者にもわかりやすいキャリアカウンセリングの実践例を作成する取

組。二つ目は、キャリアカウンセリングで使用する教材のわかりにくさや活用の難しさを

解消するため、キャリアカウンセリングのねらいに即した活用しやすい教材の様式を見

直す取組である。

（3）「キャリアカウンセリングに関するアンケート」の実施

上記の「キャリアカウンセリングの充実」に向けた取組を進めるにあたり、本校の現状

を多角的に把握するため、キャリアカウンセリングに関わる全職員を対象としたアンケ

ートを実施した。17件の回答があり、「キャリアカウンセリングの理解に関すること」や

「教材の活用に関すること」、「面談実施時のポイント」などについて、多くの意見を集め

ることができた（資料1）。

アンケート結果を踏まえ、グループ内で話し合い、今後の方向性として以下の点を確認

した。



・効果的にキャリアカウンセリングを行うために各担当者が様々な工夫を凝らしてお

り、それらを実践例に反映して周知・共有することで、学校全体としてのキャリアカ

ウンセリングの充実を図ることができると考えられる。

・項目の唆昧さや使用する書式の多さ、活動の煩雑さなどから教材を活用しきれていな

い状況がある。挙げられた課題点の改善を図ることで、生徒が主体的に活用できる教

材となり、キャリアカウンセリングの充実につながると考えられる。

・キャリアパスポートとして活用することも見据えて、キャリアカウンセリングの教材

を見直すことができると良い。

（4）キャリアカウンセリングの教材の見直しと改訂

グループ内の話し合いやアンケートで集まった意見をもとに、教材の様式の見直しを

行い、「キャリアカウンセリングシート」と「自己チェックシート」の改訂試案を作成し

た。「キャリアカウンセリングシート」には本人の希望等の記載欄を設けた。「自己チェッ

クシート」は評価基準を4段階とし、結果をレーダーチャートで表示する形に変更した。

次年度のキャリアカウンセリングにて試行的に活用しながら、次年度の研究において改

訂を進める。

2　今後の課題

（1）OKSライフキャリアプランの理解と活用に関して

課題点に対する取組に至らなかった。次年度は教務部と連携しながら、校内研修の実施

や様式の見直しに取り組みたい。

（2）キャリアカウンセリングの充実に関して

アンケートによって貴重な意見を得られたが、実践例の作成には至らなかった。教材の

試行と合わせて、次年度、継続して取り組みたい。

（3）キャリアパスポートの取り組み方に関して

新しい様式を作成するのではなく、現在の教育活動で使用している教材を活用する方

向で検討を進めている。キャリアカウンセリングの教材の改訂を踏まえ、進路学習やホー

ムルームを活用してキャリアパスポートを作成できる様式を検討する。

（4）グループ研究の推進に関して

一年間をとおして、年度初剃こ予定していた内容を計画的に進めることができなかっ

た。次年度は小グループに分け、計画的かつ効率良く研究を進められるようにしたい。ま

た、教育課程検討委員会における検討内容と重なる内容を取り扱っているため、次年度は

今年度以上に連携を意識して研究を進める。
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3　作成物

・自己チェックシート様式（改訂試案）：別紙1

・キャリアカウンセリングシート様式（改訂試案）：別紙2

4　資料

・「キャリアカウンセ‾リングに関するアンケート」結果：資料1

・「令和4年度校内研究交流発表会」発表スライド：資料2

5　参考・引用文献等

・菊池一文監修　全国特別支援学校知的障害教育校長会編著「知的障害教育における『学

びをつなぐ』キャリアデザイン」一本人の「思い」や「願い」を踏まえた「深い学び」

の実現に向けて－（2021）ジアース教育新社

・特別支援教育の実践研究全編　「特別支援教育の実践情報」No．198（2020）明治図書

・北海道小樽高等支援学校（2012）研究収録「躍動」第三号

・北海道小樽高等支援学校（2014）研究収録「躍動」第五号

・北海道小樽高等支援学校（2020）研究収録「躍動」第十二号



「キャリアカウンセリングに関する

アンケート」

集計結果

回答数：17件
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（4）補足
進路学習で設定された時間以外でキャリアカウンセリングを行うこと
はありますか。「はい」と答えた方は、rその他」に実施している場面
（捜養毛・時間帯）を記入してください。

～「その他」記述内容～ 

・欄や帰りの時間1 

・作業学習（抽出）3 

・LHR　4 

・昼休み　2 

・放■後　5 



（7）

キャリアカウンセリングにrキャリアカウンセリングシート」を活用して
いますか。

軋、：　　　　酬

いいメ

てらうてC′おい

（8）補足資料
「キャリアカウンセリングシート」の雷式は、生徒との面裏卸こ活用しや

すいですか。改善が必要な点があれば、「その他」に記入してくださ
い。

～rその他J記述内容～ 

・r生徒の考え」■に記載する例文集があると、諸土が少ない生徒や、文 

耳表現の苦手な生徒の助けになると思います。同時に「目標」の例文集も 

あると教且の助けになると患います。 

・そのまま活用できる生徒と、項目や記入の仕方を工夫しなければならな 

い生徒がいる。 

・生徒の考えの伸を活用していません。 

・学級独自で目標記入のプリントの下に成果と誹臥アドバイスを暮ける 

ものを準備して、使用している 

（8）
「キャリアカウンセリングシート」の書式は、生徒との面談に活用しや

すいですか。改善が必要な点があれば、「その他」に記入してくださ
い。

：1ノ

いい八

、二、．1・■ニー’．、1

√て最く班メ′環’、悪触けら一

√l tlJ＿11で．■こTLこ√

T・h■＼1、・’1■「、ulLこい

マ峨決11て1…楓二・人弟プリン

ll′】、一lLしこ′■－．、し■1

1日い＿■1‾・1、Tて1－に仁、ヽ

て　こ1．ノ，＼Jl′t■＿‘＝1．1

11つⅤヽ1

t15与≠）

lI5911

1■コ／r●－

I、1～ヽl

l．ユ「－い

（8）補足資料
rキャリアカウンセリングシートJの書式は、生徒との面談に活用しや

すいですか。改善が必要な点があれば、「その他」に記入してくださ
い。

～「その他Jl己述内争－ 

・生徒に話したことをメモ書きにして漉して転記するようにしているが、生 

徒の作兼としては、煩雑ではないか、書きにくいのではないかといつも思 

う。 

・項目と実際の学校生活場面の関連事例をあげイメージできるとよい。 

・生徒の記入する欄がもうすこし大きくてもいいのではないかと思う 



（10）補足資料
「自己チェックシート」の書式は、生徒との課題や評価の共有

に活用しやすいですか。改善が必要な点があれば、rその他」
に記入してください。

～rその他J書己述内容－ 

・礪目が多いので、内欝を精選していただけるとより1い。 

・ペンの色分けを明記したり、記入欄をふやすなどして、3年間通じて使え 

るようにすると、生徒の成長や意欲の射化が総合的に絆すできるのでは 

ないか 

・実際の場面と開運付けて確旺できるとよい。 
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（12）補足資料
r本人の希望シートjの暮式は生徒の考えの把握や面談に活用

しやすいですか。改善が必要な点があれば、「その他」に記入
してください。

一「その他Jl己述内容－ 

・4月のキャリアカウンセリングでは活用するが、それ以鰍まあまり任わな 

いく本人の希望を直接確巴する） 

・1年生が、記入するのはハ一戸ルが高い。 

・入学当初からの賓轡とその事因を把橿していくとよい。 

・1年は現行でよいと思うが、学年が進み、進路、生活の場が1体的にな 

ることに伴い、そのために必事な力を妃入したり、目標に開遵付けられる 

ような楕式が望ましい。 



（13）

キャリアカウンセリングの実施に関して、要望や由っていることがあ
ればお書きください。（実施方法、設定回数、使用教材についてなど、
御意見ください）

・時間が足りなくなることが多い。 

・本人が自分の実態を認めず、妥協点に苦労したことがあった。 

・キャリアのあとに、セ別計の目横設定をするが、手直しが入る。すると生徒 

と宿した文言が変わってしまったり、日揮自体が下手するとかわってしまう。 

キャリアから離れなければ良いが、いずさを感じる。 

・キャリアカウンセリングではないですが、チェックリストのチェック用に別 

用紙などあると良い。 

■3年間の使い回しだとマークを変えても、各スペースに限界があり、見え 

づらくなってしまいます。 

（13）

キャリアカウンセリングの実施に関して、要望や困っていることがあ
ればお書きください。（実施方法、設定回数、使用数柳＝ついてなど、
御意見ください）

・キャリアカウンセリングで生徒と白檀を紋定し、個別の指導計画に反映し 

て作成するが、添削があったl軌こ曇現方法が生徒の紀入したものと違って 

くることがあるため、生徒面排で改めて個別目積の説明をしています。キヤ 

リアカウンセリングで「私の目標」として、生徒が記入して掲示した目標と、 

通知表の目標が表現は暮っ七もリンクしていることを生徒に丁事に挽甲す 
べきなのか、通知表に関する表記、畳現はあくまでも保護者への説明と捉 

えて、生徒面談は生徒の相談を蘭く時間とすべきなのか、悩むことがありま 

した。（キャリアカウンセリングと生徒面談を分けて考えている生徒もおり、面 

故中に目機の話をすることで、生徒側が気軽な相談がしずらくなってしまっ 

たため） 

（14）キャリアカウンセリングを実施する際にポイントとしていること、
心鮒ナていることがあれば、お書きください。

・作業学菅では、個別計とリンクさせ、日誌を書く芦別こ必ず確故してからそ

の日の小さな白檀を決め、反省のときもスモールステップで考えられるよ

うにしている。日々の反省内容がキャリアカウンセリングの内容つながる

ことで、カウンセリングのための準備の軽減に繋がったり、カウンセリング

時間の短掛こ繋がっていると思う。また、設定されたカウンセリングの時

間こ実施できず、作業時間に抽出しても、日常の作業反省と内容がさほ

どまわらないので、生徒の負担感も少ないのではないかと考えている。

・生徒自身が自分の躊樋に気づいて、どうなりたいかを考えられるように

心掛けています。

・本人が自覚できる成長場面でほめ、理解できる形で蹟題と方策を示すこ

と。
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（13）

キャリアカウンセリングの実施に関して、要望や困っていることがあ

ればお書きください。（実施方法、設定回数、使用教材についてなど、
御意見ください）

・進路の時間以内に終わらないことが多いため、違う時間を設定して行う 

ことがあった。 

・キャリアカウンセリングを設定時㈲内に絶えるためには、自己チェックシー 

トやカウンセリングシートの内容を事前に記入していないと厳しいと串じます 

（設定時間の4分の1が、シートの把人に時間をとられてしまい、金持の時間 

が薫るため） 

（14）キャリアカウンセリングを実施する際にポイントとしていること、

心掛けていることがあれば、お書きください。

・生徒の「生きづらさ」に★目し、必要なサポートを想像するよう心掛けて

います。

・時間が限られているので、ある程度の準備をして、効率的に進められる

ようにしている。

・生徒の声を聞く。自己理解を深められるように進める。

・卒業後はどうなりたいのかを聞いて、それに向けて、今この力が必事だ

という流れで話すと生徒も納得しやすいと患っている。

・生徒の実態と今ある現状を比較した上で日鋼設定をすること

（14）キャリアカウンセリングを実施する際にポイントとしていること、
心掛けていることがあれば、お書きください。

・生徒本人の希望や意見を大切にすること

・自分の課題について、どのようなところを改善し．成長していきたいのか

自分で考えて目標を設定すること

・前期のキャリアカウンセリングは、生徒自身が苦手として記入したことに

対してアドバイスし、教師側が、その生徒が本当に課且としていると感じ

る内容については、保護者と指をしてから、後期にカウンセリングするよう

にしています。（教師との関係性の構築のため）



今年度の取組

●　OKSライフキャリアプランの理解と活用

⇒現状の確認、課題点・改善点の検討

●　キャリアカウンセリングの充実

⇒実施状況の確認、課題点・改善点の検討

アンケートの実施、教材の改訂、実践例

●　キャリアパスポートの取り組み方の検討

⇒本校様式の方向性の検討

キャリアカウンセリング教材の改訂

今年度の取組と成果（1課聖空軍点の聖 

グループ内で現状と課題について意見交流l 

～キャリアカウンセリングの充実～ 

・自己チェックシートは「今、どの課題に着目すべ 

きか」わかりにくい。教材を活用しきれない。 

・■ジョブマッチには進路実現に向けた自己理解と行 

動の積み重ねが必要。進路希望やカウンセリング 
内容と日々の姿が帝離している生徒が多い。 

・生徒自身が現在と将来の姿をつなげて考えるため 

の日常的な関わりが必要。 
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キャリア教育グループのメンバー

植田、牟確、大久保、福薄、奈良、

｝し完迄〆忘蒜≦
担任

内藤、成松、山本、鈴木有、小谷

｝し一一一Y一一J
進路担当　　　コーディネーター

今年度の取組と成果（1）課苧点・改善点の検討 

lゲル「プ中で翠鱒．阜課題I享．ついて声卑牢率 

～OKSライフキャリアプランの理解と活用～ 

・各様式の理解や運用には勤務年数と経験が必要。 

・様式の保管場所がバラバラでわかりにくい。 

・各生徒の重点目標や自立活動の目標を意識した 

指導が学校生活全体で行われる体制が望ましい。 

今年度の取組と成果（1】課題点・改善点の検討

－キャリアパスポートの取り組み方の検討一

・既に本校で使用している教材には、キャリアパス

ポートの役割をもっているものが多いのではない
か。

・新たな様式を作成するのではなく、現在の教材を

整理し、キャリアパスポートとしてまとめられる
と良い。

・様式を整理した上で、どの時間に取り組むかを明

確にできると良い。



今年度の取組と成果（1】諜糧点・改善点の検討 直垂、着目した謀議 

（》取組の意図やつながりの理解 

②わかりやすく活用しやすい様式や教材 

◇ �まずは、「キャリアカウンセリングの充実」に 向けた取組を進めることとした。 

①新転任者にもわかりやすい実践例の作成」 

②キャリアカウンセリングのねらいに即した 
活用しやすい教材の見直し 

アンケート結果（一部抜粋）

（14）キャリアカウンセリングを実施する際にポイント
としていること、心掛けていることがあれば、お書きくだ
さい。

生徒本人の希望や意見を大切にすること 

自分の誅掛こついて、どのようなところを改善し、成長して 
いきたいのか自分で考えて目棟を設定すること 

前期のキャリアカウンセリングは、生徒自身が苦手として妃 

入したことに対してアドバイスし、教師偶が、その生徒が本 

当に課増としていると感じる内容については、保護者と指を 

してから、後I剛こカウンセリングするようにしています。 

（教師との関係性の構築のため） 
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アンケート結果（一部抜粋）

（8）補足資料 
「キャリアカウンセリンクシート」の書式は、生徒との面 

談に活用しやすいですか。改善が必要な点があれば、「そ 
の他」に記入してください。 

～「その他」記述内容－ 

生徒に話したことをメモ雷きにして漉して転記するように 
しているが、生徒の作集としては、煩雑ではないか、書きに 
くいのではないかといつも思う。 

項目と実際の学校生活場面の関連事例をあげイメージできる 
とよい。 

生徒の妃入する欄がもうすこし大きくてもいいのではないか 
と思う 
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今年度の取組と成果（3）　教材の改訂

Iiヤリアカウンセリングシート1

＊　r本人の希望」や「進路希望」の記入欄を追加
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1十十十■ � 

今年度の取組と成果（3）　教材の改訂 

1自己チェックシート 

ヰヤリラヵゥシセ・■ノと空と二王」 

年度末までにグループとしての改訂案を完成 � 

◇ 
次年度、試行的に活用し、研究で再改訂 

※iP。dを活用したキャリアカウンセリング 

⇒iPodで【xCelの編集が必要となる 
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次年度への課題
●　OKiティラキャリアプランの理解と活用

⇒課題点に対する取組に至らず。

校内研修の実施、様式の見直しに取り組む。

●　キャリアカウンセリングの充実

⇒実践例の作成に至らず。

教材の見直しと合わせて次年度も取り組む。

●　キャリアパスポートの取り組み方の検討

⇒キャリアカウンセリング教材の改訂を

踏まえて様式等の検討を進める。
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◆◇◆キャリアカウンセリングシート◆◇◆

キャリアカウンセリングシートー1

★本人の希望★：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一丈r本人の転勤把握シャトより珊－ 

仕事 � 

暮らし � 

★進曙帯撃★‾1　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　立場措帯碧調査」より記載 

就労形態 �一般就労　移行　　継続A■　継続B　　進学　　その他 

希望職種 � 

生活の場 �自宅　　　　　　自宅以外（　　　　　　　　　　） 

★希望を実現するために頻要な力・■考に付けたいカ★ �＊r自己チェックシートjを需雪にして記覇 

★現場雫習す �・＊r現漉棄蜃学割鮎■頂等日払Jr窯哲評価表」，等よ‾り記載 

年　　期 �実習先 � 

成果 � 

課題 � 

今後に向けて � 

年　　期 �実習先 � 

成果 � 

課題 � 

今後に向けて � 
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キャリアカウンセリングシートー2

∴・・、　　　　守攣棟輩涛車軸軒＝ 

【前期】カウンセリング‥　　月　　日l担当者名： 

昔酌醜め目標‾・ヨ■．・二・■・ 

美章纏め牽車｝■■・‘ 

二一・晦動痔のオ頼子スト＿■ 

・碩嘩達成紐画すてト 

【中間】カウンセリング＝　　月　　日　匝当書名‥ 

｛錬り濾射∴＊亘鍵噂承継塵離重たか季重症率瓢■．‥ 

r・藩虫垂畠中ア軒軒哀ト、 
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キャリアカウンセリングシートー2

【後期の■目線〕r■※中聞方わせリシクの曙に言玖し表す∴ 

【目標達成に向けて】 

【年度末】カウンセリング：　　月　　　日l担当者名‥ 

【振り返り】‾※目標かどれくらい達成ゼきたかを記入します 

【兎生からのアナ汀†イス】 

【次年度の諌題】野次年率の要点誅翠＿く目標）にリンクします・・ 

【メモ】
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キャリアカウンセリングシートー3

・千コキュニケ三・お寺■■■＿夕の目顔■、■■′ 

【前期】カウンセリング‥　　月　　白l担当者名‥ 

・・■【鱒車中自郎・・・ 

－■．・【盤纏め撃衰十 

■【先生鱒ら申アドバイス】 

胞標達成に向ねで】－＿ 

【中間】カウンセリング二　　日　　目　匝当書名‥ 

摘り返り‘】・淡白＿標がどれ毎海月症き定か草野入し車す・1’ 

【尭生からのア＿ドパイÅ】一二 
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キャリアカウンセリングシートー3

・【後期の旨療】．■※中間カウン‾セ血タの噂に言玖します 

【目標達成に向けて】 

【年度末】カウンセリング‥　　　月　　日　匝当書名‥ 

【振り返り■ト衰日痕がどれ＿くらい達成できたかを記入します 

【先生からやタドバイス】‾ 

‘・－【次年度の課琴】．洋次年琴の岳標にリングし料 

【メモ】
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キャリアカウンセリンクシートー4

∵＋∵■世事の白襟十■・ 
【前期】カウンセリング：　月　　日　t担当者名‥ 

■’‾【癒期■㊥目標－】■． 

① 

（∂ 

一・、【生徒め考え】∴ 

【先生からのアドバイス】－ 

・【目標澤成に向けて】‾ 

① 

② 

【中間】カウンセリング‥　　月　　日　匝当書名‥ 

一二・摘郭紳】一・親日がギ巫早場如き画を記します■ 
① 

② 

・て先生からめ才ドパイズ仁 

50



キャリアカウンセリングシートー4

‡億期の目標‾・■ユ‾一・1麺由如シセリングの際に由入東女∴ 
の 

② 

‘綿棒達鱒に向け �や＿■ 

① 

② 

【年度末】カウンセリング‥　　　月　　　日　■匝当書名： 
・．【振り返り－】鱒自標がどれくらい達成でき牢かを記入します 

① 

② 

【先生から‘めアドノ吋ス】・ 

‾【次毎痩め課琴卜野次産め日時笹ンク．し声音一言 

① 

② 
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キャリアカウンセリングシートー5

丁家庭生海の目標」 �パ壊奉字尭画こおけ春寒郵｝1－ 
【前期】カウンセリンク：　　　月 �日l担当者名‥ 

‡串和め目標・■こい � 

∴【雀徒め串垂醸奮え、】■1． � 

■1先生卿．ら申アヂノ†．イス】 � 

r．指標達成た向けて】－1■■・ � 

【中間】カウンセリング‥　　月　　日l担当者名‥ 
‾拍細轡吊■＿遠海標か如く遍も醸成．でき恵か琴鱒入しま亘 

二【発生からめアドバイスト � 
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キャリアカウンセリングシートー5

一昔鍵聯め鼻隠、】．＿鱒中間甲ツ．即㌢∠重野醸入．東女・・‾・■二 � 

．凝醸連射こ向けそ】r■ � 

【年度末〕カウンセ1」ンク‥　　　月　　日　匝当音名‥ 

■■【振り返だりさ纏融噂れ．くら噂椀できたかを記入‾します 

一掬撞からのア■ドバイネ】 

髄革質申渡覿廃画面毎療函シカも痔■・ 

【メモ】
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【道徳　グループ】

1研究の成果

（1）教材発掘グループ
・特別支援学校における、道徳の今後の在り方や本校における道徳の授業づくりについて理解を深め

ることができた。
・次年度に向けて、新2、3学年で活用できそうな教材を整理することができた。

・グループのメンバーが1つの題材を担当し、本校の現状に合ったものを選択し、グループ内で検討す

ることができた。
・これまで全学校生活に渡って内在する状態が目に見える形になった。

1発掘作業により、多くの題材に触れることができた。

「集団生活の決まり（4月）茶谷n　　　「 

母材 �内容項目 ��劃教材 

ト「用桝支脈校の生活のきまり」く1粥＞ �自主・自立 白由・鼻柱 礼■ 遵法精神 ��～指導節から一 事喩1．の量1 

・r小■萬事王は攣枚～高校生の生活を知ろう－J 

・r自己凛鴨、他義之解を潔めようJく2学年） �公徳心 

ぎ　自己糧解と他事覆＃ � 

亀tt用事■発雷■噌 

」珊　　　　　　　一・てご‡柔：曇． �� 

「防災への意離（8月）山未TJ 

茂樹 �内容積月 �Il教材 

・r七ヶ浜でみつけた」く1学年＞ �友情、佃闊 社会●加、 �　勤津 r一日防災攣牧」 

イみんなで守る命」～高台に－く2学年＞ … �生命半量 熊田生活の 向上 �官職市教委資料 「震災で本当にl 

・「いつまでも繋がらない母の檎帯電l舌」＜3学年＞ �生命の尊王 家族愛など �あった泣ける托」 

「望ましい生活習慣（4月）長田」

・rEl鷺斉し噌計Jくl攣年＞

一日分でできることは自分でするために大切なことは何？一

・rま行おくれJく1手中＞

一節鷹ある生活を送るために大切なことは何？一

・r礼■正しいふるまいJ＜Z学年＞

一礼儀正しいふるまいについて考えよう～

・rなれなかったリレーの遭手J＜2攣年＞
一雄憎しないために8境から大切にしなければならないこと～

・r自然嘱望での出朱書J＜3亨年＞
～よりよい生活苦送るために大切なことは何だろう一

・r■中になるのは慕いこと？」＜3学年＞

「子房議さ・柏の実現（9月）上机　i 
粗銅　　　　　　　i内容項目 �副教材 

ほ慧慧竺＜1学年＞曾 障義‰庵 �・出展なし ・SBクリエイティブ ・日本文教出版 「あすを生きる3」 ・NHKティチャーズ・ラ イブラリー ・文書文庫 rリーダーたちの吉葉J ・NHK出版斬● 

毒‥既設霊認諾謎の他日邪 

（2）年間指導計画グループ

①知的障害教育における「特別の教科　道徳」の在り方や、本校における「特別の教科　道徳」の取組

について理解を深めることができた。（両グループ共通）

1、rこれまでの研究の経緯についてJ

l　　　　　　　‾－‾‾‾　‾‾　‾‾‾　　　　　　‾　　　－‾　‾－‾‾　‾　‾　　‾　‾　　　　‾‾

・令和2年度に【全体計画」はできたが、相中の充実にはr年椚指導艶瀬上

が必要だった。
・糟等事軌二手がある。

⇒その方が、指導要綿の評価へつながり、記入特別n削ぎ斗遭徴用汀珊良さ11る封
迂三三・、ら・帽別心拍苺訃勘の帝京半双訂し　■梢裾油胴退勤が打詮　七弟￥があごち

⇒個別の指導計画の様式を検討してみたら‥・
⇒ra標⊥やr主な草青活動」を記入するにはJ年聞指導掛康」が必筆である。

：≡〒喜子‾≡‾‡苧三三‡‾＿■：〒l
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①r特別の教科遭動の押さえについて

これまでは．r道徳と自立は、主として作義肇晋で指導するJとなっている机
自立溝助はともかく、遭憶を合わせて指事している滋は襲い

専門鮒（エ真、寮軋触、流通・サービス）喜

濡華甲卜中華可
「特冥」の郭科　演軌をどのように講習するかほ、缶壕に任されている，

笥富澤・知的の特認臥教育活社全体を遷じて行う竜スを引き綽ぐ
＼－．＿＿・．．．＿＿一l

悠芸離こ讐課、デマ転諸琵誓鰯】よい　　　　　　　　に行ってもよい。

・殉音の一読又は会

田を合わせて網を
行うことも句駄



智 ①r特別の■料　∃劃」の■さえについて

トr年間指削個作成」＆「耶別の指等乙憎を改訂」するこの機会に、
！潜取の押さえも改めて賂三甲する必蓑がある．

－
・粥に1コマ這こすL r「Ti音読盲妄姦議定の無印「忘妄石二義靂蒜蒜完

…諾恋芸晶こ蒜姦」．；て芸；蒜蒜

「義盛妄云衰毎夏哀訴蒜‾‾
・R4年塩入写生から、√還矧言責として作電？胃とd沌定に舶閥で指導
する、∴へ変更．
⇒その方か、何を遊強として講等するかはっきりして、局別の茶噂話I盛

の第m、ニ挿導荘技の詳人かしやすいぐ

⑯

智 ②‘特定の期間で細事する内寧けについて

・担任の先生が無理なく指噂できる打法とは？
・年度初めのLHRを野票できないか？

－
・学校行夢との関係から、桟定の朋軋弼する包章をヒックア

ブする♪

i軒菖ぎ肇珊再雷‾‘如明　≡ 

■6年●1戴けれごと）及び．それ告欠けた亭収鵬 

■○その捻 

購舗 
鵬想軋銅冊㈱ 
昭弘…胴■－ 
j　より皐くt　む叫び】 

・文献研修により、理解を深めた。

・研究集録第13号を基に、本校でのこれまでの取り組み（令和3年度年間指導計画作成）の経緯や今後の

課題について、共通理解を深めた。

②令和3年度に作成した年間指導計画について、学年進行に合わせた指導内容を検討して、3学年分の年

間指導計画を見直し改訂版を作成した。
・他校の年間指導計画を参考に、令和3年度に作成した年間指導計画の「◆題材名及び指導内容」を見

直し、追加や変更を行った。
・グループのメンバーで題材の見直しを月ごとに分担し、全員で内容、表現、学年傾斜（発展性）を検討し

た。
・分掌等の行事にすべきか、道徳にすべきか、LHRにすべきか検討に連携が必要なことがあった。
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2、r道鏡グループの研究の日標についてJ

寸今年度虻1ナl字書の再審紬も打点由れ式年よに亨寧1行で内辛の克Iほ摺っていく．

◆そのために、枚内耳托托濃鏡　枚数曹　糧糧舶象8台のメンバー＋a攣ヰ轟蛙雷などとした捜巾礪寛

グループの工夫についではかする．

－
①1学年の題材名はこれでよいか、内容に不
足はないか検討する。（年間指導計画担当）
②2、3学年もほぼ同じ内容と文言になってい
るので、学年傾斜をつけた内容にしたい。※
2学年は必須とする。3学年はできれば作成す
る。（年間指導計画担当）
③必要な題材には、題材にあった教材を作成
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2　今後の課題

（1）教材発掘グループ

・年間指導計画との整合性を整え、内容を学年ごとに整理する。実際に道徳の授業で、各学級で活用でき

るように略案やワークシートなどをアップデートしていく。

■次年度に向けて、副教材やVTR教材など指導する上で必要なものをそろえる必要がある。

・今回の研究グループで取り扱えなかった題材については、今後も引き続き校内研究で進めていく。

・使えそうな材料を探しているが、映像が多くなりがちである。

・インターネット検索だけではなく、教師用の副読本的な書籍があると良かった。

（2）年間指導計画グループ

①改訂した「特別の教科　道徳」の年間指導計画は、他の教科の「年間指導計画」と様式が異なっている。
・3学年の流れが分かり検討しやすいため今年度作成したものは残しつつ、次年度は他の教科と同様に

「学年ごとの年間指導計画」を作成する。そこに発掘した教材をはめこんでいく。

②「基底となる指導計画」の更新
・「基底となる指導計画」の更新ができていない（旧様式で作成したままとなっている）ため、作成、更新が

必要。

3　作成資料など

・教材開発グループ：「勤労の尊さ、希望の実現」教材案【別紙1】
・教材開発グループ：「防災」学習指導略案①、ワークシート、動画のあらすじ【別紙2】

・教材開発グループ：「防災」学習指導略案②、ワークシート、読み物【別紙3】
・年間指導計画グループ：「年間指導計画（案）」【別紙4】
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別紙1　　道徳　「勤労の尊さ、希望の実現」教材案

1学年

○『好きな仕事か安定か悩んでいる』　出典：なし

教材：「好きな仕事か安定か悩んでいる」という就活生からの新聞投稿に対する4人の返答から自分

に問う。①牧師：やりたいことをやるべき

（参大手企業会社員：現実的な生き方を選択して自分の基盤を作る

（参転職経験の飲食店経営者：焦らず探し間違ったらやり直せばいい

④アルバイト：同じぐ悩んでる

○『ディズニー　そうじの神様が教えてくれたこと』　出典：同書　SBクリエイティブ

教材：あこがれて入社した会社だったが、清掃の部門に配属になり落ち込んでいたところ、掃除の神

様と呼ばれる人からの教えでやりがいを感じ、その道を究めるまでに至る過程から職業観を

考える。

2学年

○『あるレジ打ちの女性』　出典：「あすを生きる3」日本文教出版

教材：何をやっても長続きしない女性がレジ打ちの仕事を始め、徐々に仕事の喜びに気づく話から、個人の

好みや経済性を優先させるばかりではなく、働くことによって生きがいを感じたり、人の役に立つこ

とができたりすることに気づく。

3学年

○『プロフェッショナル　仕事の流儀　心を込めて、当たり前の日常を　ビル清掃　新津春子』

出典：「映像」NHKティーチヤーズ・ライブラリー／著書「清掃はやさしさ」ポプラ社

書籍「プロフェッショナル　仕事の流儀　壁を打ち破る34の生き方」

教材：中国残留日本人孤児家族が生きるた捌こ仕方なく始めた「清掃」の仕事から、やりがいを感じ

てその道を究めるまでに至る過程から職業観を考える。

その他の教材案

○『プロフェッショナル　仕事の流儀』　出典：NHX出版新書

「プロフェッショナル　仕事の流儀　壁を打ち破る34の生き方」

教材①‥「磨きの神様」研磨職人・小村一夫さんの、弟子の芝山さんへの指導を通して、仕事への申き合いか

たや、働く姿勢について考える。「ゆっくりでいい、でもあきらめるな」

教材②‥クレーン技師・上梓茂さんの仕事への向き合いかたを通して、働く姿勢について考える。

「速くて一人前、優しくて一流」

教材③‥ビル清掃・新津春子さんの仕事への向き合いかたを通して、働く姿勢について考える。

「やさしさで、清掃する」

○『プロジェクトⅩ』　出典：文春文庫「プロジェクトⅩリーダーたちの言葉」

教材：史上最高の営業マン、ソニーヨーロッパ支配人・小松万豊さんの、仕事への向き合いかたを通して、

働く姿勢について考える。「北極でもうまい氷なら売れる。それをやるのが営業マンだ」
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別紙2

第1学年　特別の教科　道徳　学習指導時案 

対　象 �科　　　名　　日時 �令和年月日（） 　　校時　～ 

担　当 �○ 

単元名 �防災への意識　「七ヶ浜でみつけた」　　　場所 �各教室 

時　間 �学習活動 �指導上の留意点 �資料等 

9：00 導入 �■挨拶 � � 

▲出席確認 

■．本時の学習内容 

（5分） �・防災の定義、道徳の内容、動画の視聴 
■ワークシートへの記入 

・発表 

9：05 展開 �1防災（定義）について確認する。 �1993年北海道南西沖地震 �アニメ 

・近年の地震災害について想起する。 �1995年1月阪神淡路大震災 �動画19分 

・「台風や地震、事故などの災害による被害を �2011年3月粟日本大震災 �宮城県七 

（40分） �防ぐ取組のこと」 �2018年北海道胆振東部地震 今回の学習で、考えて �ケ浜町製 

・災害対策基本法では「災害の予防から被災後 ��作 ワークシ 

の復旧、復興活動も含めて防災」と定義されて 

いる。 

2　道徳の内容について知る。 
・防災は「自然への畏敬の念」「生命の尊重」 �ほしい道徳の内容を分 

「社会参画」「友情」「信頼」「向上心」「希 �かりやすく伝える。 各場面の内容に含まれ 

望と勇気」「家族愛」など 

3　資料　動画「七ヶ浜でみつけた」を視聴する。 
・2011年3月11日14時46分に発生した東日本大 

震災。当時の証言をもとに作成された。 

4　ワークシートに取り組み考えをまとめる。 

・5場面に分け、それぞれ道徳的観点に基づい ��ート 

た設問を設定し、内容を振り返りながら思考 

を深める。 

（9海人は、なぜ弥生を強引に避難させたのか。 

②海人に町を案内された弥生の気持ちは。 

③大津波警報が発令された時の二人の気持ちは。 

④避難生活中も家族が頑張れたのはなぜか。 �る道徳的観点に関する 

⑤10年ぶりに七ヶ浜を訪れた弥生の気持ちは。 �設問を5つ設定する。 ①友情、信頼 

○全体を通して、防災のために自分ができること 

は何か。 

5　ワークシートの記載内容を発表し合う。 �②友情、社会参画 
・防災のために自分がて切ること」などを発表 �③生命の尊重、勇気 

し合う。 �④家族愛、強い意志 ⑤向上心、個性の伸長 

9：45 �■挨拶 �・可能な限り、全員の � 

まとめ （5分） �1指導者の話を聞く。 �意見を発表させ共有 する。 
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参考資料　　　　アニメ動画　「七ヶ浜でみつけた」あらすじ　　　ゥークシート裏面印刷

場面 �時間 �あらすじ 

転校生来る �3分36秒 �地元の小学校6年生の仲間4人が海釣りをしているところに、 東京からの転校生弥生（やよい）が通りかる。その後、町中に津 

波注意報が出され、海人（かいと）は避難しようとしない弥生の 

手を引いて高台に避難する。「津波を軽く見るな」と叱責される 

弥生だが、互いの言い分を反省し弥生と海人l対中直りする。 

転校生を街案内 �2分40秒 �町に詳レい海人は、弥生を町中案内する。外国人に英語で観光 案内したり、ラーメンのおいしい店で敏行さんを紹介したり、海 

人の父親が働く海苔の要職を見せたりしているうらに、季節は冬 

を迎えていた。 

卒業式 �5分40秒 �中学校の卒業式を終え、海岸に集まった弥生を含む5人の仲間 たち。高校卒業後の自分たらの進路について語り合う。弥生は「こ 

地震と津波 ��の町でやりたいことを見つけたい」という。すると突然、大きな 

地霊が起こり「大津波警報」が発令される。避難の途中で転んで 

けがをした弥生を背負って、海人は高台へと急いで避難する。 

津波のシーン。 

避難生活 �4分20秒 �焚火をしながら、差し入れのおにぎりを食べる避難した人たちと 家族みんなの無事を確認したり、建物の屋上から悲惨な景色を見 

つめる。1週間、各自が復興に向けてできることに取り組むが、 

もとの場所には住めない。弥生の家族は、罪悪感を感じながらも 

仮設住宅を離れ、東京の親せき宅へと引っ越すこととなる。 

10年後の �2分44秒 �10年後、弥生は大学で研究活動に取り組んでいる。ある日、 弥生は七ヶ浜を久しぶりに訪れ、復興活動をしている海人夫妻と 

再会 ��出会う。そして自然の回復力を感じる。また、舌の仲間4人と再 

会し、10年たっても変わらない友情をかみしめる。 
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第2学年　特別の教科　道徳　学習指導時案 

対　象 �科　　名　t日時 �令和年月日（） 　　校時　～ 

担　当 �0　　　　　　　　　　　　　　　1 

単元名 �防災への意識　「みんなで守る命J　　l場所 �各教室 
時　間 �1学習活動 �指導上の留意点 �資料等 
9：00 導入 �■挨拶 � � 

』出席確認 
■本時の学習内容 

（5分） �t防災の定義、道徳の内容、資料の読み合わせ 
・ワークシートへの記入 

・発表 

9：05 展開 �1防災（定義）について確認する。 �1993年北海道南西沖地震 �質料映像 
・近年の地震災害について想起する。 �1995年l月阪神淡路大震災 

・「台風や地震、事故などの災害による被害を �2011年3月粟日本大震災 

（40分） �防ぐ取組のこと」 �2018年北海道胆振粟郡地震 今回の学習で、考えて ほしい道徳の内容を分 
・災害対策■基本法で曙「災害の予防から被災後 

の復旧、復興活動も含めて防災」と定義されて 
いる。 

2　道徳の内容について知る。 
・防災は「自然への畏敬の念」「生命の尊重」 �かりやすく伝える。 津波の映像を提示し、 

「社会参画」「信頼」「希望と勇気」「家族愛」 

など 

3　資料「津波の映像」を見る。 
・2011年3月東日本大震災の津波の映像 �被災の状況を想像させ �津波の動画 

大きな被害があった。たくさん亡くなった。銭函にも来るかも。 �る。 ①身近な問題として考えさせ る。 �（4分30） 

4　資料「高台へ」を読み合わせする。 ��読み物資料 
・2011年3月11日14時46分に発生した東日本大 �②消防団員としての自覚に気 �「高台に」 

震災をもとに宮崎市で防災教育のために作成 �づかせたい。一人の被害者 �宮崎市防災 

された。 �も出さないために走り回る 姿に共感させたい。 ③達成感、安堵感、不安感な �教育資料 ワークシ 

5　ワークシートに取り組み考えをまとめる。 

①津波の映像を見た感想 �ど、様々な思いを導きたい。 

②一郎さんが叫んだ時の気持ちは �④自分の置かれた状況での発 �－ト 

みんな助かるか心配。声が聞こえたかな。無事に避難できるか。 �想につなげたい。 

③被害者が出なかったとき、一郎さんはどう思 �⑤命を大切にする＝互いの命を 

ったか �守る意識t；つなげたい。周 

助かってよかっだ。避難訓練の成果がでた。協力したおかげ。 �りの人のために行動する役 

④今、津波が来たらどんな状況になるか �割に気づかせる。日ごろか 
たくさんの人で避難所がいっぱい。逃げ遅れる。 �ら防災意識が高く、十分な 

⑤その時、どんな行動をしようと思うか �訓練備えをすることの大切 

囲っている人を助ける。お年笥りを助ける。誘導する。 �さを伝えたい。 

6　ワークシートの記載内容を発表し合う。 
・津波が来たとき、自分ならどうするか発表す 

る。 

9：45 �●挨拶 �・可能な限り、全員の � 

まとめ （5分） �1指導者の話を聞く。 �意見を発表させ共有 する。 
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特別の教科　道徳　2学年　防災への意識　「みんなで守る命」ワークシート 
（　）　月（　）日 

（　　　　　　　　　　）科2年　氏名（　　　　　） 

★資料「高台に」を読み合わせして、次の設問に考えをまとめましょう。 

1津波の映像を見て、どんなことを感じましたか。 

2 3 4 5 � � 郎さんは、どんな思いや気持ちで「早く高台に！」と叫んでいたと思いますか。 

害者が出なかったことで、一郎さんはどんな気持ちだったと思いますか。 

今、地震が起こり津波が来たとしたら、みんなはどんな状況、様子になると思いますか。 

その時、あなたはどんな行動をしようと思いますか。 
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読み物資料

「高台に・・・」

宮崎市防災教育資料（宮崎市和防災教育手引書検討委員会道徳班作成）

「高台に！早く高台にり町役場の一に勤める一郎さんは、消防車から拡声器で叫び続けた。

初春の昼下がり、庁舎は激しい揺れに襲われた。今まで経験したことのない揺れに、代々語り継が
れているあの惨事が頭をよぎった。明治三陸大津波（1896年）や昭和三陸津波（1933年）。それぞれ
の津波で354人と113人が命を奪われた。その命の多くは、一郎さんの暮らす地元古崎地区が占めてい

た。

「津波だ。これは、きっと来るぞ。」そう予感した一郎さんは、役場から約7キロ離れた地元消防

団の詰め所に、即刻、車を走らせた。数分で到着。すぐに消防団の仲間とともに消防車両に飛び乗り、
ただひたすら拡声器で叫びながら地元を走りまわった。住民の聞き漏らしがないようにと走る道を選
びつつ、向かった先はある高台だった。海抜15メートル余り。十分間がむしゃらに叫び、走った。今

思うと、何十分も叫びまわっていたかのようにさえ思える。そして任務を終えた消防団員全員の高台
への退避が完了した。そして団員は、行きつく間もなく住民たちが高台から降りないよう、低地につ

ながる町道を封鎖した。毎年住民とともに重ねてきた訓練通りに・・・。だが、胸の一部に不安がよ
ぎっていた。「すべての住民が避難してくれただろうか・・・。」

一郎さんは、高台から息を殺し、じっと古崎地区を見下ろしていた。やがて、これまで見たことも

ない想像をはるかに超える勢いで、津波が吉崎地区を襲ってきた。つい先ほどまでの日常の平和な暮
らしが、ずたずたに壊されていく。津波は容赦なく一郎さんたち吉崎地区住民の生活の場を奪ってい
った。

高台に避難してきた人々は一様に、恐怖と悲しみの入り混じった叫び声を挙げながら、津波が故郷
の町を飲み込んでいくのを目の当たりにしていた。

一郎さんは高台に立ったまま、襲いかかる津波をにらんでいた。聞こえてくる周りの悲鳴を時折案

じながらも。そして、静かに瞼を閉じて、古崎地区から被害者が一人も出ないことを祈り続けた。

人口1万9000人の町から、吉崎地区を含めて住宅45棟、漁業施設などの非住宅135棟に津波被害がで

た。漁船に至っては7割近くを失った。

ところが、被害が大きかった沿岸自治体で唯一、古崎地区だけは、死者・行方不明者がゼロだった。
その背景には、海のそばに丘陵地が広がる地形に恵まれていたこともあるが、何より住民の日ごろの
十分な備えがあったことが挙げられる。

そして、それらに加えて、一郎さんたち消防団の意識改革があった。任務終了後は逃げることを徹
底するようにしたのである。以前は、地震後も沿岸で潮位を見守る団員がいた。そのことが、住民の
避難の遅れにつながるのではないか。つまり、消防団が率先して退避することで、住民も必死に逃げ
ると考えた。防災訓練では、消防団員の退避行動や、低地に続く町道の道路封鎖を訓練のメニューに
加えた。

こうして、けが人一人出なかった、吉崎地区の奇跡は生まれたのであった。
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別紙4　　　　　　　　　特別の教科遺徳年間指導計画（案）　　　　　今和4年II月朋改訂 
星標　　　□人間としての在り方生き方を考え主体的な判断の下に行動し、自立した人間として他者と共によりよく生きるための基盤となる道徳性を養う。 
学年 重点目標 ����1学年　　　　　　　　　　　　　　　　　2学年　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　3学年 

□素晴らしいものを素直に受け入れる感性 ��□様々な人の思いに共感する感性を身に付け、　□思いやりの心を実践するとともに、生きがい、やりがい 
と、コミュニケーションの基礎を身に付け、 ��他者の個性を尊重し、様々な人と協力して物　　を見付けて自分らしい生き方を模索し、集団や社会の一員 
豊かな人間関係を築こうとする態度を育む　　事に取り組もうとする態度を育てる　　　　　　として進んで社会に貢献しようとする態度を育む 

月 �時数 ���単元（題材）・指導内容　＊特定の期間に指導する内容 ���� �備考 
l亭　2年 ��3年 �1学年 �2学年 ��3学年 �学習紺要領項目 �道徳でのカウント �特別活動浮闘事・LHR） �進路学習 �紺彗紺T �SDGs凋声 

4 月 の lb � �1 �1 � �◆2年生としての自覚 ��◆3年生としての自覚 �【よ細、学校生活、 �・始業式後の �始業式 � � �l 

（始業式後の学年集会lh） ��（始業式後の学年集会lh） �集団生活の克則 �学　年　集　会 �着任式 
・学年目標を通して、2年生と ��・学年目標を通して、3年生と �【自主・自律、 �（2，3年） �入学式 

しての在り方、進路実現に向 けた決意をもつ ��しての在り方、進路実現に向 けた決意をもつ �自由と責任I 【礼酎 相互鯛・五割 ��新入生歓迎会 

1 �1 � �◆後輩を迎える （入学式の準備1h） ・後輩を迎える準備を通して、 先輩としての言動を考える ��◆後輩を迎える （入学式の準備lh） ・後輩を迎える準備を通して、 先輩としての言動を考える ��・始業式「入 学式の準備」 （2，3年） �入学式準備 � � � 

1 �1 �1 �◆集団生活のきまり �◆集団生活のきまり ��◆集団生活のきまり �【自主・自律、 �・入学式後の �入学式 1年各種オリエンテー �キャリアカ � � 

（入学式後の学年集会lh） �◆学級の仲間、友達について ��◆学級の仲間、友達について �自由と責任】 �学年集会1h ��ウンセリン 
・小樽南等支援学校の生活 �（学年集会を受けた学級指導2h） ��（学年集会を受けた学級指導2h） �【礼儀】 �（1年） ��グ 

のきまりを知り、規則がある意 �・学年目標から、自分達が目 ��・学年目標から、自分達が目 �l毒紺等、摘心l 

味、規則を守る大切さについ て考える。 �指す姿や言動を考える。 ・学級や学校の一員としての 自覚、集団の意義と自分の役 割、望ましい学級集団とは ��指す姿や言動を考える。 ・学級や学校の一員としての 自覚、集団の意義と自分の役 割、望ましい学級集団とは �出土主題呈並】 榊よい鞘生活、 集団生活の完封 �・入学式当日 のLHRの内l hを道徳でカ �ション 部・同好会活動閑 

・思いやり、協力の1－ �迂義 �・思いやり、協力の意義 �【よは〈生きる喜びI �ウント �始 

・相手を理解し、自分と異なる 意見を大切にする ��・相手を理解し、自分と異なる 貴兄を大切にする �掩互鯛・寛封 甘錮僻目摘 �（2，3年） �学級目標、係 

1 � � �◆本校生としての自覚 ◆学校生活の目標 （入学式後の学級指導1h） ・よりよい高校生活を送るため に大切にしたい言動につい て考える。 ・校訓「感動、協働、躍動」の 意味を考える。 ・充実した学校生活、目標を 持つ大切さについて考える。 � �� � �入学式当日 又は翌日学務 指導の内lhを 遺徳でカウント （1年） � � � � 

1 �1 � �◆自分を見つめる ��◆自分を見つめる �持上心．召射告別 �・入学式当日 � �キャリア � � 

（学年集会を受けた学級指導1h） ��（入学式後片付け、学級指導1h） �l希望と勇気、克 �の学級指導 ��カウン 
・長所や短所を知る。今の自分 ��・長所や短所を知る。今の自分が �己と薄い喜引 �の内、1hを道 ��セリ　ン 

が社会に出てできること。 ・より高い目標を持つ、困難な失 敗を乗り越えることの大切さ ��社会に出てできること ・より高い目標を持つ、困難な失 敗を乗り越えることの大切さ �田よく生きる喜びl 【真如琵完、創封 �徳でカウント （2，3年） ��グ 



Ⅰ牢 �3年 �3辛 �1学年 �2学年　　　　　　　　　　3学年 ��学習指導要綱目 �道徳 �特別活動浮按行事・LHR） �進路学習 �鮒鮨・lH �S8Gsか智去 

4 �5 �3 �4 �◆望ましい生活習慣 �◆生活習慣と将来の生活 �◆生活習慣と将来の生活 �瞳度・節制】 �・各検診前 �各種検診 � � � 
月 ����（検診に関わるLHR5．2） �（検診に関わる学級指導3．1） �（検診に関わる学級指導3．9） ��後の学級指 �内科検診 ・望ましい生活習慣の意義、心 �・心身の健康の増進と、生涯に �・心身の健康の増進と、生涯にわ ��導（5～8 �歯科検夢 

身の健康、節度節制、よく考え た行動の大切さ �わたる意欲や習煤の大切さ �たる意欲や習慣の大切さ ��月）を道徳 でカウント） �眼科検診 耳鼻科検診 

5 �1 �1 �1 �◆県境持続可能な社会のた �◆環鼻持続可能な社会のた �◆組持続可能な社会のた �帽腰理解、国 �・SDGsにつ �夏季軽装開始 � � � 
月 ����めにできること �めにできること �めにできること �際貢削 �いての学級 �春の読書週間 

（学級指導1h） �（学級指導1h） �（学級指導lh） �【郷土の伝統、 �指導lh（金 
・SDGsやユネスコスクールに �・持続可能な社会のために自 �・持続可能な社会のために自 �文化の導引 【我が国の伝統 と文化の尊重I l自然発射 は臥畏敬の封 �曜日　LHR） 

ついて知り、自分たちができ �分たちができることを考える。 �分たちができることを考える。 ��を道徳とし 

ることを考える。 �・SDGsの達成目標と、自分た �・国際的な視野をもちSDGsの ��てカウント 
・国際的な視野、自然環境を �ちの生活（教科、作業学習）と �目標を達成する意義について ��（全学年） 

大切にする意義。 �のつながりを考える。 �考える 

1 � � �◆仲間との協調、集団行動 （見学旅行に関わる事前1h） ・学年の一員としての自覚をも ち、集団の意義と自分の役割 について考える。 ・自主的な判断と責任につい て考える。 �lよりか、鞘生活、 集団生活の克則 【友情、信削 【自主、自律、 自由と責任】 【よはく生き絹び】 相互錮・寛昏I ほが国の伝統 と文化の尊重】 �・見学旅行の 事前学習1h を（「意義等」 に関すること） 道徳としてカ ウント（3年） �3年見学旅行 2年生徒面談週間 いじめアンケート � � � 

6 � �1 �1 � �◆勤労の尊さ、希望の実現 �◆勤労の尊さ、希望の実現 �離十刑 �・現場実習の �2年Ⅰ期現場実習 � � � 
月 の � ����（現場実習に関わる事前学習lh） ・勤労の意義を理解し、働くこと の喜びや生きがい、社会とのつ ながりを考える。 �（現場実習に関わる事前学習lh） ・勤労の意義や将来の生き方 について、考えを深める。 ・勤労を通した社会貢献につ �刀 �事前学習lh を（「意義等」 に関すること） 遺徳としてカ �3年l期現場実習 

01 �����・社会の一員としての役割を 考える。 ・目標に向けた努力の尊さと 希望の実現について考える。 �いて考える。 ・目標に向けた努力の尊さと 希望の実現について考える。 � �ウント（2，3 年） 

1 � � �◆仲間との協調、集団行動 （宿泊研修に関わる事前学習1h） ・学級や学校の一員としての 覚をもつこと、自分役割を果 たす意義について考える。 ・集団の意義、よりよい集団と は何を考える。 � � �桐よい学校生括、 集団生活の充別 は情、信削 l自主、自律、自 由と責任】 相互埋針薫別 【感臥畏綱引 上真如琵充、飼引 �・宿泊の事前 学習lhを （「意義等」に 関すること） 道徳としてカ ウント（1年） �1年宿泊研鯵 1、3年生徒面談週間 � � � 

1 �1 �1 �◆学校の一員として �◆よりよい校風を作る �◆よりよい校風を作る �lよはい字原生臥 集団生活の克引 用互鯛・寛引 �・開校記念 日の学級指 導lh（金曜 �開校記念日 � � � 

（開校記念月に関わる学級指導1h） �澗校記念日に関わる学級指導lh） �（開校記念日に関わる学級指導lh） ���生徒総会 
・学校の歴史を知り、学校の �・協力し合って掌りよい校風を �・最上級学年として、よりよい �畑土の伝統、丈 �日　LHR）を �議案書の審議 
一員としての自覚 �つくることの大切さを考える。 �校風や集団生活の充実につ いて考えを深める。 �化の埠射 【我が国の伝統と 文化の埠削 �道徳として カウント（全 学年） �（北海道道民の日） 



1学年 �2学年 �3学年 �学習指導要網目 �道徳 �特別活軌章拉行事・LHR） �進路学習 �鮒去紺T �SDGsJ甘仁 

7 �1 �1 �1 �◆1学期のまとめ、夏休みの過 �◆1学期のまとめ、夏休みの過ご �◆1学期のまとめ、夏休みの過ご �【自主、自律、摘 �・終業式の �参観日 �2年職場 � � 
月 ����ごし方（学年集会1h） �し方（学年集会1h） �し方（学年集会1h） �と酎壬】 �学年集会1 �終業式 �見学 

・1学期の生活を振り返る。 �・1学期の生活を振り返る。 �・1学期の生活を振り返る。 �【節度・節制l �hを道徳とし �スポーツレク 
・夏休みの過ごし方、ルール �・夏休みの過ごし方、ルール、 �・夏休みの過ごし方、ルール、 �沌疫精神、公恵心l �てカウント �芸術鑑賞会 

を知り、望ましい生活習慣に �安全について考える。 �安全について考える。 �はは〈生きる喜びI ��S＼S講習会 
ついて考える �・規則正しい生活の意義や、 望ましい生活習慣について考 える。 �・将来の生活を見据えた望ま しい生活習慣の意義や大切さ について考える。 

1 �1 �◆2学期に向けて �◆2学期に向けて �◆2学期に向けて �t干し鱒】 �・学年集会及 �始業式 �キャリアカ � � 

（学年集会、二計測後の学 �（学年集会、二計測後の学級 �（学年集会、二計測後の学級 �順法紺、公徳日 出よい学校生活 �び、二計測 �学年集会’ �ウンセリン 

級指導lh） �指導lh） �指導lh） �′子i 銅生別 �後の学級指 ��グ 
・学年目標を通して言葉遣 �・学年目標を通してよりよい学 �・学年目標を通してよりよい学 �【‡上心、篭と棚引 �導1hを道徳 

い、仲間との接し方や距離感 �校生活について考える。 �校生活について考える。 �恒と至宝；三両り �としてカウント 

などについて考える �・1学期の反省をもとに2学期 �・1学期の反省をもとに2学期 �榊よく生きる喜びl �（全学年） 
・1学期の反省をもとに2学期 �の学校生活の在り方、目標を �の学校生活の在り方、目標を �相互理解・寛容I 

の学校生活の在り方、目標を 考える。 �考える。 �考える。 �L真如指完、飼引 

］＿ �1 �◆防災への意識 �◆防災への意識 �◆防災への意言放 �【節度・節制】 �・遊歴訓練に �蓮産訓錐② � � � 

（避難訓練関わる学級指導＝l） �（避難訓練関わる学級指導日l） �（避難訓練関わる学級指導1h） �【生命の尊さ】 �関わる学級 �1日防災学校 
・防災、避難訓練、交通安 �・防災、避難訓練、交通安 �・防災、避難訓練、交通安 �【自然愛護】 �指導1hを遺 

全、自然災害に備える意義。 �全、自然災賓に備える意義。 �全、自然災害に備える意義。 ��徳としてカウ 
・災害の事実の理解と人間の �・災害の事実の理解と人間の �・災害の事実の理解と人間の ��ント 

有限性、いのちの大切さを考 �有限性、いのちの大切さを考 �有限性、いのちの大切さを考 ��（全学年） 
える。 �える。 �える。 

；2 �2 �◆自分の大切さを知ろう �◆自分の大切さを知ろう �◆自分の大切さを知ろう �柑主・自律、目由と �非行防止教 �非行防止教室 � � � 
（非行防止に関わる学級指導lh） �（非行防止に関わる学級指導1ll） �（非行防止に関わる学級指導lh） �紺I ほ酎摘、公徳 心】 �．室（全体講 
・いじめやそれにつながる行 �・いじめやそれにつながる行 �・いじめやそれにつながる行 ��演）1h、非行 

為、他者や自己を傷つける �為、他者や自己を傷つける行 �為、他者や自己を傷つける行 ��防止教室後 
行為について考え、自分の �為について考え、自分の大切 �為について考え、自分の大切 ��の学級指導1 

大切さを実感する。 �さを実感する。 �さを実感する。 ��hを道徳とし 
・「いじり」や「いじめ」について �・誰もが安心して過ごすため �・相互理解や寛容、自分と同 ��てカウント 

考え、感じ方は人それぞれ違 うことに気付く。 �に大切なことは何か考える。 �じように相手を大切にすること について考える。 ��（全学年） 

9 �1 �1 �1 �◆働くということ �◆勤労の尊さ、希望の実現 �◆勤労の尊さ、希望の実現 �付会∬‾，ユニ；叫専l ｝・リ �・現場実習の �1年現場実習 � � �】 

！月 ����（現場実習に関わる事前1h） �（現場実習に関わる事前lh） �（現場実習に関わる事前、事後lh） �【勤別 ケJ±ノ■ �事前学習1h �2年Ⅱ期現場実習 
・働くことの意味や大切につ �・勤労意義を理解し、将来の �・勤労意義を理解し、将来の �トニ」上心、個二津別 【希望と勇気、克己 �を（「意義等」 �3年Ⅱ期現場実習 

いて考える。 �生き方について考えを深め �生き方について考えを深める。 �と軌、音封 �に関すること） 
・仲間との協働におけるマナ �る。 ・勤労を通して社会に貢献す �・勤労を通して社会に買献す る好まれる人間像 �【礼儀I lよりよく生きる喜び】 �道徳としてカ ウント 

ーやその意義を考える。 �る、好まれる人間像。 �　　　　　′〇 ・目標に向けた努力、現場実 �閥土の伝茸、文 �（全学年） 

・勤勉の尊さやその意味につ いて考える。 �・目標に向けた努力と希望の実現 �習の成果と自己実現。 �化の尊重】 I我が国の伝錠と 文化の尊重】 



1学年 �2学年 �3学年 �童学習指導要領項目 �道徳 �特別活執事師事・LHRl �追給学習 �畑圭・汀！ �SDGト甘ざ 

10 �■1 �1 �1 �◆仲間とともに �◆仲間とともに �◆仲間とともに �lよりよい鞘生活、 �・学校祭に関 �マラソン大会 　J■●一心ム � � � 

月 ����（学校祭に関わる学年指導lh） �（学校祭に関わる学年指導lh） �（学校祭に関わる学年指導lh） �集団生活璃引 ��アヒルヒック利潤坦大言 避難訓練③ 学校祭 学校祭特別時間 割 ・仲間と力を合わせることの �・仲間と協力し、集団でやり遂 �・仲間と協力し、集団でやり遂 �【礼儀】 �わる学年での 

大切さを知る。 �げる意味を理解する。 �げる意味を理解する。 �ほいやり、離日 �指導内、lhを 
・来客への挨拶、言薬遣い、 �・学年や学校の一員として、 �・学年や学校の一員として、主 �ほ描、信削 �道徳としてカウ 

態度について考え、自分の 役割と責任を果たす �主体的に賓任を果たす。 �体的に責任を果たす。 �相互理峠・寛封 ほ即花束、創引 �ント （全学年） 

12 �1 �1 �1 �◆持続可能な社会のために �◆持続可能な社会のために �◆持続可能な社会のためにで �l国際理解、国 �・SDGsについ �3年m期現場実習 � � �l l 

月 の ーJ ����できること（学級指導lh） �できること（学級指導1h） �きること（学級指導lh） �架貢献】 �ての学級指 �学科製品販売会 
・SDGsに関して、学級で立て �・SDGsに関して、学級で立て �・SDGsに関して、学級で立て �欄土の伝軋文 化の尊酎 �導lh（金曜日 LHR）を遺徳 �3年生徒面談週間 

た目標を振り返る。 �た目標を振り返る。 �た目標を振り返る。 �【我が国の伝家 �　　　じ■ としてカウント �学校見学会 
・国際的な視野、自然環境を �・SDGsの達成目標と、自分た �・国際的な視野をもちSDGsの �と文化の尊重】 �（全学年） 

大切にする意義。 �ちの生活（教科、作業学習）と のつながりを考える。 �目標を達成する意義について 考える。 �摘然愛別 は針、艮糾封 

1 �1 �1 �◆2学期のまとめ、冬休みの過ごし方 �◆2学期のまとめ、冬休みの過ごし方＿ �◆2学期のまとめ、冬鱒みの過ごし方 �【自主、自律、 �・終業式後の �生徒会役員牒挙 �キャリアカ � � 

（学年集会及び学級指導1h） �（学年集会及び学級指導1h） �（学年集会及び学級指導lh） �自由と責任】 �学年集会及 �終業式 �ウンセリン 
・2学期の生活を振り返る。 �・2学期の生活を振り返る。 �・2学期の生活を振り返る。 �【節度・節制】 �び学級指導1 
・冬休みの過ごし方、ルール �・冬休みの過ごし方、ルール、 �・冬休みの過ごし方、ルール、 �又 は紺沖、公徳 心】 �hを遺徳でカ ��グ 

を知り、望ましい生活習慣に �安全について考える。 �安全について考える。 ��ウント（全学 
ついて考える �・規則正しい生活の意義や、 �・将来の生活を見据えた望ま ��年） 
・安全と節度のある行動につ �望ましい生活習慣について考 �しい生活習慣の意義や大切さ 

いて考える �える。 ・安全と節度のある行動につ いて考える �について考える。 ・安全と節度のある行動につ いて考える 

1 �1 �1 �1 �◆3学期に向けて �◆3学期に向けて �◆卒業に向けて �l礼1別 は　八′ �・始業式後の �始業式 � � � 
月 ����（学年集会、二計測後の学級指導lh） �（学年集会、二計測後の学級指導1h） �（学■年集会、二計測後の学級指導1h） �憎射摘、摘心 Iよ佃専攻生活、 �学年集会及 �2年Ⅲ期現場実 

・学年目標を通して、積み重 �・学年目標を通して、積み重 �・学年目標を通して、残りの学 �兵凋生活の完封 �び二計潮後 �ヨ刃 

ねの大切さ、よりよい学校生 �ねの大切さ、よりよい学校生 �校生活を有意義な過ごし方に �∵∵ �の学級指導1 �白 避難訓練④ 

活を考える。‾ �活を考える。 �ついて考える。 ��hを道徳でカ 
・2学期の反省をもとに3学期 �・2学期の反省をもとに3学期 �・卒業に向けて、学校の一員と �【よはく生きる喜びI �ウント（全学 

の学校生活の在り方、目標を �の学校生活の在り方、目標を �して、今自分たちができること �t相互鮒・哀別 趣星旦巨星上組 �年） 

考える。 �考える。 �は何かを考える。 

3 �2 �2 �2 �◆卒業生を送る �◆卒業生を送る �◆卒業式に向けて �ほいやり、感訪日 �・卒業式に向 �卒業証書授与式 � � � 
月 ����（卒業式後の学級指導2h〉 �（卒業式後の学級指導2h） �（卒業式に向けた学級指導2h） �【家族愛、家庭 �けた学級指 導の内2hを 道徳でカウン �3年生を送る会 

・先輩への感謝の気持ちを �・先輩への感謝の気持ちを持 �・周囲への感謝の気持ちを持 �生活の充実】 ��3年同窓会入会式 

持ち卒業を祝う。 �ち卒業を祝う。 �ち、式に臨む。 ��ト（全学年） �修了式、轟任式 
・学校生活での自分の成長 �・学校生活での自分の成長を �・学校生活での自分の成長を 

を振り返り、2学年に向けての �振り返り、に向けての目標を �振り返る。 

目標を考える。 �考える。 �・周囲や家族への感謝の気持 ちで式に望む。 

計 �22 �22 �24 � � � � � � � � 



月 �時数 ���単元（題材）・指導内容 � �備考 
1年 �2年 �3年 �全学年共通 �学習指導要綱日 �道徳 �特別活動浮校行事・LHR） �進校学習 �綽錯棚 �S購い購 

＊右記の内容を中心に、主に作業学習で年間を通して指導 する。 �【自主、自律く自由と責任】 【節度、節制】 【向上′C、個性の伸長】 【思いやり、感謝】【礼儀】 【社会参画、公共の精神】 【勤労】 【国際理解、国際貢献】 【よりよく生きる喜び】 � � � � � 

17．5 �17．5 �Ⅰ7．5 � � � � � �】 



グループ研究のまとめ 【授業づくりグループ】

1研究内容について

（1）本グループ研究の期待される成果

・「主体的で対話的な深い学び」の視点を取り入れた授業の充実

・新しい授業フォームの検討（略案、指導案、単元・題材別指導計画等）

（2）研究での取組
・本校における授業づくりに関する研究成果の確認

イ主体的で対話的な深い学び」の実践事例の発掘

・本校としての授業づくりのおさえ

・OKS授業フォーム（様式）の検討

2　研究の成果

（1）本校における授業づくりに関する研究成果の確認
・本校で今まで取り組んだ、「アクティブ・ラーニング」（H28）、「合理的配慮」（H28）、「対話的な授

業」（R3）の3つの研究内容について確認した。

・メンバーそれぞれの日々の授業で心掛けているポイントについて共有した。

・生徒同士で考えさせる。

・座っているだけにならないように生徒に言葉を掛ける。

・（製品などを）協力して組み立てる。

・自分の意見とは違う考えに気付いてもらえるような発問、場面設定を心掛けている。

・自分で考えて動くことを伝えている。

→どのポイントも今まで取り組んできた研究の内容に当てはまること、そしてどれも授業づくりにお

いて大切であることを確認することができた。

・3つの研究の中で作成した略案についても確認したが、現在これらの略案を使用している人はい

なかった。

→今後、作成しやすくて、いろいろなポイントを意識していることが分かるような略案の形式を検討

していきたいと確認した。

（2）「主体的で対話的な深い学び」の視点を取り入れた実践事例について
・メンバーで、r主体的で対話的な深い学び」の実践事例の発掘を行い、主体的で対話的な深い

学びとは、授業改善のポイントであることを確認することができた。
・実践事例の中で、「主体的で対話的な深い学び」により実現したい子どもの姿をイメージとして表

したピクトグラムがあり、これを活用して指導計画などに取り入れるのは良さそうだという意見が多

くあがった。

（3）OKS授業フォームの検討

・メンバー同士で日々使用している略案を交流し、「主体的で対話的な深い学び」の視点をどのよ

うに取り入れるかを検討した。
・継続して使用できる略案にするため、作成しやすいもので、授業改善のポイントを分かりやすく表

示できるものを考えたが、作成することはできなかった。「主体的で対話的な深い学び」のポイント

は、1単位時間七はなく、単元や題材計画など、まとまりの中で実現していくものであるたれ今後

は略案ではなく、ピクトグラムを取り入れた単元計画等を作成していくことが良いと考える。
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（4）本校の授業づくりについての検討
・副校長先生からの資料を基に、「本校としての授業づくりについて」を検討し、日々の授業づくりに

おける工夫点などを共有した。

OKS授業の指導や支援のおさえ（案）
～授業づく　りの視点～

（1）授業においては、一人一人の生徒の実態や特性などに合わせて「でき．る状

況づく　り」を行い、「できた、わかった」などの喜びや充実感を味わわせな

がら自己肯定感を高めて、咽よう指導・支援にあたる。
（2）授業においては、一人一人の生徒の進路等を見つめ、社会における「働く

生活に必要な力」を高めるよう指撃内容を選択して指導・支援にあたる。

（3）授業においては、一斉授業で学習した指導内容を一人一人の生徒の実態に

応じて、経験的・＿活動的な学習に発展させ実際の場面で活用できるよう乱

導・支援にあたる。

「OKS授業の指導や支援のおさえ（案）」（岩佐副校長）

・本校の授業づくりの視点として

①一人一人の生徒の実態や特性などに合わせて「できる状況づくり」を行／う。

②一人一人の生徒の進路等を見つめ、社会における「働く生活に必要な力」を高めるよう指導内

容を選択する。

③一斉授業で学習した指導内容を経靡＿的・活動的な学習に発展させる。
→この3つを本校の授業づくりの基本的なおさえとして、今後示していくと良いのではと話し合った。

3　今後の課題

（1）OKS授業フォームの提案について

・本校の授業づくりについてのポイントや「主体的で対話的な深い学び」のポイントについてメンバー

内で共有をしたが、これらのポイントを意識した授業を行うための指導計画や略案など、形に残る

ようなものを検討、作成することができなかった。

→今後は、年間指導計画や題材計画等を作成する段階で、「主体的で対話的な深い学び」のポ

イントを意識できるようなものを作成していけると良い。

（2）研究の推進について（反省）
・1年間で、期待される成果に向けて計画的に研究を進めることが難しかった。メンバー全員が揃う

ことが少なく、課題検討などを全員で話し合うことができれば良かった。

4　参考資料など
・「ピクトグラム一覧」（独立行政法人教職員支援機構（N汀S）ホームページより）【別紙1】

https：／／www．nits．go．jp／jisedai／achievement／jirei／pictogram．html

・「主体的・対話．的で深い学び　実践ハンドブック」（新潟県立教育センター）

https：／／www．nipec．nein．edJp／project／kaizen／handbook2．pdf【別紙2】

70



別紙1　ピクトグラム一覧

独立行政法人数職長支援機構（NITS）ホームページより
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主体的・対話的で深い学び

実践ハンドブック

新潟県立教育センター

「主体的・対話的で深い学びの推進」プbジエクト

はじめに

今、皆さんの目の前にし唱子ども※1たちが生きる社会は、将来どのような社会になるでしょうか。

「soCiety5．0」※2の到来、グ0－ノりレ化の進展など、多様化、複雑化が加速度的に進れ予

測困難な社会に向かっていくことが予想されます。

新学習指導要領では、未来を生きる子どもたちに必要とされる資質・能力の三つの柱、すなわ

ち「知識及び技能」、「思考力、判断力、表現力等」、「学びに向かう力、人間性等」をノぐランスよ

く育成できるようにするものとし、その実現を目指して「主体的・対話的で深い学びの実現に向けた

授業改善を行うこと」と示しています。※3

独立行政法人教職員支援機構（NITS）の次世代型教育推進センターは、「主体的・対話

的で深い学び」の視点から、学習過程の質的改善により「実現したい子供の姿」を、ピクトグラムを

用いることでイメージ化することを試み、その成果をWebページで公表しました。※4

私たち、新潟県立教育センターr主体的・対話的で深い学びの推進」プロジェクトでは、このピク

トグラムを基に授業改茜の手立てを考えました。「主体的・対話的で深い学び」を実現するために

どのような手立てがあるのか、どのようなポイントで授業づくりを進めていけばよいのか、1冊のハンド

ブックとしてまとめました。このハンドプりクが、未来を生きる子ともたちの「力Jを育もうと日々取り組

んでし喝っしやる先生方のヒントになれば幸いです。

目の前にいる子どもたちの様子、学校や地域の実態に合わせて、先生方それぞれが、このハンド

ブックを基に「主体的・対話的で深い学び」を実現する効果的な手立てを生み出してくださることを

期待しています。

平成31年2月22日

新潟県立教育センター

「主体的・対話的で深い学びの推進」プロジェクト

Xl　　　このハンドブックでは、N汀Sの貞料及び、「小学校学習指＃要領解説総則嬬」からの引用では「子供人それ以

外の那分は「子ども」と黍妃している．

X2　　　「サイノト空間（仮想空間）とフィジカル空間（脚）を高度に融合させたシステムにより、脚と社

会的は出の解決を両立する、人間中心の社会（Smet再」のこと．

（内閣府Webサイト脚．htmlより）
※3　　　小学校学習拍車瑚酬第1肇2（3）総則改正の要点より

※4　　　次世代聖教育推進センターr新たな芋びに関する蒸員の貞算能力向上のためのプロジェクト」

（抑叫旦虚血Se由1／∂⊂hl軌でment／日代lパn由×h【mt）



実践ポイント編

pl　はじめよう！主体的・対話的で深い学び 

P2　実践ポイントについて 

p3～「主体的な学び支払ポイント 

PS～「対話的な学び実践ポイント 

P9～「深い学び」実践ポイント 

はじめよう！主体的・対話的で深い学び

「主体的・対話的で深い学びが実現している授業を行いたい。」と思っているのに

どうもうまくいかない。そんなときに、このハンドプりクを開いてみてください。「そう力、、な

るほど！」と思ったところから、活用してみてください。

では、ますは「主体的・対話的で深い学び」の実現に向けて授業改善を行う曙の
視点について「学習指導要領解説　総則編」ではどのように書かれているか、確認
していきましょう。

○　学ぶことに興味や関心を持ち、自己のキャリア形成の方向性と関連付け

ながら、見通しをもって粘り強く取り組み、自己の学習活動を振り返って次

につなげる「主体的な学び上が実現できているかという視点。

○　子供同士の協働、教職員や地域の人との対話、先哲の考え方を手掛か

りに考えること等を通じ、自己の考えを広げ深める土製董堕旦蔓延まが実現

できているかという視点。

○　習得・活用・探究という学びの過程の中で、各教科等の特質に応じた

「見方・考え方」を働かせながら、知識を相互に関連付けてより深く埋角臥ノた

り、情報を精査して考えを形成したり、開放を兄いだして解決策を考えたり、

思いや考えを墓に創造したりすることに向かう工選週まが実現できている

かという視点。

出典：「小学校学習指導要領解説総則絹」（平成29年7月）

※　表現は全ての校様で同一．太字アンダーラインは、当プロジェクトチーム独自のもの。

そのほかにも、「主体的・対話的で深い学び」の実現に向けた、基本的なポイントを
まとめてみました。参考にしてみてください。

1　「主体的な学び」「対話的な学び」「深い学び」の三つの視点は、学びの過

程として特「体として実現されるものであり、相互に彩苦し合うもの。

2　1単位時間ではなく、単元や題材など内容や時間俊墓と圭9匹生で実現を

図っていくもの。

3　授業改善の視点であり、目指すべきは、資質・能力の育成。

4　深い学びの鎚として上見方・考え方」・・（を働かせることが重要。

5　資質・能力の育成には、教育言葉程全体での取鴨が必要。
」▼1ユ■仁lL▲lⅧ－ここT一一T「「T二三二＝二　手ニー‾三千1し三一■uニココさせlprナ▲r■t’二二．」J■tTr二‾．〒‾‾ざ1－：「｝Tk▲ご■■1ニ＝丁こ†■．1．一1ゝ▲シーこン．■■‾し・．－‾ごつン一．1

※　各教科等の「見方・考え方」とは、どのような視点で物事を捉え、どのような考え方で思考していくのか」という教科等ならでは
の物事を捉える視点や考え方のこと．　　　　　（出典：「小字校字割　増軍規解説班別絹J平成29年7月）

－1－



◇「主体的な学び」実践ポイント1

実践ポイントについて

私たちプロジェクトでは、N汀Sの次世代型教育推進センターカ作成した「主体的・対
話的で深い学びのイメージ図」（資料編p6参照）で示されてし唱、下記の【実現し
たい子供の姿】ピクトグラムを基に享受業改善の手立てを考え、実践ポイントとしてまとめ

ました。

その際、「主体的な学び」「対話的な学び」については、一つ一つの【実現したい子供
の姿】に基づく手立てを考えました。また「深い学び」の姿については、それ独自で存在

するものというより、単元全体を通して実現を図っていく姿であると考え、「主体的な学

び」「対話的な学び」の手立ても一部含むものとしてまとめました。

なお、実践ポイントについては、カード形式でも使っていただけるように一つ一つの手立

てごとにシートを作成しています。

O r主体的な学び」「対話的な学び」の実践ポイント
一つ一つの「実現したい子供の姿」に基づく手立て

O「深い学び」の実践ポイント
単元全体にかかわる手立て

（「主体的な学び」「対話的な学び」の手立ての一部を含む）

NITS【実現したい子供の姿】ピクトグラム

く主体的な学び＞

湖甘冊帖副胤
誓賢　兄雛を　結び付ける　諾ヱ若鳥　監岩諾£

＜対話的な学び＞

檜■門．
共に考えを　　　也也して　　　互いの考え　　思考を表現に　先哲のキえ方を　多樽な手段　　多はな情報
削り上げる　　詳瀾解決する　　を比較する　　書き換える　手掛かりとする　で眼明する　　を収集する

＜深い掌び＞

思考して
間い織ける

－2－

噛日動
知埠　性能　　知識や技能を
重曹糟する　　モ念化する

魂
興味や関心
を高める

解決の必要感がもてる課題の設定
・子どもが「解決したい」「知りたい」と自然に思える謀矧こ

する。
・身近な生活や社会と関連がある課題を設定する。

主体的に向き合える課題提京の工夫
・導入を工夫し、提示した課題を解決したし叱思う「問い」

に変容させる。
・既習内容との違いや自他の考えの違いを意識化できる

場を設定する。

解決までのストーリーの提示　　　　　　け
・単元全体の学習過程（見通し）を子どもと共に創る。
・既習内容との関連を示し、学びの連続性に気付かせる。、

◇「主体的な学び」実践ポイント2

‘’j

見通しを
持つ

単元の学習過程や育成する資質・能力
の明確化
・単元の学習過程やコ」ルを可視化し、子どもと共有す

る。
・単元で身に付ける日貨・能力を示す。

課題解決のプロセスの確認
・課題と活用させたい既習知識との相違を確認し、「見

方・考え方」を働かせて課題解決の予想を立てさせる。
・活用する「知識・技能」を明確にする。、
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◇「主体的な学び」実践ポイント3

自分と
結び付ける

自分ごととして考えることのできる課題の

塾塞
・課題が自分ごととして考えられるよう、発間や学習過程

の工夫をする。
・子どもの疑問をもとに課題を作り上げる。

学んだことを自分にフィード八りクする場

墾詮塞
・学んだことをまとめ、振り返る場を設定する。
・単元の終末に、学んだことを自分で意味付ける場を設

定する。

l ◇「主体的な学び」実践ポイント4 

振り返って 次へつなげる �単元を見通した「振り返り」の場の設定 � 

・思考の深まりが期待できる時間や単元の終末時には 

確実に時間を確保する。 
・学年の発達段階に応じて、「振り返り」を言葉としてまと 

めるられるようにする。■ 

書く内容の焦点化 
・「分かったこと」「考えの変容等とその要図」「次に学びた 

いこと」等、必要に応じて授業者が書く視点を示すことで 

学びの自覚化を図り、次への学ぶ意欲につなげる。 
・「振り返り」と「まとめ」との関連や違いを明確にもつ。 

「振り返り」の共有 
・書き終わった子どもから「振り返り」を発表させる。　　， 

・他の子どもと「振り返り」を共有し、自分とは異なる視点 

からの気付きを得られるようにする。 　　　　i 　－4－ 

◇「主体的な学び」実践ポイント5

粘り強く
取り組む

課題解決に向けた学習過程の工夫
・考えをもつ、話し合う等、課題解決に向けた学習活動

の時間や場を十分に確保する。
・スモールステップの学習過程を設定し、達成感を得なが

ら課題解決に取り組めるようにする。

互いに認め合う関係性の構築
・成果だけでなく、学習活動の過程も肯定的評価を行う。
・互いの努力を称賛し合える場を設定する。

☆「対話的な学び」実践ポイント1

共に考えを
創り上げる

協働して解決する価値や意義のある課題 
の提示 
・複数の視点や根拠をもとに思考・判断・表現できる課題 

を提示する。 

自分たちで選択した既習知識や方法を活 
用した課題解決 

・思考を可視化しながら、考えをまとめる。 

・互いの考えの相違を確認し合い、課題に対する結論を練 

り上げる。 

↓∽



☆「対話的な学び」実践ポイント2

協働して
課題解決する

一人一人が自分の考えをもつ場の設定 
・自分の考えを学習シートやノート等に書き表す。 

・考えをもてない子どもへの具体的な手立てを準備する。 

（問い方を変える、考える視点や考えの書き方、既習 
事項とのつながり、等を示す。） 

課題解決のゴールイメージの共有 
・互いの考えの相違点や類似点をもとに話合いを進める。 
・互いの考えを理解し、最適解・納得解を創り上lプること 

の意義を示す。 

互いの考えを聴き合える集団の構築 
・受容的な人間関係を形成する。 
・聞くことのマナーやスキルの定着を図る。 

・自己肯定感や自己有用感を育む。肯定的な声力＼けを 

する。 

考えの根拠や思考過程の可視化 � 
・思考を可視化する学習シートを用いて、自分の考えを根 

拠や理由を合めて書く。 

視点を明確にした話合いの場の設定 
・考えの分類・比較・関係付け等の思考スキルを活用す 

る。 
・ネームプレートやホワイトボードを活用した構造的な板書 

で、子どもの考えを可視化する。 

違いを認め合える学習集団 
・考えの違いが、学びを広げたり深めたりするのに役立つ 

ことを共通理解する。 
・同じ考えの中にある小さな違いに着目する学習を重ね 

る。 

－6－ 

根拠をもとにした考えの構築 
・考えを構築する過程や考えの根拠等を構造的に示す 

ことができる学習シートを活用する。 
・学習シートやICT機器を活用して、自分の考えを論理 

的に説明する。 

互いの考えを確認する場の設定 
・視点を意識した比較・検討を通して、考えの共通点や 

相違点を明確にする。 
・結論に至るまでの思考過程について、互いに意見交換 

したり、確かめ合ったりする。 

「対話的な学び」実践ポイント5

先哲の考え方を
手掛かりとする

先哲の考えの共通理解 ・先哲の異体的な考えを、学級全体で共有する。 

先哲の考えの活用 
・多様な資料に記された先哲の考えをもとに、自分の考え 

を形成できるようにする。 
・活用の目的と視点を子どもに明確に示す。 

「
．
－
．
－
1
蓼



ぎ☆「対酬な学び」実鋸イント6

多様な手段
で説明する

多様な表現方法の提示 
・図や写真等の利用素材の工夫や、ICTの活用、発表 

方法（レポート、ポスター、プレゼンテーションソフト等） 

を目的に合わせて用いる。 
・個々の子どもが、目的に合わせて表現方法を遥択でき 

るよう、多様な活用例を示す。 

他者へ説明することの意義の確認 
・知識の再構成、学級全体での情報の共有等、活動の 

目的を明確にする。 
・「振り返り」をしたり、相互に評価したりする場を設定する。 

☆「対話的な学び」実践ポイント7

ノ■　　慮

多様な情報
を収集する

複数の方法による多様な情報の収集 
・本やインターネット、公的機関や身近な人等、多様な 

対象・方法で情幸艮を収集する。 
・個々の情報について、発信元も含めて信びょう性を吟 

味する。 

多様な情報の整理 
・収集した情報を学習シート等で観点別に分類する。 
・ワールドカフェやポスターセッション等、多様な考えや情 

報を聞き合える場を設定する。 

◎「深い学び」実践ポイント1
「深い学び」の実践ポイントは、単元全体を通した手立てとして大きく4つに

まとめました。これらの手立ての中には、「主体的な学び」の手立てや、「対話

的な学び」の手立ても一部含まれています。

それぞれの手立てによって、どのような【実現したい子供の姿】が見取れるか

を考え、ピクトグラムを位置付けました。

育成する資質・能力の明確化

・単元・題材で育成したい資質・能力は何か、を授業者が明確

にもつ。
・育成したい資質・能力を体現している子どもの姿を具体化する。
・学びの過程の中で、どの場面で、どのように目指す資質・能力

を育成するかを構想する。
・各教科等の特質に応じた「見方・考え方」をどのように働かせる

かを構想する。

「深い学び」実践ポイント2

ぶ意欲を引き出す課題の工夫

¶‖¶‖刃ノ

思考して
問い続ける

・生活や社会とのつながり、既習内容の想

起や関連付け、子どもの疑問をもとにした
「問い」を作成する。

・子どもが「解決したい」「知りたい」という思

いをもてるよう、課題の内容や提示の仕方

を工夫する。
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申「深い学び」実践ポイント3－①

4つの「場」を生かした単元構成の工夫

髄
思考して

問い湧ける

自分の思いや考
えと結び付ける

・主体的な学び実践ポイント2「見通しを持つ」と同様に、 

課題の解決に向けた、つながりのある学習過程や、単 
元で身に付ける資質・能力を子どもと共有することで、 

子どもが主体的に各時間の学習活動に取り組めるよう 
にする。 

・可視化した互いの考えを、明確な視点のもとで、分類、 

比較、関係付けをしながら、話合いをする。 
・考えを交流させることで、自分の考えを違う視点から捉 

え直したり、考えの更新や再構成を図れるようにする。 

◎「深い学び」実靂鵠ポイント3－②

4つの「場」を生かした単元構成の工夫

知■・瞳飯　館たなものを和江や技能を
を活用する　射り上げる　t含化する

躯紺劃
知■　捜籠　　知事や技能を
を習得する　　　4台化する

・身に付けた資質・能力を活用・発揮する学習活動を 

設定し、毎時間の学びに目的意識をもたせる。 
・単元・題材で育成したい資質・能力の定着を図る。 

・主体的な学び実践ポイント4「振り返って次へつなげ 

る」と同様に、単元デザインの中で、いつ振り返りを行 
うか、見通しをもって設定する。 

・振り返りを行い、学んだことの意義を実感させ、学びに 

向かう力・人間性等の育成につなげる。 

◎「深い学び」実践ポイント4

全体交流での教師の意図的な「出方」

瞞僅葛
矧r凋嬬：灯■や技能を
を暫得する　概念化する

雁憾
景舞して　　知■　性能

間い挫ける　　を活用する

新たなものを自分の雷いや雪
折り上げる　えと撼び付ける

・単元における本時の学びの位置付けを子どもと確認する。 

・多様な考えを意図的に書き分け、構造化して板書する。 

・個々の考えの意図や根拠を明確にするために問いを重ねる。 
・複数の視点や立場の考えの関係性を問うことで、相違や 

つながりを明確にする。 

・子どもの考えに価値付けをすることで、新たな視点からの気付 

さを促したり、子どもが学びのよさを実感したりできるようにす 

る。 
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作ってみませんか？主体的・対話的で深い学び　単元デザイン

私たちプロジェクトでは、ピクトグラムを活用した単元デザインを考え、

作成しました。

この単元デザインでは、1つの単元における3つの学びの位置付

けや、3つの学びの具体的な姿をイメージできるようにしています。

新学習指導要領では、単元を通して資質能力を育成することが求

められています。授業者が、どのような学びの姿を、単元のどの場面

で育成していくのかを明確に持ち、単元全体のデザインを考えること

が、重要になります。

私たちは、このピクトグラムを活用し単元全体のデザインを考えるこ

とを「主体的・対話的で深い学び」の実現を進めていく方策として考

えました。次ページ以降に、「単元デザイン例」を掲載しましたので、

参考にしていただければと思います。
－1－



【単元デザイン例　小学校　5年国語】

・■元のゴールを子どもと共有し、各時間の掌晋への目的重職を明 �確にする。 

・計画的に位置付けた交流活動により、考えを再構築する学習を意 �回的に行う。 

1単元名　「随筆で伝えるわたしの好きな季節」（教材名「わたし鼠『枕草子』」学校図番）

2．■元の日攫
・随筆「枕草子」の原文や現代語訳を読んで随筆の特徴を知るとともに、随筆を創作することを通し

て、自分の思いや考えを統み手に伝える。

8　羊元の檜専計声と事びの実践ポイント（全8時間）

吹聴） �学習内容 �主体的な学び ���対話的な学び ����深い学び �� 

1（1） （2） �「枕草子」の原文を音読したり、 現代甜訳を涜んだりして、大体の の内容を理解したりする。 � ��� ����■ 

膚 �単元のコールに向けた ���� 
「枕草子」（／）現代語訳を読み、随 �‾毒▲ノ学芸過控を手芸もと芸 

筆の特徴を捉える。 �鼻ヰや■心 を■める �に作り、各時間を学ぶ ���� � �桓艶・技能 を讐捧する 

2（3） （4） （5） �単元の学習の進め方について話し ムい鰹■習の見通しをそつ � ����� �� 
・藷こ‾′h∴i＼ �f　付箋で凄いたことについ 

口、予　　と）。 運んだ季節について番いたイメー ����肝ク �日は交換することにより、 日通筆の内容 

ジマップをもとに音見交換をする。 �tiLを ■つ ���多切な†I帽 告収書する �達筆の内容や表現を再 し、伝えたいことを明確l する。 

選んだ季節の好きな時間と嫁所を � ���癖 
決め、場面の様子や感じたことを 付箋に暮く。 �����蹄靂j 

交流活動での意見交換を通して、 � 

随筆で伝えたいことを明確にす 勺亡 ����誓諾禁二　歳岩島 学んだことを生か 

3（6） （7） は） �文章例の比較を通して、書き方 の工夫について考える。 構成を考え、下手きを書く。 �潮禰薫訃髄 

鰻崇る　　書こうとする。　　警護諾雪 
推穀のポイントをもとに下書きの 表現を見直す。 交流活動で、読み手に伝わる表現 になっているか、助害し合う。 � ������ 

推敲をもとに清吉を醤くじ �葦　●■ぅ　　自分の随筆のよさに気 ��������煙彗 
交流活動で互いの随筆のよさを伝 �す �付くことで、単元での 
え合うn � ��学習に満足感をもら、 

iリ逼って ��今後の書く学習活動へ ������8分の考え 
次へつなげる ��の意欲を高める。 ������島野虞する 
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【■元デザイン例　小筆較　6年社会】

・「社会的な見方・考え方Jを働かせた学習にする。 � 

・社会的事象の特色や相互の関連、意味の多角的な思考を回る学習場 �面を位定する。 

1　単元名　「私の生活、命を守る情報」

2　単元の目標
・災害時に市民に檎織を発信する人々の話を間いたり、情報の集め方を調べたりすることをとおして、住民

の生活や命を守るために、関係機関とネットワークを介して連携し，正確で上　詳紹な地域の情　は多く

〝）人に素早く届ける工夫していることを理解し、絹報〝）受け手も目的に応じて信び⊥う性び）ある情報を集

め、次の行動を適切に判断していくことの大切さに気付く，

3　単元の指導計画と学びの実践ポイント（全8時仰）

次、巧む �学習内容 �▼ヒ休的なすびl札講的な′㌢ぴ ���深い学び 

1（1） （2） （3） �台風が接近した時のことを想起させ、通 �児童の生活との関わりを ���潮 

常の生活に様々な影響が生じたことと事 � �忘亘厳さ �せたり、聞達付け 

前橋手技との関連性について、■気付いたこ �●1、させたりしやすい学習課 

とを話し合う。 �題や問視を設定する凸 ���　自分の思いや考 　えとl占び付ける 事 

水省など、過去に自然災害を絶無した人 �自分と ��…慧墓守芸－クシ‾卜に髭浬するD 　　l 

に聞き取り調査を行ったことを発表し合 い冤付いたことをまとめ、整痩する。 �鎗び付けろ 

渦豪の被災経験から、当時の市の情報発 �「過去と現在」など、脂 

（4） �信と・市民の・情報収鮎について調べ、考え �期や時間の綬過の見方を ��� 

l † Ⅰ �たことをお互いに共有する。 1 �働かせて、対象の変容を とらえる。 

見遺しを �� �l 2（5） �ホ役所の方から聞いた話をもとに，現 ���腐】 �愚書して 
」 ‡ （6） �在の情報発倍ヰ段に至るまでの移り変 �持つ ���Ⅶいlキける 

わりや特徴、妥際に情報を発信するま ����料■過 
での流れをまとめて、発表し合う。 ���多鴎な乎税 で説明する 

市の情報発信手段の他に、回や県が竜 �園や写真をICT機器を ���ミヽ「 

（7） （8） �信する「エリアメール」などの災害通 �活用し ��ながら示すととも �班・技能 亡官千丁も 

知メールの特徴や関連について調べる。 �に、発表をとおして相互 に知識を丙構成する。 l 

学習を振り返り、自分の生活や命を守 るために情報を受け取る際に大切なこ とについて考えたことを発表し合う。 � 

濃禁鳥　できる考え方をもつ0　認諾要言 　　l　l 
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【単元デザイン例　小学校　5年井赦】

・■元の徽半に学んだ知鶉 �・技能を自分事として活用・ �発揮する嶋 �面を �設定する。 

1　単元名　　「単位丑当たりの大きさJ

2　単元の目標

・単位1あたりの考えを用いて異種の二つの量を比べたり表現したりする。

3　単元の緒ヰ計画と学びの実践ポイント（全6時間）

次耽I �学習内容 �主体的な学び �対話的な学び �深い学び 

1（1） （2） （3） （4） �二ノブの観点から一方をそろえて 他方の土で大きさを比較する。 （商品の単価を比較する） �牒 �鮨r　≡冨 �l の考えの可視化や に蛋点を彊き、小 

■喋や夢心 �互いの考え　　さな �違いや気付きを大 
を萬める �を比職する　　　t訓こ �学習を重ねる。 

二つの観点から一方を単位量と �●、 � �㈲ 
て比較しやすい懲　■・ して大きさを求め大小を比較す �巨頭／謡と 

る。 ��、学位重当たりの　‾ 

（混み具合を比較する①） �ヰり選って　考え方が必要な叡値を提■ ��思考して 
次へつなげる　示し、新しい思考を促す。＿ ��問いはける 

二つの観点から単位丑あたりの 大きさを求めて大小を比べる。 � �纏≡ヲ 馳して遠点 聾8解決する害吉し � 
なりの求め方をも 

（混み具合を比較する◎） ���友達の考えとの共 や相違点をもとに 合い、整理する。 

・一・一つの観点から単位量あたりの 大きさを求めるよさについて理 � � �鍼 

1次で習得した知識・技能1 

解する。 �を活用できる様々な生活r 

（人口密度を考ネる） �嬬面を用意し、学びと生活 ��知1・抜放 
の関連付けを深める。 ��墓習得する 

2（5） （6） �生活の中にある単位丘あたりの 大きさについて理解を深める。 （燃費、収穫高など生活場面で �　】 ≡鵜豊吉諾袈去≡ ��謹■二割 

考える） �■畦や申心　をまとめ　表現し合い　視 ��知九・技能 を高める　野を広げ、学びを深める。 ��を活用する 　　　l 

単位量あたりの考え方を活用し て．将来生活したい硯所を考え る。 �潮 �ヰ �潮」 

（数値データを根拠に自分の考 �自分と 結び付ける �思考を表現に 置き換える �自分の思い や考えと 

えをまとめる） ���結び付ける 
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【単元デザイン例　小学校　6年理科】

・理科の「見方・考え方」を働かせて問包解決に取り組むことを意托し指導計画を立てる。 

・学んだことを活用し、妥当な考えをつくりだし表現する鴇を繰り返し設定する。 

1　単元名　　「てこの規則性J

2　単元の日揮

・てこの規則性についての理解を図り、観察、実験などに関する基本的な技能を身に付けるJ

・てこの規則性について追究する中で、主にそれらの仕組みや規則性及び働きについて，より妥当な

考えをつくりだす力を養う。

・てこの規則性について追究する中で、主体的に問題解決しようとする惚度を養う∩

3　単元の給導計画と学びの実践ポイント（全10時間）

次減封 �学習内容 �主体的な学び �対話的な学び �深い学び 

1（1） （2） （3） （4） �てこ実験港を使った力比べから、よ り小さな力で物を持ち上げるにはど うしたらよいか、仮説を設定する。 �凍蓋…≡蓋蓋≡ 

六牡や伊心 を古める � �「実験鮨兼から、仮 

てこの支点から力点までの距離を変 � � � 

え、力点の手応えを調べる実験にお ���1する 

いて、条件を制御して実験する。 ��話芸芸慧三よ。ティ箇∴－r 

支点から力点までの距離を変えず、 ��f �を二一一一・‾． 

支点から作用点までの距離を変えた 場合でも手応えが変わるか、前時の 考察をもとに説明する。 �見通しを 精つ �．皇∴ト． �自分の考え 左覿虎・一一ス 

l 思考を書凱＝　芸当な竜えを作り．！ 慎き捜える　だし 

体盃計を使って力点に加える力の大 きさを数量で表す。 � � 

2（5） （6） （7） （8） �てこがつり合うときのきまりを考え る。 �漉 � �、換魂 ．知撫・技能 を響得する 

粘り強く 取り七七 �思考を褒環に ■き汝える 

「g」と「cm」で、てこの規則性を 表す。 � � �．、－こい 

し、身の回りの現象 を説明する。 

身の回りで、てこのきまりを利用し た道具のしくみについて説明する。 　　l � ��圭二．∴：： 知臨・技能！ 

（9） （10） ���十二＋ 亨 �を活用する 

てんぴんの仕組みを理解し、物の薫 ��1 、を’．1‾ 

さを丑る。 　　　騨 �鵠日石違って 次へつなげる �思考を嚢顎に tき換える �．－．∴ノl 知覧誤警l i 

の雄捌署決に使える和雄・技能にす予。 次 ���� 
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【単元デザイン例　中学校　3年国富吉】

・話合いや表現の視点を明示し、考えの整理を促す。 

・目的を明確にして話合いや発表を行い、考えの深まりを促す。 

1　単元名　　「現代と古代を比較しながら和歌を詐み、古典を味わう」

（教材名r万葉集・古今和歌集・新古今和歌集」）

2　単元の目標
・現代の価値観と古代の価値観を比較しながら和歌を読むことで、人間、社会、自然などについて

考え、自分の者兄を持つ。

3　単元の指導計画と学びの実践ポイント（全5時間）

次版l �学習内容 �主体的な学び ��対話的な学び �深い学び 

1（1） （2） �教材となる和歌（4首）と出会う。 古今和歌集仮名序（現代語訳）を読 み、古代における和歌の在り方や言 �凍 �� � 

秦への認識を知る。 �興味や熱心 

4首の和歓のうちグループで一つを ��� �瞞 
選び、大意、作者、時代背景などに ついて調べ学習を行う。 �泉iLを 糟つ 

和歌に詠まれた価値桶を、パ 

タフライマップを便いなが■誓冨i苧慧 ら整理し、共有する。 

2（3） （4） �調べた和歌について、現代人の価値 観とどのような相違点や類似点があ るか、意見交換を行う。 �潮 ��廟 � 

発表用の督料を作成する。 �自分と 緒び付ける ��思考を濃現に 正を換える 表現と他クルー 表の両方に注目 

発表資料をもとに各グループで発表 �和歌 プの ���自分の思いや考 

をする。 � �しなから、自分の考え 

他グループの発表を聞き、新たな気 付きを得たり、考えの根拠を明確にr �を形成する。 

したりする「 ����えと結び付ける 

3（5） �前次までの学習を生かし、個人で一 つの和歌を選び、紹介文を寄く。 紹介文は、自分がその和歌に「共感 � ��車 � 

できるか、できないかj　の視点で脊 �攣り返って ��思考を曇現に 

くようにする。 �次へつなげる ��轟き換える 
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【単元デザイン例　ヰ学校1年理科】

・理科の「見方・考え方」を働かせて間埴解決に取り組むことを意識した指導計画を立て

る。

・生徒自ら進んで課題解決し規則性、関係性を兄いだす。

1単元名　　「音の性質」

2　単元の日枝

・音についての実験を行い、音はものが振動することによって生じ空気中などを伝わること及び音の

高さや大きさは発音体の振動の仕方に関係することを兄いだして理解する。観察、実験などに関す

る技能を身に付ける｛

・問題を兄いだし見通しをもって観察、実験などを行い、音の性質の規則性や関係性を見いたして表

現する。

・利学的に探究しようとする態度を兼うとともに、自然を総合的に見ることができるようにする。

3　単元の指導計画と学びの実践ポイント（全5時間） 

次・l紙） �学習内容 �主体的な学び �対話的な学び �深い学び 

1（l） （2） （3） （4） （5） �雷はどのように発生しているか調べ る。 ・太鼓、笛、のど、スビーカー．、音 �喜連も書芸喜書芸……；声葦…≡芸≡霊芸… 

又 �き拝める � � 

音はどのように伝わるか調べるっ ・音叉、太鼓、糸屯話 者の伝わる速さを考える。 � � �騒＿．過 

貝万・害え万を融かせ、条件を制 御した実城苫†画を作成する。 

・花火、やまびこ ���紅旗・技能 を習得する を隆男 

音の大きさと高さを調べる計画を立 てるひ ・仮説の設定 �漸 �幽 

・実験計画の立案 �見通しを 持つ �思考を轟現に 正書換える l �自分の考え を形成する】 　　r 

音の大きさと高さと調べる。 � � �l　　　　巨 

・実験 ・仮説の検証 ��規が正しい銅将＝ 　l 

粘り強く 取り組む �認諾禁二　　　　　　言 

音の波形を表す。 ・オシロスコープ ・PCソフト 菅についてまとめる。 �漁り逼って 次へつなげる �撞・技能とする。 �さを・二、三一割 知鮭や杜絶を 概念化する 



【単元デザイン例　高等学校　国語（国語表現）】

・知識・技能を活用し、資質・能力の確実な定着を図る。 

・生徒自身が評価規準をもつことで、身に付けたい資質・能力を明確にする。 

1　単元名　　「表現を工夫しながら民話を語るJ

2　単元の目標

・民話の内容を的確に聞き取り、自分の言葉で表現を工夫しながら効果的に語る。

3　単元の指導計画と学びの実践ポイント（全7時間）

決戦） �学習内容 �主体的な学び ��対話的な学び ��深い学び 

1（1） （2） �単元の学習の日拝（近隣幼稚間での 発表）を共有する。 �牒 �� ��d 十十＋ 1 

グループで協働し 
民話の冨昏り（録音）を聞き、あらす ���がら、「聞く」技能 

じをノートにまとめるし �で慧賢　ポイントをつかむ。 

前時に作成した「民話〝）あらすじ」 をグループ内で共有し、内容を精選 � ��誼軒 は畿 連山♯ �一麺 決する �躯リ 】 

する。 �����知撫・技能 を甘縛する 

2（3） （4） l（5） �「民話のあらすじ」をもとに、グルー �生徒自身がルーフリッ 
プで民話を語る時の効果的な表現方 � ��クを作成することで、 

法の工夫を考える。 �育成したい資賃・能力 
＼、を共有する。 

前時の学習活動をもとに、民話を語 る際のループリ・・クをグループ▼－と �‡ ��クループで協働しな　二 

〇′ポ　　ッ に作成するr �見通しを ・斉つ ��がら、「喜吉す」技能の ポイントをつかむ。 

ト● ��i■ 

作成したループリックに基づき、語 りの練習をしながら、ループリック ���と i ��娠 

の内容を再検討する。 �粘り鶏く 七り槌む　‾ ��拉申して 任用臨決する ��灯比・吐能 を轡得する 

3（6） �実際に近隣の幼稚園に出向き、幼稚 � �lCT機器やループリッ �� �‡凄‡ 
園児に向けた「お話しの会」を行う。 ��クを用いながら、学び 

自身の　r雷吾り！の様子をビデオ録画 ��のメタ認知を促す。 

する。 �����知鑓・往た ．を活用する 

4（7） �前時の録画を見ながら、ルーブリッ クを用いて自身のr語り」を自己評 �‘痛む ��話す技能の習得だけで 

価する。 ���なく、「伝えたい」とい 

ヰり遮って 次へつなげる ��＿　う思いを育てる。 

ー8－

【単元デザイン例　高等学校　理科（化学基礎）】

・理科のr見方・考え方」を働かせて問題解決に取り組むことを意識した指導計画を立て 

る。 

・実験等から、探究する能力と態度を育てるとともに基本的な概念や法則を理解させる。 

1　単元名　　「化学反応式」

2　ヰ元の目標

・中学校での既習事項を基本とし、化学反応に関与する物質とその量的関係を表すことができるよう

にする、，

・反応に関与する物質の質量や体積の間に成り立つ関係を物質量と関連付けて扱い、物質の変化量を

化学反応式から求めることができるようにする。

・科学的に探究しようとする態度を集うとともに，自然を総合的に見ることができるようにする，

3　単元の指導計画と学びの実践ポイント（全5時間）

次柵 �l 　　　　　学習内容 �主体的な学び �対義宗蒜‾‾「「訂毒諒「 

111（lト （2） （3） （4） （5） �化学反応式の作り方を理解する。 ・†宗教の決定 ・イオン反応式 � �！ll 書芸言㌘賦軌ながら　璽 

振り返って 次へつなげる � �i 王 

化学反応式の量的関様を兄いだす。 �⑯ 取。組む �1 
・係数の比と物質丘の比 ・係数の比と体積の比 ��ら、蚤的閣僚について曙解する。 

l 

化学反応の丑的関係について基本的 �欄 �輌 � 
な実験を行う。 ��� 

（酸化カルシウムと水の反応） ��� 

・仮説の設定 �興味や前心 を高める �協働してl 評摺解決する】 � 

・実験計画の立案 � �� 

化学反応の丑的関係について発展的 な実験を行う1。 � �串 � 

（炭酸カルシウムと塩酸の反応） ��� 

※物理基礎の内容とも関連する発展 ��� 

的内容 �見為しを 持つ �思考を表現に 置き換える � 

実験結果を共有し現象を考察する。 ※既習事項や他科目で得た知識など と関連付けて理解する。 � �輌 � 

振り返って �互いの考え �知識・技能 
次へつなげる �を比較する �を活用する 

－9－



【拐材デザイン例　高等学校　芸術（青菜1）】

・知臓・技能を活用し、 �音楽表現の創意工夫に係る力を青む。 

・生徒が主体的に歌唱 �象現を追求する増面を設定する。 

1　顆村名　　　rドイツ歌曲を歌おう～野ばら～」

2　題材の目標
・ドイツ歌曲の曲想を歌詞の内容や楽曲の背景と関わらせて感じ取り、イメーンを持って歌ったり

作曲者及び演葵者にとる安現の特徴などを理解して味わって暗いたりする。

3　単元の指導計画と学びの実践ポイント（全7時間）

次版l �学習内容 �主体的な学び‡対話的な学び �������深い学び 

1（】） （2） （3） （一1） �機材の目梓を共有する。 �：■＼●　　　中学校で学習し ������� 

「野ばら」を鑑賞し、既習曲 �」。婆 を轟‖わも ���た内容と関連付 ��� 

「魔王j　との曲想の違いに関心 ���� �け、曲想の遭い �� 

を持つ。 ����に気付く． 

グ／レ一一プごとにテーマを決め、 作曲者シューベルトや作詞者ゲ ーテなど曲を取り巻く歴史的背 � �曲想と雷楽の構 造や歌詞の内容 ��輌 ����1 

泉にノ〕いて弼ペる。 � �及び曲の背景と の間わりについ て調べ、一体的 に理解する。 � �l豊艶して ■■■ユ丁も 

前時でまとめた内容について発 � �� �多作な†暮8 書中■丁も ���� 

表し合い、楽曲の背景について � �得た知三頚を共布 

理解を深める。 � �する。 ������血旗・事Ilと 音響■する 

2（5） （6） �r野ばら」抄表情や味わい、歌 詞が表す心情などを生かし、楽 曲にふさわしい音楽表現を工夫 �貼り騒く 取り‘lむ ��� �軟壇栗規に関わ る知識や技能を ���漉 

する。 �����得たり生かした りしながら、曲 にふさ†）しい歌 唱表現を創意工 夫する。 �� �如濾・抜取 を活用する 

前時に考えた自己の表現意図を 意識して、「野ばら」を歌唱する。 � ��� ��� �燵葺 静た喀ものを lIり上げる 

3（7） �これまでの学習をふまえて「冬 �埜】■． ���」れまでに習得 �� �� 
の旅」（抜粋）を鑑賞する。楽 ����した知識を活用 

曲や演奏を解釈し、よさや美し ���� �し、曲想と膏薬 　　‾Jな 

さを創造的に味わう。 �kJ逼って 次へつむけち ���の隠達を考えな がら僅逼する。 

－10－ ー11－



資　料　編

Pl～　幼稚園、小学校、中学校、高等学校及び特別支援学校の

学習指導要領等の改善及び必要な方策等について（答申）

p4～　小学校学習枯渇要領解説総則招

p6～　平成30年度次世代教育推進セミナー

「ちl］b子の字び変事」要項

p8～　各那科等における見方・考え方一覧（r主体的・対話的で

深い学びの推進プロジェクト」縄簾）

ご郊綾乃進化レ若　　　　　　　　　等学符で署買てい署ごと怯、世
人ぷ1か滝澤ぎゃあ海鼠l　　　　　　　　　　　絹代力空触ノたら
なぐな三の’甘疑いかe　　　　　　　　　強敵ノ省くな悪のではない′l’e

子供たちに、情報化やグローバル化など急激な社会的変化の中でも、

未来の創り手となるために必要な資質・能力を
確実に備えることのできる学校教育を発現する。

よりよい学校教育を損じて、よりよい社会を作るという目標を学校と社会が其宿して実現

社会や琶芝の猪滝が変化し、ロ的な艶、さが成良を支える成籍社会に措汚していく中て　弘淵如
のは．定められた手緩在朝霊的にこなしていくにととまらす、債権を遥かに揖かせながら、このよう㈱って
いくの虹とのように社会や人生をよりよいものにしていくのかな考え、ま借紺こ呈撒て月5願望引き拝し、
自分なりt誹行謂漬したり、多等鰍†）して、新たな僑倍を生み出していくことであるというごと、そ
のためには竺きて兇i矩揃を含む、こ撒与の時篤に黍めう瞞・磁力を軍使東野で育成していくことか登葦で
あるということ告．学校と誰含とが特車の漂流として持つごとがで已壷也にある。

4

出典　幼稚遡、小芋校、申字校、苺等学校及び描副文は苧伐の字訓口凛乎硯等の改監査ひ必野な方策等について（≡呼）平成28年12月21日

るようにするのかを明確にしながら、社会との連携・協1秒こよりその実現を囲っていくミJ

＜社会に開かれた教育課程＞

く：を）社会や世界の状況を幅広く磯野に入れ、よりよい学校教育を通じてより

よい社会を創るという日原を持ち、教育課梅を介してその日横を社会と
共有していくこと。

②これからの社会を創り出していく子供たちが、社会や甘糾こ向きか、関
わ　餅、、自分の人生を切り揃いでもくために求められる資質巨能力とは

何かを、教昏課程において明確化し育んでしくこと。

③軟骨課程の実施に当たって、地域の人的・物的資源を活用したり、政雄
後や土咄日等を活用した社会教育との連携を凶ったりし、学校教育を学
校内に閉じずに、その日指すところを社会と共有・連携しながら実現させ
ること。

出典　幼稚8m小字瓜甲芋校、詔等軍使及び1別重婚字種の学習指導要領等の改裏及び必要な万場等について（苔剛平成28年12月21【
－18－



よりよい讐佼桝を通じてよりよい社会を椚るという日■を共有し、
社会と連携・協嶋しながら、未来の鋼り手となるために必事な賊・能力を■む

r社会に聞かれた緻雷疇鶉」の実現

個を学ぶか

轟しい■代に鼻丁となも鷺ト¶力t暮暮えた
■鶉欄旧雷の■書やb■・内書の■叶し

小字枚の外掴書の教科化、■投の新科目「公共jの
斬Ilなど

名簿科鬱で青む■■島力を明柵化し、目儀や内打を船
内に示す

攣t内■胡鵬は行わないk

卜蟄鵬に争点か．Ⅰ 
重傷〇・瞥竃廿で霊l呼び（17クナイブ・ 

ろ■1・■カモ書虞 の1杓改■ 

モサし蠣Ttた駄■”■¢■ma枕■臆i■扁亜i二【　【　－▼▼▼▼－16

出輿：幼稚址、小芋軋中字校、筍等宇伐及川万別支抜手校の字日清凛準韻等の故老及び必要な方弧等について惜申）平成28年12月21日

［馳かな瑚最を
総合的にとらえて繊造化

7

出典＝幼稚阻小字校、中字便、橋等字校及び1音別重雄字枝の芋粥指事守護零の故事及び必蓼な方策零について描申）平成28年12月21日
一2－

l rアクティブ・ラー二ンク」の3つの諷点を明碓化することで、綬1や事習の放鳥に向けた取組を活性化することがで瞥石．これに上り．
細孔・技能を生きて働くものとして首得することを含め、育成を目指す榊・能力を凱こつけるために必苛な事習遇梓の賞的放す有期す
5．

1貴方・能力は相互に闊達しており．例えば、芭謁・消用・投光のプロセスにおいては、恕博された邦雄複線が愚考・判断・表現において

議用されるという一方通行の問係ではなく．監事・判酢・表現を樟て知i・嬢廉が生きて㈲くものとして爾博されたり、思考・判緋票規の中
で細■・技能が更新されたりすることなども含む。

■吊㌧杭か1、′‘⊥軋’・猪管ウお門にこ鼠び水圧もイ＿る打たrおいても、　ズ一・やミJlの担負わ、ゝTFj内．う分完いトロ叶鉦JI．71．つ鳥．In・ノ、　しけ

Fて′」の罠膏か一うでこナへこ那よやL！ノ千・引き出すこItねとか　哲であう

12

出典．幻】稚園、小学校、中芋l変、窮等芋Ⅰ史及び特別立は字伐の宇田指彊要領苛の改琶及び必要な方弧野について（許や）平成28年12月21日

【主体的な学び】
学ぶことに■味や神仏lを持ち、自己のキャリア形

成の万昆性と聞遭付けなから．見通しを持って貼り
オく取り縮み、自己の芋官話むを振り退って次につ
なげるr三体的抜学び」。伊実損できているか。

【胃】
・攣ぶことに■書や■心を持ち、中箱1、見通しき

持って15りオく取り■むとともに、自らの事亨琶ま
とめiり逼り、次の事Tにつなげる

・「キャリア・パスポート（転椿）」などを結用し、

自らのワ瞥状況やキャリア形成憂晃遇したり、攣り
遮ったりする

【対話的な学び】　　　　　訝り
子供同士の協取、数十員や地iiの人との珂臥先占の考え

方を車齢かり⊂考えること等誉適－じ、自己の苓えを広げ深め
る　対話的な学び　か賽環できているれ

【帆】
・翼社会で飽く人々か礪凛・場tして社会に見られるFtを解決

している達吉■べたり、事社会の人々の鱈モ■いたりすること
で自らの与えを広める

・あらかじ用人で考えたことを．書見交＃したり．■翳したり

することでポたな考え方に舶付いたり、自分のちえ号より更
当なものとしだりすろ

・　子供覆土の封拓に加え、手前と虹員、子属と側の人．事を適

して事の作薔などとの粥鱈をlさる
li

【深い学び】
零■・活用・探究という攣びの過程の中で、各飯科等の

絹■に癒じた「員カ・考え方」をtかせながら、m肇を相
互に知1付けてより深く理靡したり、慎媚を1蓋して考え
を形成したり、何遍を兄いだして解決策を考えたり、思い
や毒見を蔓に劇遷したりすることにぬかう「穐い掌び」か
糊できているか．

【憫】
・■■の中から自ら問いを兄いだし．■■の遥箕、■■の■

決を行う間の書方に℡り裾も
・■暮した惰■を暮に自分の考えを形威したり、目的や1膏、

状況轡に応じて伝えきつたり．考えを伝え合うことを適して
■虚としての讐貴書財慮したりしていく

・■性を融かせて、1いや雪え空事に．tかに暮章やttを

■適していく

出典■地相鳳小祁・中辛茂・郡引受孜のj別支使手闘）軍攣考専横邪のdi及び必事な方椚翳について（告別平底28年12月21日



資質・能力に関する学習指導要領の記述（抜粋）

第3章　教育課程の編成及び実施 
第1節　小学校教育の基本と教育課程の役割 
3　育成を目指す賓賃・能力（第’1章第1の3） 

13　2の（1沖、ら（3）までに掲げる内容の実現を図り，豊かな創造性を備え ��月 

持続可能な社会の創り手となることが期待される児童に．生きる力を 
育むことを目指すに当たっては，学校教育全体並びに各教科，道徳科， 
外国語活動，総合的な学習の時間及び特別活動（以下「各教科等」と 
いう。ただし，第2の3のく2）のア及びりにおいて，特別活動について 

は学級活動（学校給食に係るものを除く。）に限る。）の指導を通してど 
のような資質・能力の育成を月指すのかを明確にしながら，教育活動 
の充実を図るものとする。その際，児童の発達の段階や特性等を踏ま 
えつつ，次に掲げることが偏りなく実現できるようにするものとする。 

（1）知識及び技能が習得されるようにすること。 
■　（2）思考九　判断九　表現力等を育成すること。 

（3）学びに向かう九　人間性等を酒養すること 

出典：Hl字校芋閉脚石見繍摘」平成29年7 

主体的・対話的で深い学びの実現に向けた授業改善に関する
学習指導要領の記述（抜粋）①

第3節　教育課程の実施と学習評価 
1　主体的・対話的で深い学びの実現に向けた授業改善 
（1）主体的・対話的で深い学びの実現に向けた授業改善（第1童第3の1の川） 

（1）第1の3の（1）から（3）までに示すことが偏りなく実現されるよう．単元 � 
や題材など内容や時間のまとまりを見通しながら，児童の主体的・対話 
的で深い学びの実現に向けた授業改善を行うこと。 
特に，各教科等において身に付けた知識及び技能を活用したり，思考▼ 

九　判断九　表現力等や学びに向かう九　人間性等を発揮させたりして， 
学習の対象となる物事を捉え思考することにより，各教科等の特質に応 
じた物事を捉える視点や考え方（以下「見方・考え方」という。）が鍛 
えられていくことに留意し，児童が各教科等の特質に応じた見方・考え 
方を働かせながら，知識を相互に関連付けてより深く理解したり，情報 
を精査して考えを形成したり，問題を兄いだして解決策を考えたり，思 
いや考えを基に創造したりすることに向かう学習の過程を重視した学習 
の充実を図ること。 

出典：Ⅲ＼学校学識脚説経則編」平成お年7月 

主体的・対話的で深い学びの実現に向けた授業改善に関する
学習指導要領の記述（抜粋）②

主体的・対話的で深い学びの実現に向けた授業改善の具体的な内容について
は，中央教育審議会答申において，以下の三つの視点に立った授業改善を行う
ことが示されている。教科等の特質を踏まえ，具体的な学習内容や児童の状況
等に応じて，これらの視点の具体的な内容を手掛かりに，質の高い学びを実現
し，学習内容を深く理解し，資質・能力を身に付け，生涯にわたって能動的
（アクティブ）に学び続けるようにすることが求められている。
（∋　学ぶことに興味や関心を持ち，自己のキャリア形成の方向性と関連付

けながら，見通しをもって粘り強く取り組み，自己の学習活動を振り返
って次につなげる「主体的な学び」が実現できているかという視点。

（∋　子供同士の協働，教職員や地域の人との対話，先哲の考え方を手掛か
りに考えること等を通じ　自己の考えを広げ深める「対話的な学びj　が
実現できているかという視点。

③　習得・活用・探究という学びの過程の中で，各教科等の特質に応じた
「見方・考え方」を働かせながら，知識を相互に関連付けてより深く理解
したり，情報を精査して考えを形成したり，問題を兄いだして解決策を考
えたり，思いや考えを基に創造したりすることに向かう「深い学び」が実
現できているかという視点。

出典：「小芋職掌謝誕招育鮪説紛腫」平成29年7月

主体的・対話的で深い学びの実現に向けた授業改善に関する
学習指導要領の記述（抜粋）③

また，主体的・対話的で深い学びは，必ずしも1単位時間の授業の中で全てが
実現されるものではなく，単元や適材など内容や時間のまとまりを見通して．
例えば，主体的に学習に取り組めるよう学習の見通しを立てたり学習したこと
を振り返ったりして自身の学びや変容を自覚できる場面をどこに設定するか，
対話によって自分の考えなどを広げたり深めたりする場面をどこに設定するか，
学びの深まりをつくりだすために，児童が考える場面と教師が教える場面をど
のように組み立てるか，といった観点で授業改善を進めることが重要となる。

すなわち．主体的・対話的で深い学びの実現に向けた授業改善を考えることは
単元や題材など内容や時間のまとまりをどのように構成するかというデザイン
を考えることに他ならない。
主体的・対話的で深い学びの実現を目指して授業改善を進めるに当たり，特

に「深い学び」の視点に関して，各教科等の学びの深まりの鍵となるのが「見
方・考え方」である。各教科等の特質に応じた物事を捉える視点や考え方であ
る「見方・考え方」は，新しい知識及び技能を既にもっている知識及び技能と
結び付けながら社会の中で生きて働くものとして習得したり，思考力，判断九
表現力等を豊かなものとしたり，社会や世界にどのように関わるかの視座を形
成したりするために重要なものであり，習得・活用・探究という学びの過程の
中で働かせることを通じて，より質の高い深い学びにつなげることが重要であ
る。　　　　　　　　　　　　　　　　出典：H開脚院見破楓平成29年7月
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l各教科等における見方・考え方】
教科 �小・封1夏　　　　　1　　　　　小学校　　　　　l　　　　　高等学校 

lLI1．浩 �こ一言葉に上る姐万・考え方を肋かせるとは，規範（生徒）が学習の中 ��で，主・ナ象と言葉，言葉とご葉との 紆陳を．言葉の．紗味，働きIJ吏し、方1引こ着日して捉えたi）問い庇 ��したりして，言葉への甘党を高め 
ること． 

社会 �社会的邪教の意味や．江．‰▲　特色 �手L会科，他矧は吏札　公比科の侍所に応じた見方・考え方の総称 
や相互のl甘通を考察したり，礼 �で，社会的■耳免等のぶ．味や．払義． �特色や相互のlM通を考容した 
会に見られる．脱闇を把捉して， �り，祉会に見られる．漁旭を杷挿して，その解決に向けて構想した 

地理歴史 公民 �そ〝）解決に向けて構想したりす 引際の「視点や方法（考え 方）」 �りする際の　r視点や方法（考え方）」。 

算登 独学 �邪象を独位やl剛形及びそれらの �・打免を，数量や図形及びそれらげ �）某I係などにポ目して捉え，論理 旧係などにJi目して捉え．根拠 をA引こ筋道を克てて考え．統合 的・登屁的に考えること。 �的．統斜l勺・華蝦的に考えること。 

Jlll科 �弼題解決の過程において．自然 �自然の≠物・現象を，班的・旭1 �勺な聞係や畔桐的・空lW的な一針係 

の‾事物・現免をどのような欄点 �などの科学的な視点で捉え．比較したり，関係付けたりするなど 
で捉えるかというr見方」につ いては，「エネルギー」を柱と する御杖では，主として紋的・ l揖保的な視点で捉えることが， 「粒子・」を住とする指1城でl丸 1三として腎的・矢作的な視点で 捉えることれ「生命」を封三と する拝域では，i三として多は性 とル適作の視点で捉えること が．「地球」を住とする領域で は，†二として＝棚卸小一相聞的な 視点で兄えることが．それぞれ の領域におけら勅勘的な配点と して鮫即することができる。 問題解決の過程において1ど のような考え方で思考していく かという「ちえ方」について 「Lリ川1二がl硯卸町決の過程の中 で川いる，比慎，関係付け．条 件制御．多Ir】i的に考えることな どを「考えノカとして盤理する ことができろ。 �の科学的に探究するノブ法をf肌、て考えること。 

ノ．ト．清 �身近な生楢に【判わる兄ノJi考え 方で，身近な人々，社会及び臼 然をH分との関わりで捉え．よ りよい生前にド■】けて一l思いや願い を尖現しようとすること。 � � 

洋楽 �音楽に対する感川＿を働かせ，藷 �音楽に対する感性を働かせ．抒 �感性を働かせ，′昔や汀楽を，音 
や洋楽を．洋楽を形づくってい �や洋楽を，音楽をJIケづくってい �楽を形づくっている要素とその 
る1あき某とその鋤きの視点で捉 �る要束とその挽きの視点で捉 �働きの視点で捉え．自己のイ 

芸術 �え，自己のイメージや感情，勺二 �え，自己のイメージや感情，生 �メージや感情．洋楽の文化的・ 
（洋楽） �活や丈化などとl呈・1址付けるこ �活や社会，伝統や文化などとlリ】 �雌史的骨旗などと閑適付けるこ 

と。 �辿付けることの �とハ 

図両L作 �造形的な見方・考え方とは．域 �造彬的な見方・考え方とは一　夫 �造形的な見方・考え方とは，夫 

性や想像ノ」を働かせ，対象や二・It �術科の特矧こ応じた物車を捉え �僻村の抑留に応じた物一打を捉え‾ 
象を，形や色なと〝）造形的な視 �る阻点や考え方として，表現及 �る視点や考え方として．表現及 
たで捉え，自分のイメージをも �び鑑賞の溝助を通して，よさや �び鑑賞の精勤を通して．感性や 
ちながら意陳や価偶をつくりだ �美しきなどの価竹や心情などを �美．注乱　恕像力を働かせ，対象 

美術 �ナこと。 �感じ取る力である域性や．想像 �や小魚を造形的な視点で捉え， 
蓑的 ��力を触かせ　対象や■軒免を造形 �自分としての意味や価鵬をつく 
（美術） ��的な視点で捉え．11分としての 意嫌や曲折をつくりだすこと。 �りだすこと。 

一8－

【各教科ミ封こおける見方・ぢえ方】
教科 �小学校 �叩学校　　　　　l　　　　　高等ギ‥伎 

件存 �／h作にわたる㍑かなスホーツラ �体育の見方・考え方については，′＿Li阻こわたる㍑かなスポーツラ 

イ7を実現する純血を踏まえ． r－rl �イフを実現する触点を踏まえ． �r運動やスポーツを，その 人　▼■　　－I▼＝一 �肌や 
運動やスホーツを．ての価鵬 や抑†生：こ弟目して，楽しさや＃ � ��t）■ えん 

の配点から捉え，【：l己の適廿等I �こ応じたアする・みる・員 
びとともに伸力の向ヒに県たす �知る』の多様な捌りガと関連付けること」．【某蝕の姐ん・ 
役調の軋・JAから捉え．】；ILの適 性′封‾止■じた『すス・み7・文 �については，■疾病や侮1㌔：を防lLづ いを屯祝した址症に闘するは・†・を �‾るとともに．′し．溝の明や′ 一踏まえ　用別人及び封余′ �こきが ・∫∫い 

保馳体育 �．．ヽJ・ヽ＿・一　〇←●eワJp えろ・知る』の多はなl牲わり方 �、＿　▲一、＿、1」　こ）． おける心地や†l■i報を，腱鹿や安全 �1　　　　　＿⊥ヽ －＿にl￥lするJJi州や収念に弟 �irlt－ して る．G■ミ 

と闇迎刊’けること」っ �捉え．疾病等のリネクの畔減や生前の門の向L　址康を支ズ 
暁づくりと1乱追付けること」， 

技術・家庭 �「生溝の吾みに係る見方・考え �「く仁清の営みに係る見カ・考え �生溝の営みに係る見方・考え 

ノノj �万」 �方」 

家族や家庭．衣食住，沼津や �家族や家庭，衣食住，椚津や �生泥にわたって，自立 �し典に 
糀境などに係る†1三宿ホ象を．協 �環境などに係る生活車憩を，軌 �生きる生活を創造するた捌こ－ 
力・協働，触り巨快適・安全． �力・l触，腱康・・肝適・安全． �家庭科が学習対象としている家 
生活史化の鵜水・創造，持純可 �生活文化〝）湖水・創造，持続可 �族や家庭．衣允住，消潤や環境 
籠な社会の構築等の視点で捉 �碓な社会の構築等の祝．且で捉 �などに係る生暗中顔を．′ �偶力・ 
え，よりよい生活を営むために �え，上りよい生活を営むために �払軌　腱康・快適・安全，生活 

家庭 �Ⅰ二夫すること。 �．r二大すること。 �文化の縄承・釦造．特続可佗尤 
r技術の見方・考えガ」 �社会の構頓等〃視点で捉え，上 

生才．号や社会における車免を， 技術とのIuわりの視点で捉え， 社会からの要求安や性環境 仇荷や雉済作などに前日してIj 71・テをJlと退化rl‾ること、 �り．い、勺三活をでく・むために．1二夫す ること、， 

外川認・ �「外H語に上るコミュニケーショ �ンにおける見方・考えJJ‾」とは， �外H．i七にしろコミュニケーショ 

ンの中で，どのような批∴・、で拍車を捉え，どのような考えノノて旭、月 ��プしていくのかという．拍車を促 
える視点や考えん‾であり，「外H誹で衣現し伝え合うため，外Ll・】．了】 ��貞一やその・伴址にあら文化を，社会 
や世札　他薪とのl封わりに弟目し �て捉え．コミュニケーションを看 �丁う目的や場Ini，状兄二・iにJJ �さじ 
て，うー川iを櫓理しながら考えなどを形成し，lrf偶数J‾ることJ’⊃ 

特別の教科 �様々な車象を道徳的諸価値をもと �に11己とのl封わりで（広い視野 � から）多面的・多角的にとらえ， �l：I己の（人川としての）生き方 

道徳 �について考えること。 

総合的な写■ 君の時刷 総合的な探 究の時問 �呑教錆等における見方・考え方を総合的に清川して．広範な■車扱 ��各教科・杵郎一；；における兄力■・ 

を多様な角度から伯推して捉え， �実社会・実4二活の成規を探究 �考え方を総合的・統合的に清川 
し，自己の生き方を†7削、続けるという総合的な学習の11・帥】の軒朋 ��して，広範で複雑な事象を �一多も！之 
に応じた粗方・考え方を，探究的な兄カ・考え方と呼ぶ。 ��な用度から的l酌して捉え，実社 会・実生活の課程を探究し．n 己の在力■ノトき方を問い続ける という総合的な探究の時描】の特 酌■に応じた兄カ・考え方を．探 究の見方・考え方と呼ぶ． 

特別活動 �F乱川や社会刷rれ文相としての兄ノブ・与えノノ」を働かせるという ��免川や什会の形力父君■とし �て〝） 

こと托，各教科等の兄力’・考えノノ �を総斜的に働かせながら，l．■】己 �札ガ・考えノブ」を・勅かせるとい 
及び亀川や社会の問題を捉えいより．よい入関Ⅶ保の形成，よりよ ��うことは，各こ投手斗・科目竿 �1の札 
い乱闘生活の構簾や字．L会への苓l仙 �「及びl‘1己の冥現に向けた実践に �ノブ・考えノノをだ含的に硯力 �ーせな 
結び仙ナるこ．と。 ��がら，l：l己及び塩川や社会叫HJ 旭を捉え．Lりよい人肌澱1係の 形成．上り上い張】‾叶牛情の精壕 や社会への参両塊．び1三1己の黒坂 に向けた実践に結び付けるこ と。 
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【各教科墨に �おける粗方・考えカ】 
教科 �′卜芋は �り巨；ご：伎 �l甘等学伎 

エ什r り王道） � � �iIj：の特机に即して的加を捉えろ 視点や考え方をいい．感性を机 かせ．．1‡を，おを構成する要素 やそれらが純正に関連する働き の批点で捉え，ガかれた言葉 や．燻史的詔軋一生清や礼会， 諸文化などとのlMわりから，，1I の来場〝）．ロ：妹や佃師を兄いだす こと。 

tl■l描 � � �r情榔こ倒する科学的な兄カ・ 考え方Jは．「事象を．清川と その結び付きとして捉え，情拍 技師の適切かつ効果的な清川 （プログラミング，モデル化と シミュレーションを行ったり情 用デザインを適用したりするこ と昔）に．1こり，新たな情細に山 桃墜すること」。 

班！敬 � � �1数学的な見方・考え方や班l科 の兄力■・キえノブを射1み合わせろ などして働かせ」のうらr独学 的な見方・考え方Jは．11梢を 奴杭やl礼服及びそれらのIM係な どに茄目して捉え，論鞘的．統 合的t懸鵬的．体系的に与える こと。また，丹膵iの見方・考 え方Jとは．自然の胴勿・現象 を．賃約・音読的な旧任や叫l旧 的・空l神町な間榛などの祐hlで 捉え．比較したり．関係付けた りするなどの探究する方法を用 いて考えること。 

拙典
り卜㌔伐ノ；J：封指舟一針仇帖戊，紀則砧、回．17に軋　封金偏、算数緑、哩卜偏、生活細、行楽山、机両l作祖、滋庭細、休肯如、
外何局i清肘い外川】行毎、特別の教科道徳甑、松倉的な学習のl判乳如、情別に動髄（叩成29咋7Jl）

・中学校■L相川導哩仇解説　緑川M、1日．▲偏、社会鮎　打f鍼、理卜餌、iT楽摘、美術崩、保触陣容鍼、技蓉・家配絹、

外国講説、特別．敦科遺徳お、総合的な′円のl潮岬隠．拍別精勤緑（ヤ成盟や7月）
・■廿等守宥日月封■1や・首領右r巨竜　魁1uh、FT7詰鶴、地理歴史鎚、公民編、故′f・錮・理放く主として埠門け・紺こおいては1遣さ

れる教科l H、理科那t51■放（丸として専門・一打lにおいて肌蓑される敷持）Id、保恍〝、子r溢
外国語如・英語‘領、‘g厄（各一一日に粍一重する厳科）細、捕観絹（各丁‾科に持通する敷fキ）紬

エ裾ね・持宝鮎・丈翫Id
理数（各一丁－科に北辺する

教科）如、壮行イlりなは‘先の時lii胤、用は動紬（平成30fr7月）
幼稚凧I、小学抜、申一芋校、高等草色及び特別友蟻学位の・‾声で川i帝やi一㍍；の政や及び必皿な方苅閏に′〉いて（今川り

（、ド戌2帥－】2上り

－10－



第6次研究（3か年研究）1年目のまとめ（成果と課題） 

2023．2．16　全体研究

今年度の各研究課題別グループの日常的な活動や1月13日の校内研究交流会の資料及
び報告を受け、研究の成果と課題を各グループことにまとめた。また、本日の全体研究に
おいて確認された内容や助言を追加して研究集録の内容とする。

（1）研究の成果

ア　各グループの成果
グループ名 �主な成果 

l　　C　　T �①授業つくりでは、作業学習に視点を置きICT機器を使ってどのよ うに展開できるか検討できた。（調べ学習、計算など）実際の作 

業場面での使用の困難さという課題が見えた。 

②モラルの学習については、関係部署と連携し迅速に対応できた。 
（保管場所、持ち出しパックの購入など） 

③1人1台端末になり、ICT教毒への意識がより高まり、意欲的に取 

り組める生徒が増えた。 

指　　導　　法 �（9発達障害者支援法における定義に基づき、本校の指導に活用でき るよう3つの研究グループで取り組むことができた。 

②それぞれの障害の特性について資料や文献を集め、基本的な定義 
や特性をまとめることで、当事者が抱える困難を見つめなおすこ 
とができた。 

③内容を精査するために、指導上の悩みを共有し、各グループとも 
5項目で共通に整理することができた。このことを通して、障害 

についての理解を深め、知識を改めて整理し、日々の指導を振り 

返るきっかけとなった。 

④文献をまとめることで、根拠に基づいた授業つくりなどで参考と 
なる資料が作成できた。 

観点別評価 �①今年度より1学年の個別の指導計画の評価に導入されたが、実際 に作成してみての良かった点と課題点、記述の実際についてまと 

めることができた。（文字数の制限、記述の難しさ、記述の工夫、 

実践の積み重ねの必要性、評価基準の見直しと精査・活用） 

②観点別評価の視点を取り入れて授業を行うことで、三観点で生徒 
を多角的に観察しようとする意識が高まった。 

③特別支援教育に関する観点別評価についての参考文献や資料を発 
掘できた。今後、共有する方法を考えたい。 

キャリア教育 �①グループ内で「OKSライフキャリアプランの理解と活用」と「キ ヤリアカウンセリングの充実」について現状の課題を共有できた。 

（様式の保管場所が点在、様式の構造が難解、項‾白が多く分かり 
．にくい、日常的なアプローチの必要性、進路希望とのつながり 

など） 

②キャリアカウンセリングの充実に向けて、「学校生活の柱となる 
効果的な実施方法の検討」「様式のつながりの分かりにくさ、活 

用の難しさの解消」に取り組むことができた。 
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③現状を多角的に把握するため、キャリアカウンセリングに関わる 
職員を対象としたアンケートを実施し、実践に基づく様々な意見 

を集めることができた。 

（担当者の様々な工夫点の共有、項目の曖昧さ、使用する様式の 

多さ、活動の煩雑さなどで教材が活用しきれていない、など） 

④「キャリアカウンセリングシート」と「自己チェックシート」の 

改訂を行うことができた。（本人の希望等の記載欄、4段階の評価 
基準、レーダーチャートによる表示） 

道　　　　　徳 �①特別支援学校における「特別の教科　道徳」の今後の在り方や授 業づくりについて理解を深めることができた。 

②新2、3学年で活用できそうな教材を整理できた。 
③令和3年度に作成した年間指導計画について、学年進行に合わせ 

指導内容を、他校の例も参考に検討、見直し、3学年分の改訂版 
を作成することができた。 

授業づく　り �①本校における授業づくりに関する研究成果の確認ができた。 （アクティブ・ラーニング、合理的配慮、対話的な授業） 

②日々の授業で心がけているポイントを共有できた。 
③「主体的で対話的な深い学び」の実践事例の発掘を行い、授業改 

善のポイントとして確認できた。 

④実践事例として「実現したい子どもの姿を表したピクトグラム」 
は、指導計画に有効活用でさそう。 

⑤「本校としての授業づくりについて」・検討し、日々の授業つくり 
における工夫点を共有したり、授業づくり視点について確認でき 

た。（できる状況づくり、働く生活に必要な力、経験的・活動的 

な学習など） 

イ　全体に共通した成果

「研究課題の解決に必要な理論を学び合う」ことをサブテーマとした今年度は、どの 

グループも文献や過去の研究成果などをもとに理論研究を行い、一定の成果を収めた 
と言える。これらの成果を「研究集録」として活用できる形にまとめ、次年度の校内 

研究の中で役立てていくことを期待したい。 

（2）研究の課題

ア　各グループの課題
∴グル＿ヰフ名‾‾r－ �∴重な諌鹿＿－‾ 

l　　C　　　T �（D作業学習における端末機器の効果的な使用方法の検討（作業日誌 と現場実習日誌のリンクなど） 

②機等の使い方について、一般的、常識的な「約束事」の指導 
（学級指導などでは、日常的でパラツキのない指導が重要） 

③教科「情報」の「基底となる指導計画」の作成 
④lCT教育に必要な基本的なスキルの向上（PCのスキルアップ、モ 

ラルやマナーの学習など） 

指　　導・法 �①実践の悩みを解決するような資料にするためには、指導のボイン 卜などについて、もっと多くの文献を研究する必要がある。 

②生徒の抱える困難や問題行動について「なぜ、どうして」という 
メカニズムまで分析を深める必要性を感じた。 

③なぜこの指導が必要なのか、理論立てて更に実践していけるよう 
にする必要性を感じた。 



観点別評価 �①公正で客観的な評価を行うために、過去の研究成果を、現在の評 価に合わせて見直し、活用する。（記述方法、本校の実践の積み 

重ね） 
②三観点を意識した授業の工夫については、教育目標を明確化し、 

授業と評価が一体化するように、授業を組み立てることが有効で 

ある。そのために全ての生徒に対して、内的な面も含めた客観的 

な実態把握と評価の根拠となる資料の収集が課題である。 

キャリア教育 �①「OKSライフキャリアプランの理解と活用」については、課題点 に対する取り組みには至らなかった。 

②「キャリアカウンセリングの充実」については、実践例の作成に 
はならなかった。 

③「キャリアパスポートの取り組み万」については、書式などを検 

討していく。 

道　　　　　徳 �①年間指導計画との整合性を図り、内容を学年ごとに整理する。 ②活用しやすいように暗案やワークシートなどをアップデートして 
いく。 

③取り扱わなかった題材についても今後研究していく。 

④「特別の教科　道徳」の年間指導計画の様式を、他教科と同様に 
学年ごとに作成する。 

⑤「基底となる指導計画」を更新する。 

授業つく　り �①授業づくりのポイントについて共有を図ったが、これら．のボイン 卜を意識した授業を行うための指導計画や略案などを検討するに 
至らなかった。 

（年間指導計画や題材計画を作成する段階で「主体的で対話的な深 
い学び」のポイントを意識できるもの） 

イ　全体に共通した課題

各グループともに、積み残した研究内容（研究の課題）が明確となった。 �これらにつ 
いて、今後継続して取り組むことが研究の深化につながると思われる。 � 

（3）研究2年目に向けた方向性

ア　研究内容

・「学んだ理論を実践で試す」
・学び合った理論に基づく、授業を通しての実践と検証

・1年目の積み残しの研究内容

□時代背景、教職員アンケートなどから研究課題を設定

①tCTを活用した教育　　　　　　　②発達障害の特性を踏まえた指導法

③観点別評価を生かした授業　　　　④キャリア教育の充実

⑤特別の教科　道徳の取組　　　　　⑥主体的で対話的な深い学び

□障害特性とその対応に関わる研究

イ　研究方法

・研究課題によるクループ編成（基本的に今年度の継続）
・「授業研究」又は「授業公開」の実施
・校内研修会の開催（夏季＝北特研道央地区大会全体講演・冬季校内研修会）
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ウ　助言

（ア）1月校内研究交流会（学校長）

（要旨）
・各グループの成果と課題についての発表の総括として、今まで先を見据え

て取り組んでいた内容をもとに、今自分たちの足元をしっかりと見極めて、

前へ進んでいこうという印象を持った。
・障害特性の理解については、特に知的障害特別支援学校に勤める職員は、

これまで知っているという前提で進んできたが、様々な学校種から先生た

らが本校に集まっていることから、特にそこを理解できていたのか改めて

振り返ることができだと思う。
・これまで14年間、ベーシックプラン、基底となる指導計画など様々なもの

を作り上げてきたが、それが今回の研究テーマである「時代と社会の変化
に敏感に対応していく」ということにつながっていくのではないかと思う。

・今年度、1年白の研究の成果を、是非来年度は実践するということにつな

げてほしい。
・来年度の学校経営方針の中でも述べるが、校内研究授業を充実させること

が必要だと思う。基礎・基本とこれからを見据えた指導について、グルー

プで話し合った。それを学校全体のものとしていくよう是非、校内での研

究授業を充実させるための「校内授業研究会」を開催してほしい。
・これが私たらの教育力、指導力の向上にもなるし、今回出願者数が定員を

オーバーするということにもつながっていると思う。是非、先生方の指導

力を高め、子どもたちの将来につながる教育の実践に役立ててほしい。

（イ）2月研究白　（学校長）

（要旨）
・理論武装ができたので、今度は実践が大事である。
・それを受けて、3年目にはしっかりとしたものにつながっていくと思う。

・来年度の学校経営方針の中でも、「授業を大切にしたい」ということを打

ち出していくのでよろしくお願いしたい。
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寄宿舎研究の成果と課題

95



寄宿舎 �第5次研究計画 �（1年次　令和4年度） 

寄宿舎研究部

斗．■．■研琴畢埠∴　■・イ �ニーミ圭√ �l �∠． � �′二 �′　■、 � � 

「変化に対応できる力を身に付ける」

一才凍海蛍嚢中軽重∴ � �� ����� ��� 
：■． � � � �上付 �㌧． � � � 

寄宿舎の概要

主題設定の理由

寄宿舎では寝食を共にする集団生活を通して、基本的な生活習慣や

身辺自立、マナーやルールを身につけながら、協調性や仲間意識など

お互いを思いやる気持ちを育てるよう、学校での教育と合わせて、一

日24時間の生活を継続して組織的に指導している。また様々な人と

関わる生活の中で、自ら主体的に関わり、よりたくましく生きていく

ための様々な力を育てていくよう努めている。

第1次研究（平成23～25年度）では、寄宿舎の役割は、集団生活

を通して「人間関係形成能力」に関わる必要な力を育てていくことが

すべてのキャリア発達段階の力を育てることにつながっていることが

わかった。また、2人部屋編成である本校の寄宿舎生活を通して個人

と集団の相互作用や集団への働きかけを計画的、意図的に行う中で、

自他の違いを認め、協調性や仲間意識などお互いを思いやる気持ちや

自己有用感を育てることにつなげていく必要性が明らかとなった。

第2次研究（平成26～28年度）では、各グループにおける生徒間

の人間関係相関図を作成し、生徒の関係性の変化を検証しながら、コ

ミュニケーションに関わるグループワークを実践してきた。様々な

実践を通して、自己有用感とは他者の存在を前提として、「自分の存

在価値を感じ」「誰かの役に立つ成就感」「誰かに必要とされている

という満足感」が自己有用感を高めることだということが明らかに

なった。また、適応的な仲間関係の構築は、相互の経験を通して自

分の課題を肯定的に受けとめ、苦手なことも得意なことも含めて自

己を受けとめようとする力が育ち、自己理解、他者理解がすすむこ

とにつながることがわかった。

第3次研究（平成29年度～平成30年度）では、自己有用感を高

める指導の工夫、心理的支援を要する生徒の理解と指導の工夫、内

的動機を高める指導の工夫の3点を研究の課題として、ワークショ

ップ研修や事例研究を重ねてきた。

「丁人一人が主人公になる生活」とは、「主体的に生きる」という

ことである。私たち指導員は、受容と深い共感をもたらす安心でき

る環境の中で、生徒が多様な対話を繰り返しながら「自分たちで解



決できた」と思えるような援助「可能性を広げるサポート」をして

いくことが重要だということが明らかとなった。

第4次研究（令和元年～3年度）では、テーマを「ともに育ちあう

生活づくり」とし、寄宿舎生が主体的に生きるためのサポートを検

証した。室会、室長会での生徒同士の対話、自分たちで解決できた

経験を重ねた結果、内的動機付けによる行動につながるこ●とを検証

した。その結果「考える土台の未熟さ」に課題があり、生徒個々の

考える順序や理解する方法の違いを踏まえ、指導の手立てや配慮を

行うことが大切だということをあらためて学ぶことができた。

認知特性や対話に関するワークショップ研修を実施し、指導員自身、
一人一人考える順序や理解する方法が違うということを経験するな

かで、生徒指導において何を大切にするかを考える機会になった。

また、生徒理解支援ツール「ほっと」を実施し、各グループやブロ

ックで作成した人間関係相関図の作成と合わせて生徒個々や集団の

実態を分析し、生徒理解を深めてきた。

第4次研究では、相互尊重の中で生徒が安心して自分を出せる環境をどのようにサポー

トしてくかに焦点を当て研究を進めてきた。認知特性や対話に関するワークショップ研修

の中では、効果的な指導には「認知の特性に応じた柔軟な対応力」、「指導者の対話力の

向上」が欠かせないことを再認識した。

第5次研究は「あたりまえをあらためてかんがえる」というキャッチフレーズのもと、

今まであるものを見直していく時期と考え、現在使用されている個別の指導計画などが、

どのような意味で作成されたのかを理解し、時代や実態に合わせた内容に見直すことが必

要と考えた。テーマを「変化に対応する力を身に付ける」とし、私たち指導員がキャリア

発達の視点で、生徒にとって必要な力を考察するために、キャリア教育について学ぶとこ

ろからスタートした。

・■，、1 　㌔，▼rJ r上．1■∴ダー＝ � 

第1次研究からの原点に立ち返り、時代や生徒の実態に合わせて、個別の指導計画、実

態把握シートの見直しを行う。生徒が生涯続くキャリアを学び続け、成長し続けるために

は、私たち指導員が学ぶ理論研究と生徒に向けた実践研究の両方が必要と考えた。

≪年次計画≫

※人間関係相関図の作成は継続して行う。

（1）1年次は個別の指導計画の見直しに向けて本校のOKSライフキャリアプランなど

を理解する1年。

①キャリア教育について学ぶ機会を持つ。

②卒業後の社会生活に向け、今の時代の寄宿舎生活に求められている役割、必要

な力について、考察する。

，③OKSライフキャリアプランについて研修し、理解を深める。
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（2）2年次は生徒理解などキャリア発達の視点でもう少し深く学び直しをする1年。

個と集団に焦点を当て、生徒の実態を明らかにして実践につなげるための研修を行

う。

第1次研究に立ち返り、今の社会や生徒の実態に合わせ検証する。

（3）3年次は実態や時代に合わせて個別の指導計画などの様式を見直し、3年間のまとめ

を行う1年。

ヰ∴十年函中寿ぬ壊暴言 � �′・r・・∴∴　　　　、・1ナ∴二1 � �一．1 � � 

今年度は私たち指導員の学びの年と考え、「キャリア教育についての研修」、「社会人

基礎力についての研修」、「OKSライフキャリアプランについての研修」、「人間関係相

関図の作成」、「ワークショップ研修」の内容で研修を行った。

1　キャリア教育についての研修

この研修では、キャリア教育に関する基本的な知識を身に付け、指導の基礎となる視

点を共有できた。

（4■18■カ〉 

1．義務、二■潮力 ∴賊∴計削わ 、■触嘘瀾稚力∴■ ‘‥：抑∴紳榊か 

キャリア発達を支援する教育の充実
菊地（201．

葦ライフキャリアの視点こ立つということを
誓椎的に理解すること

で）コンビテンシ】の′考え充、ら設え、そのために
r顛市活動の目的や誓乱　または、評価を可視化、

具現化することJ

倉本人の動いを呈訝ること
※舞いは叶うという繹鴇や□…ルモデルの存在

が重要

2　社会人基礎力（経産省）についての研修

この研修では、概要の説明の後、各グループで1名の生徒を抽出して分析を行った。

その結果、生徒の実態を把握し、卒業後に必要な力と現在不足している力を明確にし

てグループの指導員間での共有ができた。

研修後の反省アンケートでは「卒業後に必要な力は生徒だけではなく、職員にも言え

ることなので今後も折りを見て話してほしいと思った。」「社会人基礎力は大人にとって

も難しいことだと思った。」「自己分析シートで、自己や他者の特徴を客観的に見ること

ができたことがとてもよく、活用できるものだと知った。」という意見があり、卒業後

の社会生活に向け、難しいけれど必要なものとの考えが多くみられた。
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3　人間関係相関図の作成（5月・11月）

昨年度までに引き続き、人間関係相関図を作成した。

5月と11月に作成することで、各棟のブロックやフロアの中での生徒同士の関係性

の変化、集団の実態を知るために役立てている。また生徒一人一人のコミュニケーショ

ンカの伸びや、仲良くなりたいけれど入れないなど集団の中での個々のニーズを把握す

ることができるため、生徒のつながりを広げていく指導の見直しの機会となっている。

4　本校OKSライフキャリアプランについての研修

本校コーディネーターの小谷先生から説明をしていただいた。

寄宿舎で作成している個別の指導計画とOKSライフライフキャリアプランとの関連性、

連動性を理解することができた。また寄宿舎においてもキャリア発達の視点をもって指

導すること、5つの重点に取り組む必要性、重要性を再認識した。

本校のキャリア発達を支援する5つの重点
～本人、保護者等、教師のr共通の観点J～

5　ワークショップ研修

第4次研究でも明らかになったように「指導者側の対話力の向上が欠かせない」ため、

ワークショップ研修を実施した。ワークショップ研修ではOKS　ライフキャリアプラン

の研修から学んだ「本校のキャリア発達を支援する5つの重点」の中から①人間関係づ

くり、②コミュニケーション、③働く習慣、⑤生きがいの4つのテーマを選び、少人数

のグループに分かれて「必要とする具体的な力」と「そのために寄宿舎で行う取り組み、

指導、支援」を話し合い、発表した。

この研修では、各棟の様子や取り組みを共有し、意見を交換することができ、職員の

対話の機会となった。－

また、これまでの研修で学んだ理論の理解を深化することができ、今後の指導、実践

へつながるものとなった。
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《ワークショップ研修の様子》

人間関係づくり

働く習慣

生
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今年度の研究内容について、反省のアンケートで以下のような意見が挙げられた。

（1）個別の指導計画を見直していく必要がある。

「新学習指導要領の施行に伴い、学校では「知識・技能」「思考・判断・表現」

「主体的に学習に取り組む態度」の3本柱で評価する形になっている。寄宿舎

の指導計画についても時代に合わせた見直しが必要。」という意見があり、3年

次での個別の指導計画の見直しに向けて研修を重ね、時代と生徒の実態を明ら

かにしながらそれに合わせた検討をしていく必要がある。

（2）心理検査などの研修をどのように実際の指導につなげていくか。

次年度へ向けてアンケートでやってみたい研修を聞いたところ、「社会人基礎力

分析の結果など指導に反映させることができるとよい。」、「個別の指導計画と心

理検査のコラボ」という意見があり、次年度の実践へつなげる研究として進めて

いく必要がある。

（3）時間的な制約があるが今後研修が必要なことについて

次年度へ向けての反省アンケートでは、「時間があれば生徒全員の分析をしてみ

たい。」「時間がない中で行っているため、尻切れトンボ感があり、グループで話し

合う時間があるとよいと感じた。」「SNS、携帯電話の取り扱いについて、職員間

で話し合い共通理解を図ることができればよい。」という意見が出され、研修で学

びを深めたいことはたくさんあるが、十分な時間的が取れないという実情があった。

また、「自傷の捉え方、心理面のケア、共感的理解のあり方について、指導で効果

的な対応など」の研修を次年度要望する意見もあり、生徒の実態の変化により心理

面でのケアを必要とする生徒が増え、指導に苦慮していることが多くなってきてい

る。そのため生徒の理解をより深めることが急務である。

これからの寄宿舎で、生徒同士、生徒と職員の対話を深めるためにはまず職員間

の対話を深めることが必要であり、いかに深めていくかが課題となる。

そのため、次年度からは限られた時間を有効に活用でき、生徒指導や日課に反映

できる、また実践につながる研修内容を選定し推進していく必要があると考える。
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校内研究に関連した取組
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第44回北海道特別支揺教育研究協議会　全道研究大会（星置大会）

概要報告

◆期日

令和4年7月29日（金）

◆会場

北海道星置養護学校

◆主催

全日本特別支援教育研究連盟　北海道特別支援教育研究協議会　北海道星置養護学校

◆日程

9：00　9：3010：00　　　　　　　　　　　　　　12：0013：00　　　　　　　15：05　15：30　16：00

受付 �開会式 �全体講演 「デキる特別支援教育指導者の ためのアセスメント講座」 �昼食 �研究部会（10部会） �閉会式 �総会 

※教育実践講座は7／29′）8／1610講座をYouTubeで配信

◆参加者（本校）

児玉校長、岩佐副校長、林教頭、大谷、山末、富加見、松本和、奈良、小谷、濱谷

◆研究大会の内容

1全体講演　「デキる特別支援教育指導者のためのアセスメント講座」　∴句

【講師】　北海道教育大学教職大学院特任教授　小野寺　基史　氏

【主な内容】

（D望ましいアセスメントと支援に向けて

因り感について相談や検査（観察・面接・心理テスト）でみとり、指導支援に生かす

②特別支援教育における「授業づくりの基本のき」

出力を意識　主体的活動へ　発達の最近接領域　個別最適化を意識した授業づくり

③知的障害特別支援学校におけるアセスメントの基本　　　　　　　　　　糾藩十ふ

知的機能　適応行動　社会性　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　tA

④具体的な支援を目指して　　　　　　　　　　　　　覿云

2　研究部会内容
＼、二iT

【①教科別の指導　③進路指導とキャリア教育　⑤主体的、対話な深い学び　⑥カリキュラム・

マネジメント　⑧生徒指導　⑩ASDなど障害に応じた指導、などに分散して参加】
・ワークショップは進行役と記録役を決め、提言者が決めた柱に沿って各自の意見を付箋やホワ

イトボードを活用して整理していく。助言者から最後にまとめをいただく。

3　教育実践講座
・7／29～8／1610講座をYouTubeで配信

・内容　①子どもも先生も輝きだす秘訣　②ポジティブ行動支援　③デジタル・シティズンシッ

プ　④親亡き後も安心して暮らすために　⑤お互いを護る支援介助法　⑥自閉症の早期

療育の必要性と実践　⑦摂食に関する基礎知識　⑧不器用な子ともたらの姿勢・運動の

特徴と対応　⑨スクールロイヤー制度　⑩子ともたらの理解に寄り添う効果的なチーム

支援
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令和4年度1夏季校内研修会の概要

◆日時

令和4年8月2日（火）10：∞′）11：30

◆場所

北海道小樽高等支援学校　体育館

◆参加者

本校教職員　班名　　保護者　6名

◆内容

1　講演　　「発達障害のある生徒の理解と対応について」

講師　　北海道立特別支援教育センター主任研究員（自閉症・情緒障かい教育室）

日小田　泰昭　氏

内容

1　はじめに

2　支援を必要とする生徒の状況について

特別な教育的支援を必要とする生徒の状況　生徒に見られる気になる行動

3　発達障かいの理解と対応

発達障害の定義　学習障害とは　その対応例

ADHDとは　その対応　情緒障害とは　その対応例　教育相談の対応例

4　生徒一人一人の状態に応じた指導や支援のために

指導に向けた情報の収集　教育的側面からの把握　降がいの社会モデルの考え方

5　生徒の困難さを把握し対応を考える（演習）

①気になる生徒の行動や様子を書く　②背景の困難さ　③支援や配慮

④グループ内で交流　⑤全体で交流

6　まとめ

振り返り　講義の感想　明日から取り組みたいこと

2　参加者の感想から
・改めて日常の取り組みを振り返る良い機会となった。

・今まさに対応方法について悩んでいたので、とても参考になった。

・医学モデル・社会モデルでの考えた方を取り入ることが参考となった。

・日々の仕事量や生徒対応に時間をとられ、問題となる行動に目が行きがうだが、特性や取り巻く

環境を捉えて、対応したい。
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◆日時

令和4年度　冬季校内研修会の概要

－yで軍勢ギア

令和5年1月11日（水）10：00′〉11：咄’

◆場所

北海道小樽高等支援学校　体育館

◆参加者

本校教職員　56名　　保護者　3名

◆内容

1講演　　「lCT機器を活用した授業つくりと情報モラルについて」

講師　　北海道立特別支援教育センター主任研究員（発達障かい教育室室長）

鎌田　隆仙　氏

内容

1　特別支援教育におけるICT機器の活用

特別支援教育の理念　LCT活用の視点　学習場面ごとのICT活用の類型

インプットのための利用　アウトプットのための利用

2ICT機器を活用した授業つくり

クラウドを活用　クラウドの機能ことに具体的な想定を　アプリの活用

（Kahoot！DropNews G00gleClassr00m　メンテメーター）

3ICT機器の活用における情報モラル教育

情報モラル教育が求められる背景　教育のポイント

情報モラル教育の充実に向けた取り組み　モラル教育に役立つ資料

41CT機器を活用した学びの質の向上

tCT機器を活用した学習の段階的な導入　活用するのは先生？生徒？

1人1台端末の学習への溶け込みを目指して　授業改善と学び　実践は校内にある

5　まとめ

2　参加者の感想から
・学校の先生たち別CT機器を活用してどのような取組を行っているか保護者として参考になっ

た。
・動画や実践事例など内容豊富な講義と資料ありがとうございました。

・実技の時間があり、生徒の気持ちになってクイズに取り組め、是非紹介されたアプリを活用して

みたい。
・クークルクラスルームとカフートをうまく使いこなせるようになると、生徒の興味・関心を引き

出せると思った。ICTの研修頑張ります。

りCTの活用については、新しいことの足し算ではなく、置き換えるという考え方で、少し気が楽

になった。
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令和4年度I CT研修会の概要

＜これまでの取組＞

◆令和3年（2021年）7月26E］「Zoom研修会」（lCT教育推進委員会）

・ホストとしてZ00mを活用した取り組みを行う時の留意点について

・ゲストとしてZoomを活用した取り組みに参加する法うについて（個人の端末の場合）

・実技

・質疑・応害

◆令和4年（2022年）1月12EI　「lCT校内研修会」（lCT教育推進委員会）

・GIGAスクール構想とは（2019年開始　全国の児童・生徒に1人1台のコンピュータと高速

ネットワークを整備する文科省の取組。Globalandlnnovation Gatevvay for All）

・本校の取組について（購入予定モデル、ICTプロジェクトメンバーによる授業実践の紹介、年

間指導計画への記入方法について）

・道内の先進的な取組の紹介（「GtGAワールド通信」より）

・G00gle Workspaceとは（アメリカのG00gle社が提供する100％WEBのツール。旧G Sui

te for Education教育機関がクラウドを活用し生徒の学習を支援できる、厳重なセキュリ

ティー対策が魅力の学習支援ツール。）

・実技（Googleフォームでアンケートの回答）

＜今年度の取組＞

◆令和4年（2022年）8月17E］「lCT校内研修会」（lCT教育推進委員会）

・Googleドライブの紹介と実技研修

（ドライブの共有ストレージ、G00gle Workspaceの利用、共有ドライブでできること）

・G00gle Classroomの使い方　（実技なし）

・Googleフォームの使い方の基礎（実技　スプレッドシートの紹介、アンケートの作り方）

・生徒用iPad利用規約および管理方法の周知について

・10月7日　生徒用iPad説明会について（この日より生徒1人1台端末の配付）

◆令和4年（2022年）12月26日～27日　「lCT校内研修会」（lCT教育推進委員会）

「初中級編」

・生徒用iPadのアプリの使い方

・iPadを利用した授業の本校実践事例の紹介・（外国語、体育、社会）

・Z00mのセッティング方法

・その他、iPadやアプリの使用方法の疑問への回答

「上級編」

・Google Classroomの使い方　（実技）

・Googleドライブの使い方（教師間、教師と生徒間の資料共有の方法）



令和4年度

◆日時

令和5年1月13日（金）10：∞′～11：50

◆場所

北海道小樽高等支援学校　体育館

◆参加者

本校教職員　70名　（教務、寄宿舎）

◆内容

皇軍㌻＿＿！不ニ
l

－■

指恕「駕■i

t■■菅

校内研究交流会の概要

∵苧彗転炉甲

◆開会のことば

◆本臼の進め方について

研究課題別グループから6本、寄宿舎からの計7本

各グループの研究の成果と課題をプレゼンする。

◆発表

※詳細は本集録を参照

のこと

①tCTグループ

②指導法グループ

③観点別評価グループ

④キャリア教育グループ

⑤道徳グループ

⑥授業づくりグループ

⑦寄宿舎の研究

◆助言

児玉校長より
・グループの研究の成果と課題を総括的に発表し、足元

をしっかりと見極めて前進していこうという印象を持

った。
・障害特性について、様々な学校種から集まった先生た

らが理解するという点で、その大切さを改めて振り返

ることができた。
・14年間、様々な指導計画を作成してきたが、それが「時

代と社会の変化に敏感に対応」していく事につながる。
・来年度は、今年の研究の成果を「実践する」というこ

とにつなげてほしい。研究授業を充実させるために校

内授業研究会を開催してほしい。
・私たちの教育力、指導力を高めることは、生徒たちの

将来につながる教育の実践に役立つことになる。

◆閉会のことば
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今和4年7月22日／10月13日委員会資料

教育課程検討委員会

学校経営計画「各学年経営計画・学科経営計画」の見直しについて

l　課題について

（り経過
○今和3年度に教育課程Bosic Plonを見直すにあたり、管理職より、「学校経営の基本方針」の具

体目標や目指す生徒像の改善が示され、キャリア教育全体計画も併せて見直した。

●このことを踏まえ、「学校経営計画」の各学年、学科経営計画とのつながりを整理する必要がある。

（2）具体的内容
・「学校経営の基本方針」と「学校経営計画」＿の各学年及び、学科経営計画の目標、方針、指導の重

点、生徒指導・進路指導の重点等のつながりを確認し、項目や記載内容を整理する。

2　課題の整理のポイント キーワード：各種方針や計画等との整合性、PDCAサイクル、年度末評価との連動

ア現在の学年・学科経営計画の「記載内容とその根拠」は、H28年度に検討したままであり、当時の「教育課

程基本方針」や「学習指導要領の目標」を基にしている。（※下図l参照）
・そのため、「新学習指導要領」や、R3年度に見直した、「学校経営の基本方針、教育課程の基本方針、教育

課程Bosic PIcln」との整合性が取れていない。
・学年経営計画の「3基本方針」の“キャリナ教育”や“生徒指導，，に関する方針が、「キャリア教育全体計

画」や「生徒指導全体計画」と連動していないため、年度末評価が各種全体計画の反省として生かされて

いない。

イ進路指導について、現場実習の各学年の目的が示されているが、「学年の方針や目標」が示されていない。

そのため、評価がされず、PDCAサイクルとして改善に生かされてない。→作成が頻要

り家庭・寄宿舎との連携など、学年経営計画を整理する中で、年度末反省と連動できるものは項目（文言）を

そろえてはどうか。（学校評価の項目も多いため、精査してもよいのではないか。）

エ「6業務内容と分担」の“（り各教科の指導に関するこど’については、年度末評価の際に、「年間指導計

画に沿った指導ができたか、学習内容、時数等の適切さ」などについて具体的に評価があがるようにした方

がよい。（そうすれば、各学年からの、教育課程の改善につながっていくのではないか。）

オ学科の「基本方針」も項目が多い。三つくらいにしぼってはどうか。

※古い“基本方針’’を根拠とした

1閣「盲前「　　　　　し竺聖竺竺写－…－…一日… 
2l自白完可能性を広げ、・将来の蓼や蹴象を描く劇芦椚附璽（BasicP血）よ華人 

lミ堪情考柵のt支点カ、ら逸れなければ　文盲の加除・修正は可　　l 

■十 �臓‾函 � 

（1〉将来の自書葉や希望を描くとともlこ＿　現在の学習や学校生活力く将来の生活lニ展 � 

開＿　発展することを埋角翠し＿　主体的lこ取り組む態度の軍事成lこ亭夢める○ � 

（2）　も訂≡ELLヽ勤労t豊＿　地ヨき組を育成しなカくら＿　刃邑揚重曹など　　－　して自分の進路 �軸 

地　　　　の充套胤 
（3）各教科q事の学習；舌動を通じて、1ぬく生活、地域生；舌、家慮生活lニ必蟹なカ �羞U吐」塵j象■ 

く知推、事支1陀、実琵兼的態度）の定常、発展を図る。 �く故事斗‡■i■の充実〉 

（4〉　望まししヽ人間側俵をr遜ん‾e形成し、学級や学年集日】への所見感・やi毛布感を深 �羞遡迫 

め、よりよしヽ学校生さ舌を華こうとする自主的、棄民某的な態度の育成lこ努める○ 

く5）生竃走や保性者等とのイ苦規関係を芸臣を、生徒一人－人の教育由勺ニ－ズや保桟 �家恵との；鍵暮集 

者の淋しヽなどの把凋皇lこ努め、イ固lこ応じた事巨弾の充実lこ努める○ 

（6）　寄宿舎との連携を密lこし共通理角辛lこ基づく事旨導をi住める○ �藤村轟と　のヨ嚢 
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3　検討結果

（り　学年経営計画新様式‥・※別紙01参照

①　概要について
「学年経営計画」の記載内容やその根拠を、「新学習指導要領」「学校経営計画、教育課程の

基本方針（R3年度見直したもの）」、「教育課程BclSic PIQn」、「キャリア教育全体計画」、「生

徒指導全体計画」と整合性を図り、改訂した。

②「3　基本方針」について

ア）「方針」、「根拠」を確認し、各文書の表記と整合性を取った。

イ）（5）家庭、寄宿舎との連携は、学習評価項目（26番）と共通項目とした。

③「5　指導の重点について」

ア）各項目と、「教育課程Bosic Plon（今和3年度改訂）」の表記との整合性を取った。

イ）「教育課程80Sic Plon（今和3年度改訂）」に、「各教科」「作業学習」の学年共通目標が抜

けていたため、追加した。

→「教育課程BQSicPlon（今和3年度改訂）」を、「教育課程BosicPIcln（2022改訂版）」へ更新して

活用する。（※別紙02参照）

（2）学科経営計画新様式‥・※別紙03参照

（D学科経営計画は、根拠としている文書が「北海道教育課程編成基準」「基底となる指導計画」
「教育課程Bosic Plqn（今和3年度改訂）」と多岐に渡るため、それぞれとの整合性を確認した。

ア）ポイント（Dについては、これまでどおり。

イ）ポイント②「l　学科の目標」は、これまでどおり「道立特別支援学校高等部教育課程編成

基準」の学科の目標を記入する。

ウ）ポイント③「2　基本方針」は、「教育課程Bosic Plon（2022改訂版）」の学科の目標を記

入する。

エ）ポイント④「3　今年度の重点」は、これまでどおり。

オ）ポイント⑤「4　指導の重点」は、「基底となる指導計画（2022．09．29改訂版）」から記入する。

カ）ポイント⑥⑦⑧「5　業務内容と分担」は、これまでどおり。

③　学科経営計画と「基底となる指導計画」との整合性を図るため、各学科の「基底となる指導計

画」を別紙のように更新した。（記載の内容や根拠は、UD赤文字斜体部分を参照する。）

※別紙04参照（基底となる指導計画新様式記入例～作業学習　R4．09．29）

ア）「教科の目標」＝記載のとおり。教育課程80Sic Plq【学科の目標＝学習指導要領の専門教科の目標に統一。

イ）「教科を学ぶ意味や価値」＝記載のとおり。

ウ）教科の評価の観点＝各教科については、【左欄】のみの掲載であるが、各学科については【右

欄】（現行の「基底～」に各科の評価の観点として記載のあったものを残した。）

※別紙参照（改善等通知）

エ）「評価の場面・評価方法」「学習上の留意点」＝記載のとおり。

カ）「各学年の目標」＝学習指導要領の専門学科の目標を、基礎、発展、応用の視点で記入する。（全

学科統一）

→各科独自で考えたものは、主な学習内容の欄に移動し残すようにした。

→上記の必要の是非（残すか残さないか）は、各学科で判断する。

キ）「主な学習内容」＝記載のとおり。前段に学科独自の押さえを記入できる欄を設けた。

ケ）「時数」＝記載のとおり変更となる。

（今和4年度t学年より、学年進行で、道徳の「17．5時間分」を特設の時間を設定して実施す

ることとしているため、現行の作業学習の時数から17．5時間を引くことになる。）
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R5年度　学校経営計画様式（1学年）

・基本のフォントは、MSゴシック（10．5ポイント程度が望ましい）
・余白は20mm以上あることが望ましい。（上下左石とも）

営

Vl－11学年　　経験から学ぶ～成功と失敗から学ぼうん

「学級／学科　■ �男　子l �l女　子 �計・一 
生産技術科 �4 �1 �ち 

木工科 �■8 �0　■． �8－ 

環境・流通サポート科 �6 �1 �7 

家庭総合科 �4 �4 �8 
■福祉サービス■科 �・‾4 �4‾■．・ �，8■ 

合　　　計 �26 �10－ �36 

ポイント②「教育課程BasicPlan（2022

改訂版）」より記入する。

（1）自分のよさや生きがいを見付け、自主的・主体的に学習に取り組む態度を育てるとともに、生活す
る力や働く力を身に付け、自分の生活に生かすことができる生徒を育てる。（キャリア発達の支援）

（2）将来、社会人・職業人として、主体的に自分の人生を生きるために、働く生活に必要な、知識・技
能・態度・習慣を育てる。（学習指導）

（3）自分の能力や適性についての理解を深めるとともに、学ぶことや働くことの意義を理解し、学習
や学校生活、将来の生活に意欲的に取り組もうとする実践的な態度を育てる。（生徒指導）

（4）「働く生活に必要な力」を育成し、自己理解を深め自分の進路への意識を高められるよう、進路指

導の充実に努める。（進路指導「進路指導の充実」）
（5）保護者等、学校、寄宿舎との連携を密にし、OKSライフキャリアプランの共通理解に基づく指導
に努める。（家庭、寄宿舎との連携）

4　今年度の重点

ポイント④
学校経営方針の「重点目標」を受け、各学年の年度の重点（下位目標）を具体
的に記入する。

→キャッチフレーズを具体化するイメージで、各学年で毎年変更する。例にと

らわれず、学年で共通理解しやすい表現でよい。

（1）OKSライフキャリアプランの作成・活用を通して、生徒の実態を把握し、家庭と学校、寄宿舎が

連携して指導の充実に努める。

（2）言語環境をはじめ、安心して生活できる環境を整え、素直な気持ちや発信する力を育てる。
（3）学校生活や人との関わりを通して自他を認め、自分の思いを広げたり、将来を想像したりする力

を育てる。
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（1）各教科
生徒が自立し

ポイント⑤「教育課程BasicPlan（2022改訂版）」から各教科等の目標を

記入する。

「学びに向かう力、人間性等」を育成する。

（2）作業学習

実践的・体験的な学習活動を行うことなどを通して、職業人として必要な基礎的知識や技術、課
題を解決する力、豊かな人間性を育み、よりよい社会の構築を目指して、自ら学び、社会貢献に
主体的かつ協働的に取り組む態度を養う。

（3）道　　徳

人間としての生き方を考え、主体的な判断の下に行動し、自立した人間として他者と共により
よく生きるための基盤となる道徳性を養う。

（4）進路学習（総合的な探究の時間）
探究の見方・考え方を働かせ、横断的・総合的な学習を行うことを通して、自己の在り方生き方
を考えながら、よりよく課題を発見し、解決していくための資質・能力を育成する。

（5）特別活軌

集団や社会の形成者としての見方・考え方を働かせ、様々な集団活動に自主的、実践的に取り組
み、互いのよさや可能性を発揮しながら集団や自己の生活上の課題を解決することを通して、資
質・能力を育成する。

（6）自立活動

個々の生徒が自立を目指し、障害による学習又は生活上の困難を主体的に改善・克服するために
必要な知識、技能、態度及び習慣を養い、もって心身の調和的発達の基盤を培う。

業務内容と分担 ���巫±2上塵 年度末評価等を受け、「課題達成に向けた方向 性」で示された関係組織に関する内容を「3 

項　目 �業　　務 

（1）各教科等の指 �※専門教科（作業学習） ��重点目標と業務内容及び分担」または「4　年 
導計画の作成 に関すること �＝進呈豊里．とする � �間業務推進計画」の中に盛り込む。 

（2）行事等の推進 に関すること �l　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　】 
巫土主上塵 年度末評価の際、年間指導計画に沿って学習 できたか、学習内容はどうだったか、時数等 の適切さなどについて評価する。 

（3）学年経営全般 に関すること � 

（4）その他 � 

（5）SDGSの視点 �ア　残食をゼロ～配食の工夫 ���担任 
イ　特性の理解～分かる授業の展開 ���全員 
ウ　個に応じた教材教具の工夫 
エ　自己理解と他者理解～他者への共感 

オ　人間としての生き方の自覚 

巫土と上塵 
重点目標や活動内容等からSDGsの17項目のどれに当てはまるのかを記載する。また、右上に 
SDGsのアイコンを表記する。 

※アイコンのデータ保存場所　旬のもの→R5学校経営計画→SDGsアイコン 

′盈叙　銘ぽんたヂ」夕ば御名のヤ学捌＋十だスカ董こと。〃3才で
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1年／基礎

自分を見つめ
将来の生活をイメージする

2年／発展

自分の可能性を広げ
将来の夢や希望を描く

3年／応用

自分の生き方を考え
将来の生活をデザインする

と主な内容　　　※
畦的・基本的な

欄、預貸・能力の三本柱は学習指
る散薬に必要な能力の

よりそのまま根拝

する取菜に必要な能力の発
展と実践的な態度の形成

ことなどを通

りよい社会の
的、体験的な学習を行う

る力、豊かな人間性を苦み、よりよい
り組む態度を育てる

て、恨兼人と　して必要な
黛を白指して自ら学び、

強や技術、課通を解決す
貢献に主体的かつ協働的に取

エ蓬の見方・考え方（ものづく　りを、工業生産、生産工程の情報化、持続可能な社会の楕粟などに欝目

して捉え、新たな時代を切り拓く安全で安心な付加価値の苦い創造的な製品や捕造物などと関連付けるこ
と）を働かせ、実践的・体験的な学習活動などを行うことを通して、ものづく　りを通じ、地域や社会の健
全で持続可能な発曇に寄与する職業人として必要な資質・能力を次のとおり育成することを目指す。
（日　工藁に関することについて理解するとともに、関連する技術を身に付けるようにする。（知淡・技能〉

（2）エ糞に関する課泡を発見し、職業人に求められる倫理税を踏まえ課題を解決する力を養う。（思考力
・判断力・表現力等）

（3）職業人として必要な豊かな人間性を育み、よりよい社会の欄婆を目指して自ら学び、社会貢献に主体
的かつ協働的に取り組む態度を養う。（学びに向かう力、人間性等）
工、園芸、セラミック加工、 � �〇枚工、園芸、グラスJ 

ラス加工、清掃の基礎的な学 � �工、グラス加工、講j 

を行うこと � �的な学習を行うこと 
くの作糞株を経験すること � �01年時の学習をもとl とグラス加工を合わ・ 真立てなどの製作をす 

※目標は、生産技術料に同じ

02年間の学習をもとに、紙工、

グラス加工、セラミック加工、

清掃の応用的な内容に取り組む
こと

○外注製品、卒業制作、ニーズに
応じた製品を製作すること

○研磨などの基碓・基本的な木工

技術を習得すること
○簡単な機械を操作すること

0挨拶、返事、言葉遭いなど、ル
ールやマナーを徹底すること

○受注製作、販売を通して技楠
の向上を図ること

O T字で正確な製品製作を行う
こと

○受注製作の際に、お客様との
コ　ミュニケーショ　ンや責任漆

を学ぶこと

○卒業制作に向けてこれまで身に

付けてきた木工技挿iの振り返

り、大型機械を安全に操作する
こと

○販売会で売れる製品を考えるこ
と

○自ら考えて判断し、安全に作菜

を行うこと

○社会の一員としての自覚を持つ

こと

荒遇・サービスの見方・考え方（流通業やサービス業に関する事象を、企菜の社会的責任に着目して捉
え、適切な商品の流通やサービスの提供などと関連付けること）を働かせ、実践的・体旗的な学習活動な

どを行うことを通して、流通業やサービス兼を通じ、地域や社会の健全で持続可能な発展に寄与する職業
人として必要な資質・能力を次のとおり育成することを目指す。

（1）流通やサービスに関することについて理解するとともに、間違する技術を身に付けるようにする。（知

識・技能）
く2）流通やサービスに関する抹遍を発見し、職業人に求められる倫理観を踏まえ課題を解決する力を養う。
（思考力　　・筆削断力・表現力等）
（3）職業人として必要な豊かな人間性を青み、よりよい社会の構築を目指して自ら学び、社会貢献に主体

的かつ協働的に取り組む態度を斉う。（学びに向かう力、人間性等）

○環境整備、事務系菜稗、販売学
習等の基礎的な学習を行うこと

○清掃．教室清掃を通して清掃道
具の基本的な使い方や清掃の仕
方の学習を行うこと

○清掃検定：テーブル拭きやダス
タークロスの羊糊の学習を行う

こと

○除草や除雪作業：長時間働ける
体力を養うこと

○接客：言葉遣いや接客の基本を
学ぶこと

○環境整償、事務系集務、叛売
学習等の発展的な学習を行う
こと

○清掃．職員室や特別教室の清

掃の仕方を学ぶこと
〇滴掃検定．1年生で取り寄且んだ

練習を思い出しながらモップ

や掃除機の手臓を学ぶこと
○除草や除雪作藁．根気強さや

や協力の仕方について学ぶこ

と

○接客や販売の技術について学

ぶこと

○環境整備、率拝系業務、販売学
習等の応用的な学習を行うこと

○清掃　きれいになるように、仲

間と協力して責任を持って取り
組むこと

○清掃桟定　スゲイジー、ポリツ
シヤーに取り組み、さらに上級

をねらうこと

○除草や除雪作業：地域貢献につ
いて考え勤労意欲を高めること

○接客　笑鹿、気配りに注意し、
お客様が満足する接客を目指す
こと

家庭の生活に間わる産業の見方・考え方（生活産業に関する事業を協力・協働、健康・快適・安全、生活
文化の伝承、持続可能な社会の構築等の視点でとらえ、生活の貴の向上や社会の発展と関連付けること）
を働かせ、実践的・体験的な学習活動などを行うことを通して、生活の質の向上と社会の発展に寄与する
教養人として必要な資質・能力を次のとおり育成することを目指す。
（1）生活産業に関することについて理解するとともに、関連する技術を身に付けるようにする。（知抜・

技能）
（2）生活産菜に関する課狸を発見し、職業人に求められる倫理根を踏まえ課題を解決する力を養う。（思

社会貢献に主体
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福祉サービ
ス亨4

方

持
勤などを うことなどを して
の先農を担う職業人として必要な清

（1）桔址の各分野について体系的、系統的に理解するとともに 関連する技研を身に付けるようにする
（知識・技能）

（2）福祉に関する詳題を発見し、職業人に求められる倫理観を硝まえ課題を解決する力を養う。（思考力
・判断力・表現力等）

く3）職業人として必要な塁かな人間性を育み、よりよい社会の構更を目指して自ら学び、福祉社会の創造
と先度に主体的かつ協働的に取り組む態度を養う GL堕＿1三重かう力、△＿旦上宝＿旦！

ス」の目標も取り入れる。※あわせて、環境・流通サポート科と同じ「流通サービ
○介護、接客、清掃、調理の4本

柱の学習を経排し、基礎的な学
習を行うこと

04本柱の発展的な学習を行い、

後半に次の2つからグループを

選択する
○福祉グループ・介護、渦綿に

関すること
○サービスグループ　は客、調

理、涌帰に関すること
サービスグループ　は客、調

理に関すること

○選択したクループの学習を深め

ること

○福祉グループ　介護、清掃に関
すること

○サービスグループ　接客、調理、

清掃に関すること

＼　　　ヽ

人間間侠づく　り　◆自分のよさやほ切への気付き
◆相手を理解し、思いやりの気持ちをもった言動

◆協力して目標を達成することのよさへの気付き

◆1戸惑いや葛房に対するよりよい謀姻解決の方法
コミュニケーション　◆あいさつ、海軍

◆‡凄肋依根、稚告、伝言、質問や相談
◆徹精の使い方、状況に応じた会話

働く習慣　◆隙鳩における習慣づく　り
（時間の意識、安全性、積極性、責任感、集中力、ルールやマナー、T蔓さ、正確性、判折力）

将来設計　◆働くことへの興味関心、将来の夢や憧れ
◆現場実習の目標設定、振り返りから次へのステップ

生きがい　◆社会の一員として安献している尊びを 懲じ、自己有用感 もった主体的な活動

探究の見方・考え方を働かせ、横断的・総合的な学習を行うことを通して、自己の在り方生き方を考え
ながら、よりよく諸相を発見し、解決していくための沼賃・能力を次のとおり育成することを目指す。

（1）手業究の過程において、課題の発見と解決に必要な知識及び技能を身に付け、課謁に関わる揖念を形成
し、探究の音数や価任を理解するようにする。

（2）実社会や実生活と自己との関りから問いを兄いだし、自分で退出を立て、惜鶉を集め、空理・分析し
て、まとめ・表現することができるようにする。

（3）探究に主体的・協働的に取り組むとともに、互いのよさを生かしながら、新たな価値を創造し、より

よい社会を実現しようとする態度を養う。（高等学校学習指導要領より）
○自己理解、仕事、生活、余暇、

こころとからだに関する基礎的

な学習を行うこと
○自己理解　自己を見つめ、自分

の個性や特徴に向き合うこと

あわせて他者理解を行うこと
○仕事・生活・余暇・基本的な知

班を得ること

○こころとからだ：基本的な知識

を得ること

将来設計

生きがい

○自己理解、仕事、生活、余暇、
こころとからだに関する発展

的な学習を行うこと
○自己理解　二　自分の課題と向き

合い、解決に向けた探究に取
り組むこと。多様な社会との
つながり、他者との協力につ

いて学ぶこと

○仕準・生活・余暇．：調べ学習

を通して、社会人と　して必要
な知亘職を理解すること

○こころとからだ　社会人と　し

て必要な知識を櫓で、多様な

意見を知ること

ヤリア覚まを′充棟する主

0自己理解、仕事、生活、余暇、
こころとからだに関する応用的

な学習を行うこと

○自己理解．探究を通して、自己
の在り方、生き方を考え、将来

の理想をデザインすること。豊
かな人間性、自己実現について

考えること

0仕事・生活・余得　仕軍・生活
・余暇の3つの関係性を理解し

て、将来の生活に向けて意欲を

持つこと

0こころとからだ・自分の具体的

な生活や社会を考えながら、実
生活に結び付く必要な知服を縛
ること

勤

振り返りから次へのステップ

の粂しき．やりがい

体的な判断の下に行動し、自立した人間として他者と共によりよく生きとしての生き方を考え、
の基盤となる遭徳性を養
して自分自身に間する

（中学校学習指導要領解説　特別の牧村
（自主、自立、自由と責任）

○圭として人との関わりに関すること　く思いやり、感謝、礼確、友情、悟始、相互理解、正春）
○主として集団や社会との関りに間すること　（遵法精神、公徳心、公正、公平、社会正策、社会参加、

公共の精神、勤労、家族愛、家庭生活の充実、より良い学校生活、集団生活の充実、：郷土の伝統と文化
の尊王、姶土を愛する態度、我が国の伝統と文化の尊重、国享受する態度、国際理解、国際文献）

○主として生命や自然、兼高なものとの関りに間すること（生命の尊さ、自然愛護、憑動、畏敬の念、よ
リよく生きる

人間関係づく　り

コミュニケーション

生きがい

実践的に取り組み、互集斑や社会の形成者と　しての見方・考え方を働かせ、碩々な集団活動に自主的
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いのよきや可能性を発揮しながら集団や自己の生活上の注視を解決することを通して、次のとおり賃寅・
能力を育成することを目指す。
（1）多様な他者と協働する様々な集団活動の意義や活動を行う上で必要となることについて理解し、行動

の仕方を身に付けるようにする。
（2）集団や自己の生活、人間闇係の諜規を兄だし、解決するために話し合い、合憲形成を回ったり、意思

決定したりすることができるようにする。
（3）自主的、実践的な集団活動を通して身に付けたことを生かして、主体的に集団や社会に参画し、生活

及び人間関係をよりよく形成するとともに、人間ととしての在り方生き方についてについての自覚を
深め、自己 現を図ろうとする態度を養う

○ホームルーム活動
○学校行事（儀式的行事

的行事）

人間関係づく　り

コミュニケーシヨ

将来設計
生きがい

串、健康・安全体育的行李、旅行・集団宿泊的行市、勤労生産・奉仕

思いやりの気持ちをもった言動

方、余暇活動の楽しさ、やりがい

る学習上又は生活上の困粗を主体的に改善・克服するために必要
って心身の調和的発達の基盤を培う

○人間関係の形成　　　　○コミュニケーション
る内容は、必要に応じて個別に指導する）

◆相手を理解し、思いやりの気持ちをもった言動
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1年／基礎 2年／発展

自分を見つめ
将来の生活をイメージする

自分の可能性を広げ
将来の夢や希望を描く

3年／応用

自分の生き方を考え
将来の生活をデザインする

壷 �人 ひ �教科等の目標と主な内乱＿乳旦劇ふ一旦旦∴風力旦真峯腰は学習指導要領よりそのままI左枠 

各教科等 �生徒が自立し社会参加するために必要な「知三鼓及び技能」、「窟考力、判断力、表現力等」、「学びに向か 
う力、人間性等」を西成する∩ 
言葉に必要な「見方・考え方（生徒が学習の中で対象と言葉、言秦と音更の関係を、言嘉の意味、働き、 

使い方に若目して捉えたり、問い直したりして富来への自覚を高めること）を働かせ、言語活動を通して、 
国話で理解し、表現する資質・能力を次のとおり育成することを目指す。 
（り　社会生活に必要な国語について、その特質を理解し適切に使うことができるようにする∩ 

（2）社会生活における‾人との関わりの中で伝え合う力を高め、思考力や想像力を養う。 

（3）言葉がもつよさを認拇すると ��ともに、宮詣怒覚を養い、国語を大切にしてその能力の向上を図る態度 
と り ��を養う。 

・．一言 �○文萱理解や表現のために必要な � �○日常よく使われる敬請を理解 � �○社会生活に必要な敬請や請いの 

の ��語句の塁を増やすこと � �すること � �益を増やし、話や文童の中で便 
・キ ��○読んだり聞き取ったりした内容 � �○文輩や諸の中で伝えたいこと � �用すること 

ヤ ��を簡単に響き留めたり、聞き返 � �の中心に注意して内容を捉え � �○文輩や話の目的の中心とその内 

革－ �リ ��したりして内容の大体を捉える � �ること � �容を捉え、自分が間きたいこと 
ト‾ �ア ��こと � �○理由や率例との関痛を明確に � �を聞き取ること 

い1 �・発 ��〇日的を意識して、書く内容を遇 � �して、自分の考えを分かりや � �○筋道の通った文章になるように ‾鴨．二 �達 ��ぴ、伝えたいことを明確にする � �すく伝えること � �文章全体の捕成を考えること 

集・．． 掛 ．凱 労二二 馳ト． ・を∴ 二号1 て一・ ■∴を：・‾ �を 支 援 し キ ャ リ ア を 形 ��こと 

（選択国語） ○漢字や慣用句、ことわざの意味 などを理解し、語彙力を詰め、 日本語により親しむこと ○作文や意見発表、意見交換を通 して、伝え合う力を高め、自分 の思いや考えを伝えること 
＿－さナ￥一い■h・【＝‘？轟∴‘●一予告蒜詔■・・＝しこ．：工二1▼1∴ � �∴て．二・1■しい、■：■1二　ご二．、ト． 

鵠痛託憲焉墨賀 � �‾’十卜　．▼。乞、ニ：・．▲い1°二■－ノ 1L・t・・・′▲、∴♪「・■一・▲上付掠∴ ＿・り・＿・【一三一㌔、′・ぺγ言上 

・・社　会 �社会的な見方・考え方（社会的な事象の意味や意温、特色や相互の関連を考えたり、社会に見られる課 

ノ �成 ��通を把握して、その解決に向けて社会への関わり方を選択・判断したりする際の視点や方法）を働かせ、 

盲 �し ��社会的寧象について関心をもち、具 ��体的に考察する活動を通して、グローバル化する国際社会に主体的に て ��生きる平和で民主的な国家及び社会の形成者に必要な公民としての法貨・能力の基礎を次のとおり苫成す 

分1 �い ��ることを目指す。 
一本 �く ��（1）地域や我が国の国土の地理的環境、現代社会の仕組みや働き、地域や我が国の歴史と伝統と文化及び 

■軋 �た ��外国の様子について∴　様々な資料や具体的な活動を通して、理解するとともに、情報を適切に調べま 

撥こ＿ �め ��とめる技能を身に付けるようl �こする。 
＿＿叛 �に ��（2）社会的事象の特色や相互の関連、意味を多角的に考えたり、自分の生活と結び付けて考えたり、社会 

居て �必 ��への関わ．り方を選択・判断したりする力、考えたことや選択・判断したことを適切に表現する力を養 
∵滞J‾ニ �要 ��う。 

Jキト �な ��（3）社会に主体的に由わろうとする態度や、よりよい社会を考え学習したことを社会生活に生かそうとす ‾十本； �意 ��る態度を養うとともに、多角的な思考や理解‾を通して、地域社会 ���こ対する岩与りと愛惜、地域社会の－ 

1イLJ �欲 ��員としての自覚、我が国の国土、と歴史に対する愛情、我が国の将来を担う国民としての自覚、世界の 
個： ．1畢；‡・ �態 ��人々と共にいきていくことの大切さについての自覚などを養う。 

○家庭や学校、地域社会のきまりの � �○社会生活を富む上で大切な法やき � �○生活に閻係の深い法やきまり、制 

草二二 �度 ��必要性や社会に関する基本的な椚 � � � � 
・凧1 �能 ��度を理解すること � �いて理解すること � �○公共施設や公共物の適切な活用を 

‡串‡十 ���○自分の生活に関係の深い公共施設 � �○生活に間陳の深い公共施設や公共 � � 
＝－をミラ �力 ��や公共物の役割を理解すること � �物の役割を理解すること � � 

：■を、・ �を ��○地域の自然災害に対する様々な備 � �○自然災害が由良生活に影響を及ぼ � �茶などについて理解すること 

亨／ rk′ ′一ノ＿■∴ ‘一㌧‾： ｛′ ▼二′’ ＿．■■／： レ予・． ：1ノ／ ）‘．ふ �育 ��．えについて理解すること � �すことを理解すること � �dェ薬生産の殿要を捉え、これが生 

て ��0協力して地域の産覆．尭展に努めて � �○食挽生産の重要な役割を理解する � �活に果たす役割を理解すること 

る ��いることを理解すること � �こと � �○世界における日本の位置やII成の 

基 ��0北海道の概露や主な歴史考理解す � �08本の地形や気候の概要や歴史上 � �概要を理解し、先人の業績や偉れ 
盤 ��ること � � � � 

と ��○世界の文化や風習の違いを理解す � �いて理解すること � �〇回軒社会において、日本が果たし 

な る 教 科 等 ��ること � �○外国の人々の生活に茄目し、日本 の文化や習慣との違いについて理 解すること � �ている役割を理解すること 

■敬一学 �数学的な見方・考え方（見方は、 �事象を敷星や図形及びそれらの関係についての塩念等に着目して、そ 

の特徴や本質を捉えること。考え方 ��は、ヨ的に応じて致、式、図、＿　表、グラフ等を活用し、根拠を基に靖 
遇を立てて考え、開城解決の過程を振り返るなどして既習の知識及び技能等を関係付けながら統合的・発 
農的に考えること）を働かせ、数学 ��的活動を通して、数学的に考える貸賃・能力を次のとおり育成するこ 
とを目指す。 
（l）数量や図形などについての基礎的・基本的な概念や性質などを理解す■るとともに、日常の事象を数学 

的に解釈したり、数学的に表現 �・処理したりする技能を身に付ける ���ようにする。 
（2）日常の事象を数理的に捉え見通しを持ち筋道を立てて考雫する力、基礎的・基本的な散見や図形など 

の性質を兄いだし統合的・発展 ��的に考察する力、数学的な表現を用いて事象を簡諜・明瞭・的確に表 
現したり目的に応じて柔軟に表 ��したりする力を養う。 

（3）教学的活動の楽しさや数学のよさを実感し、数学的に表現・処理したことを振り返り、多面的に捉え 
検討してよりよいものを求めて粘り強く考える態度、数学を生活や学習 ����こ活用しようとする態度を養う。 
○整数の加減乗除の計算をするこ と � �○小数及び分数の計算をするこ と � �○文字を用いた式を理解すること 　　　一‾　太＿1肩 

○図形の面積や角の大きさを求め ��○三角形、平行四辺形、ひし形、 � �〇円の面相や土方†，、阻方体、角 柱∴円柱の体積を求めること 
ること � �台形の面積を求めること � �○伴って変わる二つの独立を見出 

○二つの歓塁の関係を割合によっ � �○二つの数宜の関係と別の二つ‘ � �し、それらの関係を表や式を用 
て比べること ��の数量とを比べたり、表現し ��いて表現したり、比で処理した 

○データを表や棒グラフ、折れ線 � �たりすること � �りすること 
グラフで表し、読み取ること � �○データを円グラフや帯グラフ � �○完的データの分布の中心や散ら 

で表す方法や謙みと　り方、測 � �ぼり方の様子からデータの特徴 
定指異を平均する方法を理解 すること � �を読みとる方法を理解すること 
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自然に統しみ、理科の見方・考え方（見方とは、生命を柱とした区分では圭として多様性と共通性の視点
で捉えること、地球1自然を柱とした区分では主として時間的・空間的な視点で捉えること、物托・エネ
ルギーを柱とした区分では、量的・簡保的な視点や質的・実体的な視点で捉えること。考え方とは、聞損

解決の過程において比較や関係づけなどの考え方で思考していくのかということ）を働かせ∴見通しをも
って、観察・実験を行うことなどを通して、自然の事物・現象についての間鮎を科学的に解決するために

必要な漬斑・能力を次のとおり育成することを目指す。
（1）自然の事物・現象についての基本的な理解を隣り、扱察、実機などに関する初歩的な技能を身に付け

るようにする。

（2）岨察、実験などを行い、解決の方法を考える力とより妥当な考えをつく　り出す力を養う。

愛する心情を うとともに 学んだことを主体的に生かそうとする態度
○生命に間すること

（人の体のつく　りと鋤き、病気
と病院、男女の体の違いなど）

○地球・自然に間すること

（地球温暖化と私たちにできる
こと、気温と天気、地震の仕組

みや地震から身を守る方法な
ど）

○物質・エネルギーに関すること

化製品の仕組みなど）

表現及び鑑賞の幅広い活動を過して、音楽的な見方・考え方（青史に対する惑性を働かせ、音や音楽を、
青葉を形づくっている要素とその働きの視点でとらえ、自己のイメージや感情、生活や社会、伝統や文化

などと関連付けること）を働かせ、生活や社会の中の音や音楽、音楽文化と豊かにかかわる資琵・能力を
次のとおり育成することを目指す。

（1）曲想と音楽の明通などとの関わり及び音楽の多様性について理解するとともに、創意工夫を生かした

有漢表現をするために必要な技能を身に付けるようにする。
（2）音楽表現を創意工夫することや、音楽を自分なりに評価しながらよさや美しきを味わって聴くことが

できるようにする。

（3〉音楽活動の楽しさを体験することを通して、音楽を愛好する心用と音楽に対する感性を育むとともに、
音糞に親しんでいく態度 養い、豊かな情操を暮う

○表したい表現をするために必要

な歌唱、器楽、創作、身体表現
の技能を身に付けること

○曲や演奏のよさを見出し、様々

な音楽に親しみ、音楽経験を生
かして生活を明ると潤いのある

ものにすること

0割窪工夫を生かした表現をす

るために必要な歌唱、器楽、
創作、身体表現の技能を身に
付けること

○音楽の美しさを見出し、音兼

文化に親しみ、音楽橙頓を生
かして生活を明るく豊かなも

のにすること

表現及び鑑賞の幅広い活動を通して

（選択青菜）
○曲想と音楽の用達や背景などと

の関わりや音楽の多様性につい

て理解し、衷現に必要な歌唱、
器楽、創作、身体表現の技能を
身に付けること

○音楽活動の楽しさを体験するこ
とを通して、音楽文化に親しむ
とともに音楽によって生活を明

るく盟かなものにすること

造形的な見方・考え方（表現及び鑑賞の活動を通して、よさや美
さなどの価値や心情などを感じ取る力である感性や想像力を艶かせ、対象や事象を、造形的な視点で蛭
、自分としての意味や価値をつく　りだすこと）を働かせ、生活や社会の中の美術や美術文化と豊かに闇

次のとおり育成することを目指す
に、表現方法を創意工夫し、創造的に表すことができるように

表現の意図と工夫などについて考え、主旭を生み出し豊かに発想し構想を繰
文化などに対する見方や感じ方を広げたりすることができるようにする

美術の創造活動の書びを味わい、美術を愛好する心情を育み、怒性を豊かにし、心豊かな生活を創造
していく態度を葦 豊かな情操を培う

○構成を創意工夫し、意屈に
じて表現方法を工夫すること

○作品を鑑賞して作者の心情や
表現の意図と工夫などについ
て考え、見方を広げること

画的
心身の健
を目指す

た技能等並 る健康・安全についての理解を

見し、その解決に向けて仲間と思考し判断

し、明るく豊かで
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職業に係る見方・考え方（職業に係る事象を、将来の生き方等の視点で捉え、よりよい職ま生活や社会
生活を営むための工夫を行うこと）を働かせ、覇業など卒某後の進路に関する実践的・体頬的な学習活動

を通して、よりよい生活の実現に向けて工夫する資質・能力を次のとおり西成すること告白指す。

（1）職業に関する濁項について理解を深めるとともに、将来の職業生活に係る技能を身に付けるまうにす

る。

（2）将来の相集生活を見据え、必要な芥柄を兄いだして濾周を設定し、解決某を考え、実践を評価・改善

し、表現する力を養う。
（3）よりよい将来の捜養生活の実現や地域社会への東和に向けて、生活を改善しようとする実践的な態度

を養う。

○働く　ことの巳的を理解すること

○覇業生活の基礎的な知識・技能

を身に付けること

○徴集や進路について調べ、理解

すること

○作業学習や現場実習を通して

勤労の意義を理解すること

○職業生活に必要な実践的な知

膿、技能を身に付けること

○卒業後の進路に必要なことに

ついて現場実習等を通して理

解すること

○作業学習や現場実習を流して勤

労の憲範について理解を深める
こと

01職兼生活に必要な実践的な知

強、技能について理解を深める
こ　と

○卒業後の進路に必要なことにつ

いて現場実習等を通して理解を

深めること

生活の苦みに係る見方・考え方（見方としては、家族・家庖生活では圭に協力・協働を、衣食住の生活

では主に惚慮・快適・安全や生活文化の絶承・創造を、消費生活・Ⅰ‡塙では主に持続可能な社会の相集の

視点が重視される。考え方としては、家虐分野で学ぶ、調理や衣服の手入れ、身近な消更生活写に関する
内容を捉え、自らの生活を撮り返り、工夫する際の思考のこと）を働かせ、衣食住などに関する実践的・

体頬的な学習活動を通して、よりよい生活の実現に向けて工夫する音質・能力を次のとおり市成すること

を目指す。
（1）家族・家庭の機能について理解を深め、生活の自立に必要な家族・家庭、衣食住、消経や現場等につ

いての基礎的な理解を回るとともに、それらに関わる技能を身に付けるようにする。

（2）家族や地域における生活の中から間組を兄いだして課旭を指定し、解決策を考え、案践を評価・改善

し、考えたことを表現するなど、沫甥を解決する力を養う。

（3）家族や人々との関わりを考え、家族の一員として、よりよい生活の実現に向けて、生活を工夫し考え

ようとする実践的な態度をまう。

○環族・家虚の大切さや自分の果

たす役割に気付き、家庭生活に

閻心を持つこと

○食事の大切さや裁縫の基礎快適

な住まい方について理解するこ

と

○生活に必要な物の遇択や扱い方

について理解すること

○自分の成長と家族の関わりが

分かり、自分の役割を考え表

現すること

○健康によい食習慣や目的に応

じた衣服の選択について理解

すること

○売買契約の仕組みを理解し、

言十画的な金錘管理の必要性に
気付く　こと

○家族と地域のよりよい関わり方

について考え、共に支えあうこ

との大切さを理解すること

○日常食の調理や安全な住空間の

慧え方を理解し、工夫すること

○消費者の基本的な津別と責任に
ついて哩椙すること

外国ほによるコミュニケーションにおける見方・考え方（外国指で表現し伝え合うため、外国言至やその

背景にある文化を、社会や世界、他者との関りに憲目して捉え、コミュニケーションを行う目的や場面、

状況等に応じて、情報を整理しながら考えなどを形成し、再柵築すること）を働かせ、外国請による聞く
こと、読むこと、持すこと、書くことの言諸活動を通じて、コミュニケーションを図る基礎となる漬質・

能力を次のとおり育成することを目指す。
（1）外国言吾の音声や文字、語彙、表現、宵精の鋤きなどについて、日本語と外国言毒との違いに気付くとと

もに、読むこと、書くことに憤れ組しみ、聞くこと、読むこと、昌吉すこと、書くことによる実際のコ
ミュニケーションにおいて活用できる基礎的な技能を身に付けるようにする。

（2）コミュニケーションを行う目的や場面、状況などに応じて、身近で簡単な事柄について、問いたり紹
したりするとともに、音声で十分に慣れ親しんだ外国指の緒いな
り書いたり　して、自分の考えや気持ちなどを伝え合うことができる益堤的な力

どが表す事柄を想像しながらはんだ
l益堤的な力を覆う。

（3）外鼠指の背景にある文化に対する理解を深め、他者に配慮しながら
ニケーシヨンを図ろうとする態度を暮う。

○英相の音声や基本的な表現に慣
れ親しむこと

礎的な技能を身に付けるJ
（2）身近な謬象を情報とその

技術を適切かつ効果的に貢
近にある情緒や情報

○日常生活でよく使われる簡単
な箔句や基本的な表現などを
理解すること
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主体的に外国語を用いてコミュ

柏粕社会に しようとする態度を養う
（選択橘稚）
○情報社会の問題を知り、閉場解

決する方法を知ること
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R5年度　学校経営計画様式虻学科掲）

・基本のフォントは、MSゴシック（10．5ポイント程度が望ましい）
・余白は20mm以上あることが望ましい（上下左右とも）

1　学科の目標

ポイント②
道立特別支援学校高等部教育課程編成基準「別記1学科の目標」を記入。

□口や口等の多様な素材を主材料とする製品の製造などの体験的な学習を通して、勤労の体験を豊
かにし、その意義を理解させるとともに、社会自立に必要な基礎的・基本的な能力を高め、実践的な

態度を育てる。

2　基本方針

ポイント③

1　これまでは8～9点あげていたが、ポイントを絞り、3～4点とする。

2　教育課程BasicPlan（2022改訂版）の学科の目標を「知識・技能」「思考力・

表現力・判断力等」「学びに向かう力・人間性等」の項目で記入する。

3　必要があれば（4）に学科独自の方針を記入する。

（1）△△に関することについて理解するとともに、関連する技術を身に

付けるようにする。

（2）△△に関する課題を発見し、職業人に求められる倫理観を踏まえ課題

を解決する力を養う。

（3）職業人として必要な豊かな人間性を育み、よりよい社会の構築を目指
して自ら学び、社会貢献に主体的かつ協働的に取り組む態度を養う。

（4）※必要があれば記入する

3　今年度の重点

「知識・技能」

「思考力・表現力・判断力等」

「学びに向かう力・人間性等」

「学科独自」

ポイント④
学校経営方針の「重点目標」を受け、各学科の年度の重点（下位目標）を具
体的に記入する。

→キャッチフレーズを具体化するイメージで、各学科で毎年変更する。例に

とらわれず、学科で共通理解しやすい表現でよい。

（1）これまで取り組んできた指導内容・方法を検証・評価し、次につながるものへ発展させる。

（2）人との関わり・つながりを通して、コミュニケーション能力を高め、実践的な態度を育てる。
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4　指導の重点

（1）1学年

ポイント⑤
基底となる指導計画（2022。09．29改訂版）の学年目標を「知識・技能」「思
考力・表現力・判断力「学びに向かう力・人間性等」の3観点で記入する。

①○△△に関することについて理解するとともに、関連する基本的な技術を身に付ける。 
（知識・技能） 

②○△△に関する課題を発見し、職業人に求められる倫理観を踏まえて学習をしたことを振り 
返り、考えたことを表現するなど、自分の課題を解決する力を養う。 
（思考力・表現力・判断力等） 

③職業人として必要な豊かな人間性を育み、よりよい社会の構築を目指して自ら学び、社会責 
献に主体的に取り組む態度を養う。（学びに向かう力・人間性等） 

（2）2学年

①○△△に関することについて理解するとともに、関連する発展的な技術を身に付ける。 
（知識・技能） 

②○△△に関する課題を発見し、職業人に求められる倫理観を踏まえて解決策を考え、実践を 
評価‾し、表現する力を養う。（思考力・表現力・判断力等） 

③職業人として必要な豊かな人間性を育み、よりよい社会の構築を目指して自ら学び、社会責 
献に協働的に取り組む態度を養う。（学びに向かう力・人間性等） 

（3）3学年

①○△△に関することについて理解するとともに、関連する応用的な技術を身に付ける。 
（知識丁技能） 

②○△△に関する課題を発見し、職業人に求められる倫理観を踏まえて解決策を考え、実践を 
評価・改善し、表現する力を養う。（思考力・表現力・判断力等） 

⑨職業人として必要な豊かな人間性を育み、よりよい社会の構築を目指して自ら学び、社会貢 
献に主体的かつ協働的に取り組む態度を養う。（学びに向かう力・人間性等） 

5　業務内容と分担

項　目 �業　務　内　容 ��担　当　者l 

学科経営 � �董土2上塵 

年度末評価等を受け、「課題達成に向けた方向性」で示された関係 
組織に関する内容を「3　重点目標と業務内容及び分担」または「4 
年間業務推進計画」の中に盛り込む。 

l 

施設・設備 � 
巫±之上屋 

年度末評価の際、年間指導計画に沿って学習できたか、学習内容 

その他 � �はどうだったか、時数等の適切さなどについて評価する。 

SDGsの視点 � �� 

垂±之上塵 
重点目標や活動内容等からSDGsの17項目のどれに当てはまるのかを記載する。また、右上に 
SDGsのアイコンを表記する。 

※アイコンのデータ保存場所　旬のもの→R5学校経営計画→SDGsアイコツ 

●紬．作成とたデ十タぱ√命の古の→棚紬だスあるこき。4々斉で
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2022．09．29改訂版

基底となる指導計画　新様式　記入例　～作業学習～
躇虚の展赤文字ガ＃部分脚する

※太字　～新設項目

教科等 �作業学習 

対象学科 �例）生産技術科 

麹額㊥鱒嘩一 �△△の見方・考え方（ものつくりを、工業生産、生産工程の情事馴ヒ、持続可能な社会の構築などに 毒目して捉え、新たな時代を切り拓く安全で要一 ��かな付加価値の高い創造的な製品や構造物などと関連 
付けること）を働かせ、実践的・体験的な学習活動を行うことなどを通して、ものつくりを通じ、地 

ヌ療■すか貞革■－ ‥痍瀦・一女ふ ・申．．．テ 痴疲≠素顔∴ 邸紆宇劇．†サ⊥ 寧疲虞瑚一一1 �土或や社会の健全で持続的な発展に寄与する職業人として必要な資質・能力を育成する。 解答学村について仇血は／r′／仰のき翔のβ虜の鰍から庶人すき。 

本校における責買・能力とl将来の生活に向けて椎葉で身に付ける力jとの関連 
康」を欄〃「／ノー砂仇脚・全期＃ぜ　　好J右脚は鵬の個の皇居に虐〝7線蒼で才 
→棚／2号タ／4∫から点紆すき。　　　　　／ご〝〝きカノと麒すき励多古塵晋んで彪ガすき。 

（1）知識・技能「学習に意欲的に取り組み ��・各作業種の工程について理解する 
社会生活で必要な勤労観や礼儀作法な ��・使用する道具や機械を正しく扱う技術を鼻に付け 
の確かな知識や技術などを身に付ける」 ��る。 

（2）思考力、表現力、判断力等「自ら課題 ��・より良い製品を作るために必要な課題を発見し、 
を見つけ、主体的に判断し、個性を発揮－ して、思いや考えを対話等で表現する」 ��改善策や解決策を考える。 

（3）学びに向かう力、人間性等「様々な学 ��・製品作りなどを通して、社会に役立つことを知り、 
翌を意欲的・主体的に行い、自分の生き ��仲間と協働しなから主体的に取り組む態度を責 
力ていを見つけ、役割を自覚し、協力し合 いながら社会に貢献する」 ��う。 

教料を学－ぶ �○△△の見方・考え方好学者拶才摩飾翳甜疲村新鮮下戸227－′DOの月才・才ズ才とは・－ノ以下の文事を應厨すき。 ものつくりを、工業生産、生産工程の情幸馴ヒ、持続可能な社会の構築などに壱目して捉え、新たな 

意味や価癌‾ 顔・本革長者， �時代を切り拓く安全で安心な付加価値の高い創造的な製品や構造物などと関連付けること。 
○△△科で学ぶ意義　好上髭の月才・すえ才の音頭〝／大筋g付〝書生鐙／こ分かりやすく凄虚すき。これ才で物研 

‾廟瑚射すT 由・＿ 将士粛啓 ＿＿渕転成勘■サー ‾中点細 �成果やβ基底の髄の塵一彦に虐げて綴蒼で身に〝けさカJろ・どき庶人んでもよい。 

①　集団の中で自分の役割を果たす力が鼻に付く 

②　必要な支援を求めたり、相談したりできる表現力カ ���1身に付く 

③　TPOに応じた言動を取るためのコミュニケーション能力が身に付く 

④　職業生活に必要な力（安全性、積極性、責任感、集中力、判断力等） 
⑤　活動を振り返り、次に生かそう七する力が身に付く 

韓科め辞瘡 �好仔膚J〟3／．3．29職者等麿知一財厭き各界辞等の評好の疲　　好個〃慶膚善愛／ガを．草秤の代虔劇か評 ．療戌が子の趣g／膚孝男朗が絆摘草紺等珂ノ卜占賎財．筋の綴点き厨貯すき 

の職者∴ �塵がヂ〝／知郎層雲ノ席亭伊仁方〝きよとんで靡〝草村仁方いて 
J好好さわきさ疲村の草野の虎絆から應厨すき。 

改善等通知　評価の観点及びその趣旨より ��各科の代表的な評価の観点 

知・技 �・△△に関することについて理解しているとともに、 ��・製作の工程や必要な道具を理解している。 

関連する技術を身に付けている。 ��・道具や機械を安全に正レく使用できる。 

思・判・表 �・△△に関する課題を発見し、職業人に求 �められる �・より良い製品を作るために必要な課題を発見し、 

倫理観を踏まえ課題解決する力を身に付けてい る。 ��解決に向けて工夫するべき点について考え、表王 

していること。 

主体的 �・よりよい社会の構築を目指して自ら学び、社会貢 ��・より良い製品作りを目指して意欲的、主体的に取 

献に主体的かつ協働的に取り組む態度を身に付け ��り組む姿勢・態度がある。 

ているこ ��・周りの人と協力して積極的に取り組むこと。 

評癒場面∴ �潮斬　劇抜活き虎ガすさ。 ○（知・技）　　作業の準備・後片付け、作業工程、道具等の扱い方、出来栄え 

評嘩方湊∴ �○（思、表、判）　作業工程、話し合い活動、工夫点・解決策の検討 
○（主体）　　　作業態度、振り返りシート 

学強止血智 �好さ頗蒼多摩〝き犀のg慮′二好・斉汐の′q摩る・ど善庶人すさ 
・挨拶、返事、報告をしっかりする。 

j鱒さ■・‾＿了 �・道具や生地を大切に扱う。 
・誰に対しても言葉遣いに気を付ける。 

・仲間と協力して作業をする。 

褒蓉年額‘■‥＝ �1学年（基礎）　　　　　2学年（発展）　　　　　3学年（応用） （知・技）　　　　　　　　　　（知・技）　　　　　　　　　　（知・技） 
＝　一・ �○△△に関する」とについて理解す○△△に関する」とについて理解す ����○△△に関することについて理解す 

率調癖 ‾卯頓ゆ如痩 �」、　　　　　　　　よ　術　　　　　」 ��謀　術 ��山 ・　　　　　　」、　辿魁雲上狸 を身に付ける。　　　　を身に付ける。　　　　を身に付ける。 
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彿熱感熟賂　嵐 ��（思、判、表） ��（思．、判、黄） ��（思、判、表） 
＝応用の ネすさ �桓女 �○△△に関する課透を発見し、職業 ��○△△に関する課題を発見し、職業 ��○△△に関する課題を発見し、職業 

人に求められる倫理観を踏まえて学 ��人に求められる倫理観を踏まえて整 ��人に求められる倫理規を踏まえて整 
智をしたことを振り返り、考えたこ ��決策を考え、実践を評価し、表現す ��迭最重量星、芸歴窒盟塵二塁塁上L 重現主星辺を喪う。 
とを表現するなど、皇全史謹選窒農 法三塁左を養う。 （学、人） ��皇左を彗う。 

（学、人） ��（学、人） 
○凝集人として必要な豊かな人間性 ��○塾英人として必要な豊かな人間性 ��○垣英人として必要な豊かな人間性 
を育み、よりよい社会の構築 �を目指 �を育み、よりよい社会の構築を目指 ��を育み、よりよい社会の楕雫を目指 して自ら学び、社会貢献に王座迫盆 ⊇笹塾堕⊆取り組む態度を舞う。 
して自b学び、社会貢献に重盗墜 取り組む態度を襲う。 ��　　　．亡ゝ　　－ 学、　三三　　し �　」 

取り組む態度を漂う。 

学期 �主な学習内容．‥ 

1学年（基礎） ��2学年（発展） ��3学年（応用） 
好糊点の押Jjかとりヾ揚石増倉ぽこ ��．好糊丘の〝Jjかとり切る膚合ぽこ ��潮棚β　押ささ　かとと　囁き場合ぽこ 
の鼎ご庶人すき。かい雀卓棚をガで ��の膚／ご超人すき。如．一躍倉棚倉釘で ��の磨酢こ彪人すき。かい〟合棚き釘く 

多くの作業種を経験し、作業学習 ��1年次の学習を基に発展的な内容 ��2年間の学習を基に応用的な内容 
の基礎を培う。 ��（木工＋クラス加工）に取り組む。 ��（外注品、卒業制作、ニーズに応じた もの）に取り組む。 

1 �□紙工実習 ��□紙工実習 ��口紙工実習 ・紙すき（基礎技術：A4判） ��・各種用紙の校外受注 ��・紙すき（A3判） 
・校内で使用する製品製作 ��（近 �隣学校、福祉施設など） �・角2封筒製作 □清掃実習 ・実習室清掃 

（基礎技術） □清掃実習 ��・紙すき（色紙判） ・長3形封筒製作 □清掃実習 

・実習室清掃 ����・体育館清掃 ロクラス加工実習 ・不定期（5月～3月） □地域との連携 ・町内清掃 ・近隣学校との交流 
・体育館清掃（基礎技術） □園芸実習 ・校内の花壇整備 ��・実習室清掃 ・体育館清掃 ログラス加工実習 

（6月～10月） ��・不定期（5月～3月） 

□地域との連携 ��□地域との連携 
・町内清掃 ��・町内清掃 
・近隣学校との交流 ��・近隣学校との交流 

2 �□紙工実習 ��口紙工実習 ��□紙工実習 ・各種用紙の校内受注 ��・各種用紙の校外受注 ��・紙すき 
・紙すき ��（近隣学校、福祉施設など） ��・卒業証書用紙製作 □清掃実習 ・実習室清掃 
・製品製作（カット、印刷） ��・紙すき（色紙判） 

□清掃実習 ��ロ清掃実習 
・実習室清掃 ��・実習室清掃 ��・体育館清掃 □学校祭販売製品作り ・紙工（袋作り） 
・体育館清掃 ��・体育館清掃 

ロセラミック実習 ��□学校祭販売製品作り 
・製品製作 ��・紙工 ・クラス加工・木工 ロ地域との連携 ��・クラス加工 

ロ学校祭販売製品作り ����口地域との連携 
・紙工（ぽち袋、メッセ一班－ドセット） ����・近隣学校との交流 

・セラミック（小皿など） ��・近隣学校との交流 

3 �□紙工実習 ��□紙工実習 ��口卒業制作 ・各種用紙の校内受注 ��・各種用紙の校外受注 ��・製品製作 
・紙すき □清掃実習 ・実習室清掃 ��（近隣学校、福祉施設など） ��※作るものによっては時期を早 

・紙すき（色紙判） ��めて製作する。 

口清掃実習 ��□清掃実習 
・体育館清掃 ロクラス加工実習 ・クラス加工の基礎技術 □地域との連携 ・地域の除雪 ・近隣学校との交流 ��・実習室清掃 ��・実習室清掃 

・体育館清掃 ��・体育館清掃 

□地域との連携 ・地域の除雪 ��□3年間のまとめ 

時数 �297．5時間 ��455時間（R5～437．5時間） ��455時間（R6～437．5■時間） 

備考 � 
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今和5年l月20日　職員会議資料より

教育課程検討委員会

2学年の教科「情報」の履修について

l　課題について

（り課題検討の経緯
・現在「情報」は、l学年（全員）と3学年（選択）での履修であり、2学年は履修していない。今和3年度

のICT教育推進委員会から、今後検討が必要な事項として教科「情報」の履修方法が挙げられ、今

和4年度の教育課程検討委員会の議題とし、今和6年度以降の実施に向け検討することとした。

（2）具体的内容
・情報の履修学年、履修方法、時間割の改善の必要性について検討する。

2　本校での教科「情報」の履修の必要性

次のことから2学年でも全員履修が必要であると考えた。

（り確かな学力の育成

（2）時代と社会の変化に対応できるカの育成（研究主題より）
・一人一台端末に向け、教科「情報」での学習成果がその他の各教科の学習とつながる。

・教職員の指導力の向上につながる。

3　検討結果

今年度育課程検討委員会で検討し、次のように実施することとする。

（l）今和6年度より、2学年でも教科「情報」を履修する。

（2）現在13時間履修している作業学習をl時間分減らし（12時間へ）、そのl時間を教科「情報」に充

てる。

（3）具体的には、月曜日の4校時を教科学習の時間とする。

・月曜日＝3時間作業、水膵日＝6時間作業（隔週）、木曜日＝4時間作業とする。

（4）福祉科2学年の「製菓」の題材時期は、月曜日の作業学習が4時間続きで学習できるように時間割

を変更する。（3学期に2～3回を想定）

（5）教科「情報」は、学級単位での履修とする。

（6）その他

ア今和6年度以降、次の履修時数とする。

教科「情報」 �作業学習 

lr学年 �全員履修：週l時間（年35単位時間） �週？（8．5＊）時間 

2学年 �全員履修：週l時間（年35単位時間） �週t2岨時間 

3学年 �選択教科：週2時間（年70単位時間） �週1311主星時阻 

＊道徳35時間の内、17．5時間を主として作業学習で指導するとしているため。（学年進行で実施）

イ今和5年度の履修時数は次のとおり

教科「情報」 �作業学習 

l学年 �全員履修：週l時間（年35単位時間） �週？（8．5＊）時間 

2学年 � �主副3（12．5＊）時間 

3学年 �選択教科：週2時間（年70単位時間） �週13時間 



4　検討に当たって

（1）知的障害特別支援学校における各教科等について（学習指導要領）
ア　国語、社会、数学、理科、音楽、美術、保健体育、職業及び家庭の各教科、道徳科、総合的

な探究の時間、特別活動並びに自立活動については、特に示す場合を除き、全ての生徒に履

修させる。
イ　外国語及び情報については、生徒や学校の実態を考慮し、必要に応じて設けることができ

る。

り　各教科、道徳科、ホームルーム活動及び自立活動の授業は、年間35週行うことを標準とし、

必要がある場合には（中略）、授業を特定の学期又は特定の期間に行うことができる。
エ　総合的な探究の時間に充てる授業時数は、各学校において、実態に応じて適切に定める。

（2）他校の「情報」履修状況
・情報は全学年で週l時間履修している学校がほとんどである。

各教科の「2学年」の週履修時数 �������������備考 

国 �社 �数 �理 �土 tヨ �美 �保 �職 �家 �タト �痛 �遺 �総 � 

小樽 �2 �l �2 �－ �l �l �3 �l �l �l �－ �全体 �l � 

稲穂 �l．5 �l �I．5 �l �選択2 ��4 �l �l �l �l �0．3 �2 �＊情報は、全学年週l時致 

札高養 �l �1 �l �－ �l �2 �2 �l �1 �－ �l �餉 �1 �＊情報は、全学年週l時数 

あいの里 （賎業学科） �2 �l �2ノ �2 �2 �2 �2 �l �l �l �1 �全体 �？ �＊情報は、全学年週l時数 

旭川 �2 �1 �l．5 �l �l �I �l．5 �1 �1 �l �l �－ �適宜 �＊情報は、全学年週l時数 

あいべつ �l �l �l �l �l �2 �2 �0．5 �0．5 �l �l �l �l �＊情報は、全学年週日特赦 

新得． �l �1 �l �l �l �l �3．， �1 �l �l �l �餉 � �＊情報は、全学年週1時数 

みなみの牡 �？ �？ �？ �？ �選択l ��2 �2 �l � �l �全体 �適宜 �＊情報は、全学年週l時数 

5　具体的な検討経過

（り2学年で教科「情報」を履修する方法について、メリット、デメリットを踏まえてA案～D

案から検討した。

【結果】
・A案のうち、「作業学習」「国語・数学」のいずれかの時数を減らす方向に絞った。

時数 �方法 ��備考 

l �A �複数時数のある教科（作業学習、国語、数学、保健体育）の �○現時間割を基本に作成可。 

時 間 ��いずれかの時数を減らし、情報を追加する。 �●現行教科のいずれか時数減。 
B �A以外の載科（無念∴青森、＿■r美蘇、職業、・凌嵐外国恵）の �0現時間割を基本に作成可ふ・－ 

増 ��いずれかをな■く・し確報を追加する。 �●現行教科の－し、ずれか時覿軋＝r 

亡 �木曜日る現時を過かするや梅迫又は靖過で、ノ■6校時日を漁 �●lr、・3学年も時致埠が必要。・ 
■　加。二〉■． 

0．5 時 間 増 �1や �・前期／後期．ま由ま、縞準での履修とすを。、 �－●軋■岳．∵時間揃後期、瑞浪）では定・ 

・例戸外国語／情醸Jとし、前期は外国蕗、後期は情報を履修。 �着が無しいか。 
・例）■千外国籍／輯軌とし、博通で現私′ �●担当者時教程工夫が必薯か。・・ 

【理由】

①情報の時数は、週0．5時間では不十分であり、3学年が選択であることを考えると2学年で
は週l時間履修が必要である。

②　C案は、生徒会活動の時間の確保等から現実的ではない。

③　B案の、現行l時間しかない教科を減らすことは、学習の系統性や積み重ねの観点から説明

がつかない。平成30年度から2学年でも音楽と美術を履修できるようにした経緯がある。

（それ以前は、t学年は音楽のみ2時間、2学年は美術のみ2時間履修となっていた。）

④　A案であれば「作業学習」か「国語、数学」をl時間減らすのが妥当。「国語、数学」の学年
の系統性、時間割の複雑化を考えると、「作業学習」を減らすことを優先的に考えるべき。

※メリットデメリットの比較一覧、意見の詳細については、別紙Ol参照
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（2）次に、A案を基に次の三案についてメリット、デメリットを踏まえて具体的に協議した。

0「国語・数学」を隔週でl時間ずっ減らす。（国語1．5時間、数学I．5時間となるようにする。）

◎「作業学習」を1時間減らす。

◎水曜の5～6校時「作業学習／進路学習」を「情報／進路学習にする」

【結果】
・◎菓「作業学習」をl時間減らす方向で進める。

【理由】
・0案は、教科の系統性から好ましくない。また、国数の授業日が隔週で変わるだけでなく、音楽の授

業日も隔週で変えなければならない。減らすなら、やはり時数の多い作業を減らすのが妥当。
・◎案は、時間割の変更が容易で、担任・副担任を中心に授業が進められるメリットはあるが、情報の

担当者が同時刻に7人必要となることは、“授業の質”の確保、担任の授業の負担を考えると現実的

ではない。

※メリットデメリットの比較一覧、意見の詳細については別紙02参照

（3）次に、◎案「作業学習」をl時間減らす方法のうち次のいずれの案にするか、メリLット、デ

メリットを踏まえて具体的に協議した。
・A　菓：水曜日4校時の作業学習をl時間減らす。

・B案：水曜日4校時の作業学習をl時間減らし、情報を2学級合同で実施する。

×案：水曜日l校時の作業学習を1時間減らす。

X’案：水曜日l校時の作業学習をl時間減らし、情報を2学級合同で実施する。

C　案：木曜日4校時の作業学習をl時間減らし、情報を2学級合同で実施する。

D案：月曜日4校時の作業学習をl時間減らす。

D’棄：月曜日4校時の作業学習を1時間減らし、情報を2学級合同で実施する。

【結果】
×案（X’菓）及び、D菓（D’案）に絞って検討する。

【理由】
A案、B案は、「水曜日の1時間目に作業を入れる」ことでX案及び×’案として検討する。

⇒「4校時日の作業を減らす」ことを中心に考えたのは、生徒の「気持ちの切り替え」を考慮して。し

かし、実際に時間割を組むと、全校的な時間割の入れ替えが必要なことが分かった。
・C案を検討から外す。（D案が可能なら、カフェ営業日を変更してまで検討する必要がない。）

⇒「（水）の作業学習をlコマ減らす」案が最優先となったのは、（木）はカフェ営業、（月）は福祉科の

製菓があるため。しかし、製菓単元時期だけ4時間作業にすることで対応できるなら、課題は解消で

きる。

※メリットデメリットの比較一覧、意見の詳細については別紙03参照



（4）最終的に次の二つの案に絞って検討した

×案 �D菓 

（水曜日l校時の作業学習をl時 �（月曜日4校時の作業学習をl 

間減らす） �時間減らす） 

（D生徒の切り替え（学習 への取り組みやすさ） �・l校時に「教科」を入れてもよいなら �・l校時に「教科」を入れないなら 

②終日作業の考え方 �・「終日作業が5時間」でよいなら �・「6時間」の終日作業を残すなら 

③曜日ごとの作業学習 �・（水）の5時間以夕卜、（月）、（木）は4時 �・（月）3時間、（水）6時間、（木）4時 
の「時数」 �間で固定できる �間と変則的になる 

※ただし、進路学習がある場合などは、（水）は �※ただし、進路学習がある場合などは、 

3時間となる。（月4、水3、木4） �（水）は4時間となる。（月3、水4、木4） 

④lクラスか2クラス合同 �・lクラスごとなら×案 �・lクラスごとならD案 

か �・2クラスでも可能なら×’案 �・2クラスでも可能ならD’案 

【結果】
・D案で実施することとした。

【理由】
・「終日6時間作業を続ける可能性をできるだけ残した方がよい。」という意見が多数であったため。

【意見】
＜×案がよい＞

・作業3時間の後、4時間目に教科が入るより、1時間目に教科が入る方が気持ちの切り替えや授業への

集中がしやすい。
・作業学習が「3時間」へ短縮される曜日がある中、「終日作業」だけが6時間となると、生徒が長時間作

業に慣れておらず集中しにくいのではないか。

＜D案がよい＞

・コロナが収束し、校外学習等が復活することを考えると、終日作業を6時間とする方が、学習が充実で

きる。

・本校では「終日6時間作業」を伝統にしてきたことを考えると、「終日6時間作業」の可能性を残せる方

がよい。
・5時間作業よりも、「終日6時間作業」の方がインパクトが大きい分、生徒にも達成感がある。

・週3日ある作業学習の全体的な学習展開を考えると、水曜日に6時間作業がある方がよい。（家庭総合

科）
・現場実習が本格化することを考えると、2学年でも「終日6時間作業＝l日中作業」の経験は必要。

・現在でも、「終日6時間作業」が確保できないことも多いが、「終日6時間作業」の可能性は残せる方が

よい。

・作業学習が週l時間減る分、鱒日作業は「6時間」ある方がよい。

＜どちらでもよい＞

・教科学習が4時間目に入っても、l時間目に入っても、「気持ちを切り替えて学習する」ことが必要。また、

日課に合わせて気持ちの切り替えや集中力について指導することも大切。なので、「気持ちの切り替え」

については、どちらになっても指導の機会と捉えればよい。
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※別紙O t

5　具体的な検討経過－（日　に対する、メリットデメリットの比較一覧、意見の詳細

A菓：複数時数のある教科の時数を減らし、情報を追加する。

①A一案l：「国語（又は数学）」をl時間減らし、「情報」をl時間追加する。
比較項目 �パターン（○＝メlトソト　●＝デメリット）． 

0国語又は数学をl時 �◎情報を2クラス合 �◎家庭科との組合せを情報に 
間減。 �同で実施。 �する。 

ア　授業展開 �01学級ずつ実施可。 �●2学級で実施。＊1 ●長机の追加必要。 （R8年以降4台） �01学級ずつ実施可。－ 

イ「家庭とタト国語」の組合 �○崩さずに実施可。 �○崩さずに実施可。 �O「家庭と情報」の組み合わせ 
せの維持 ���を崩さずに実施可。 

※調理学習時に家庭が2 ���02時間続きになったときに、 

時間連続になる場合の、 ���タト国語よりも情報の方が、授 

時間割変更の容易さ。 ���業が展開しやすい。 
ウ　担当者の担当時数 �△週7時間 �○週4時間 （ただしST必要） �△週7時間 

エl日の授業の連続時数 �●火曜日の情報が5時 �○最大3時間。 �●火曜日の情報と家庭が5時 

間連続。 ※金曜日の2校時がl ��間連続。 ●家庭が2時間続きの時期は、 家庭又は情報が6時間連続 

学年の情報と重なる ��もあり得る。 
のを解消するために ��※金曜日2校時が、l学年情報と重 

必須。＊2 ��なるのを解消するのに必須。＊2 

オ「国語と数学」を習熟度 別で学習できる配置 �●不可 �○可能 �○可能 

＊l　パソコン教室にI6名生徒が入るのは、広さ的には可能。しかし、R7年度まででPC教室のPC、プリンタ
ー、机、椅子のリース期間が切れる。（現在はリース机4台、その他長机4台）

＊2　情報の教場を、「コンピュータ室」とした場合。教場がどこでもよければ、この間題は解消できる。

②A一案2：「作業」をl時間減らす。
項目 �パターン（○＝メリット　▼＝デメリット） 

畑作筆をl時 �問 �猟（全クラえ �����◎作業をl時間減、教科 �◎情報を2クラス合同で 
∴同臣巧睾 �設定）‘r・＿＿ ������を入れ換える �実施。 

ア授業展由 �‘二Of学級で乗 �雅 �p 季 トも �皐，■ ����01学級で実施可。 �●2学級での実施。 ●長机の追加必要。（R8 年以降4台） 

∴●周噂に軽重 �．者 こ′ Iな ��寸ウ人磁針■ 

凍埠教科は ∴・書取う七．’t ���・システム1■ ヽ二∴1 ＿○‾＿ 

イ「家庭と外国語」の組み �・．0番せずに寒施可。・ �������●「家庭とタト国語」の組 �○崩さずに実施可。 

合わせ �：■‾＿¢滋垂七・▼・よ・＿日金オ亨ネ錐．一・ �������み合わせが2クラス �○その他の時間割の変更 
※調理学習時に家庭が2 時間連続になる場合の、 時間割変更の容易さ。 �∴き齢土する �をで¢変吏率 ������崩れる。 �が比較的容易。 

二‾薄暑立 � 

ウ担当者の担当時数 �申準十時阻 � � � �� ��△週7時間 �○週4時間（ただしST必要） 

エl日の授業の連続時数 �rO‖ヨ守時間 � � ��� � �○最大3時間。 �○最大3時間。 

オ「国語と数学」を習熟度 別で学習できる配置 �・や苛能＿∴ � � � � � � �●一部不可 �○可能 
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（∋A一案3：「保健体育」を1時間減らす。

項目 �パターン（○＝メリット　▼＝デメリット） 

0終章引時圃減（全軍ラキ �◎体育をl時間減、教 �◎体育を1時間減、情報を 
∴河．じ耳マに穀幻∵ �科を入れ換える �2クラス合同で実施。 

ア授業展開 �府壬学級で来聴軌 �01学級で実施可。 �●2学級での実施。 
‾●何時に捜当者が女人■ぬ多・ ��●長机の追加必要。（R8 

酪他教科ミ桓ステム ■r‾書取っセ1彰一巧亘、、鱈 ��年以降4台） 

イ「家庭とタト国語」の組み 合わせ ※調理学習時に家庭が2 �b崩せずに寒施可や・・‘‾ �●「家庭と外国語」の 組み合わせが2ク ラス崩れる。 �○崩さずに実施可。 

＿■．0亘甲他や痺同部申賓薮・ ��○その他の時間割の変更 

時間連続になる場合の、 �・．ザ也板垣寧如こできる． ��が比較的容易にでき 
時間割変更の容易さ。 ���る。 

ウ担当者の担当時数 �‘＿q適l‾・‾時間■ �△週7時間 �○週4時間 （ただしST必要） 

エ　ー日の授業の連続時数 �〇二日日時胤二 �○最大4時間。 �○最大3時間。 

オ「国語と数学」を習熟度 別で学習できる配置 �■0可能∴ �●一部不可‘ �○可能 

【小グループでの協議】
①奈良、石川、大谷、林教頭

意見等 
U　時数 �◎「情報」を設定するとすれ �◎l時間増やすのがよい。 

ば、どの程度増やすか。 �▲SNSについてよく分からずに使用し、トラブルにな 
l時間か0．5時間か。 �ることが多い。情報モラル等についてしっかり・とや 

・その理由。 �ろうと思えば、0．5時間では足りない。 

▲3年が選択であることを考えると、2学年でl時間 
は必要。 

（∂　方法 �◎A～Dどの方法で「情報」の �◎A案が妥当。 

時数を確保するのがよい �▲Cは、現在の授業時数の充足、生徒会活動の時間確 
か。 �保等から、現実的ではない。 

▲学習の系統性、積み重ねを考えると、Bのl時間し 
かない教科を減らすのは、説明がつかない。 

（診　具体案 �◎具体的に、どの教科の時数 �◎Aで減らすとすれば、作業学習ではないか。 

を減らすか。（0．5の場合、 �・国数のどちらかを減らすなら、数学。国語は2時間 
どの教科と組み合わせる �必要ではないか。しかし、学年の系続性を考えると 
か。） ◎メリット、デメリットの比 �国数を減らすのは懸念がある。 

・体育（学年全体の＝時間体育）は、集団への意識づく 

りという視点からも必要な指導であり、減らせない。 
・消去法ではあるやヾ、作業を減らすのが妥当か。しか 

較から妥当な案はどれか。 �し、・作業学習は雰囲気が大切。教科をl時間やって 
から作業というのは、気持ちを整えるのが難しい。 
どの校時を減らすかなど、時間割を慎重に考える必 
要がある。 

・福祉科の介護の履修、カフェ営業等考えると、2学 

年に作業が減らせるのは水曜日。 
協）その他 �・その他、質問等 �・特になし 
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②山末　小谷　長田　鈴木宏

意見等 

①時数 �▲0．5時間は不十分 

01時間がよい 

②方法 �OA案がよい。（満場一致） 
作業学習が減らしやすい 

国語と数学も「稲穂」のように隔週で1～2時間履修もできそう 
▲B案はなし（今も必要最低限なので） 

保健体育は「体力つくりのない本校」ではこれ以上減らせない 

美術も「やっと1時間確保」したばかり 
▲0．5増は中途半端 

＠具体案 �★協議の結果、次の2案を導き出した。優先度的には「作業を減らす」方を優先とする。 

○作業時間を1時間減らすのかよい（3名） 
○進路学習／作業学習のところの作業学習をけずり、情幸酎こ充てる。 

▲週平均にならすと1時間の情報となる 
▲終日作業の臼がなくなり、現場実習へのステップが作れない 

○福祉科の初任者研修や家庭総合科の製菓実習には影響ない 

▲○情報は隔週で2時間続きとなる 

▲指導者が固定できるが、担任・副担では負担 

▲指導者7名の確保 
▲現在も隔週の終日作業が「進路学習にとられて」なかなか保障されていないことを 

考えると、かなり厳しく管理していかないと、抱き合わせの教科情報は維持できない 
かもしれない。 

○情報モラルの指導では、進路学習の余暇部分と関連 

○午前の4時間作業のどの曜日のどこを削るか？ 
→1時間目か4時間目がよいが、教科から作要の切り替えは過大 

▲月1時間目は福祉科の製菓には必要 

04時間目を削って情報とする。 

0．国語2と数学2を隔週で1時間ずつ減らし下記のように実施 
国語2　数学1情報1　／　国語1数学．2　情報1 

国語と数学の時数はバランスをとる 

○他校はほとんど国語、数学は週1時間である・ 
▲時間割が複雑化 

▲隔週で行うと系統性が維持しにくいかも 

○作業を減らさないため終日作業を存続できる 

④その他 �・端末一人1台となるため、「すべての教科で情報を学習」するようなものである。どの 

学年も教科情報と他教科の関連、系統などが大切となる。 

③その他

①時敢 �l時間増やすのが良い �教科として時間を取らない。 

②方法 �A案が妥当 � 

③具体案 �作業から減らす �（理由）、 

進路学習／作業学習の作業学習を情報に �教科、作業を減らすときの根拠がとても難しい。 

充てる。 �場末l人l台より、各教科、作業において狙う 

（理由）終日作業がなくなるデメリットはある �学習内容、例えば情報モラルなどを列挙してい 

が、作業の時間配分が変わる臼が毎週入る �ただき、その内容を指導することで良い。（今ま 

ことの方が負担になると思われる �での道徳の考え方） 
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※別紙02「5　具体的な検討経過－（2）に対する、メリットデメリットの比較一覧、意見の詳細

比較一覧表（○＝メリット　●＝デメリット）
比較項目 �○国語l．5、数学l．5となるようにバランスを取る ��◎作業をl時間減らす（4校時の作業を減らすことを前提に） ����◎（水）5－6校時を「情報 ／進路」へ 

1A　国・数を1．5へ �8　回・数をl．5＆ �A（水）4校時l時間減 �B（水）4校時I時間減＆ �C（木）4校時l時間減＆ �D（月））4校時川寺間減 � 

情報2学級合同実施 ��情報2学級合同 �情報2学級合同 ※カフェ担当曜日の変更が可なら �＆情報2学級合同 ※月福祉科の製菓が3時間で可なら 

7回教習熱度 別（合同） �●不可 �○可能 �●不可 �○可能 �●不可 �●不可 �○可能 

イ時間割の複 �●l週目と2週目で時間 �●目星目と2週目で時間 �●（水）4校時に教科を人 �●（水）4校時に教科を人 �○（木）4枚時に教科を人 �○（月）4校時に教科を人 �○福祉科の初任者研修 

檀さ トー �割が変わる。 ●教場をPC教室とする �割が変わる。 ○教場を■pc教室として �れると、終日作業が分 �れると、終日作業が分 �れると、終日作業が維 �れると、終日作業が維 �や家庭総合科の製集 

断される。 �断される。 �持できる。 �持できる。 �実習には影響ない 

●解消には、全校的な時 �●解消には、全校的な時 �○全校的な時間割変更 �○全校的な時間割変更 �●情報は隔週で2時間続 
と、l年（金）2枚時とか �も、（金）2校時に授業 �間割の入れ替えが必 �間割の入れ替えが必 �は必要なし。 ●カフェ営業、製パン担 �は必要なし。 ●（月）＝福祉科の製菓の �きとなる ●現在でも、隔週での終 

ぶる。 �が入らないので、l年 �要。 �要。 
→2年（火）l、2校時の昔 �（金）2校時とかぶらな �（》→教場を教室とし ②→月5－6と水5－6を3 �○①→t年（水）4校時の 

楽との入れ替えは可能 �い。よって音楽と変更す ��情報との重複が解消 �当学年の変更が必要 �日が3時間作業となる �日作業の確保は難しい 
だが、音楽も隔週で時 �る必要もない。 ●2学級で実施するには ��（∋→月5－6と水5～6を3 �（火）＝l年→3年へ ��ため、厳しく管理してい 

間割が変わる。 ��学年丸ごと入れ替え、 �学年丸ごと入れ替え、 �（水）＝3年→2年へ ��かないと、情報の時致 
※教場が教室で可なら ��2年は（月）を6時間作 �2年は（月）を6時間作 �（木）＝2年→l年へ ●2年と3年は、6時間作 ��確保が難しい。 

間鞄なし ��業とする。 ③→②によりl年（月）に �業とする。 ③→②によりl年（月）に ���○情報モラルの指導で は、進路学習の余暇部 

PC教室使用が必須。 �情報5時間入るのを避 �情報5時間入るのを避 �某の午前中がカフェ、 ��分と関連がもてる。 
N （エ〉 l ��R7年度以降、長机、椅 子の増設が必要＊1 �けるため、l年の月l～ 4と水l～4を入れ替え ●l、2年家庭科で前日5 ～6校時の作業が、計 量に使えなくなる。 ※1校時に入れるなら、終日 作業が5時間になるが、 時間割を変えずに実施可 �けるため、l年の月I～ 4と水1－4を入れ替え ●1、2年家庭科で前日5 －6校時の作業が、計 量などに使えなくなる。 ※l佼時に入れるなら、終日 作業が5時間になるが、 時間割を変えずに実施可・ �製パンとなる。 ●全学年家庭科で前日 5～6校時の作業が、軽 量などに使えなくなる。 

ウ蛸耕量 �・●業務量増 �▲A案よりは軽減 �○現行と同じ �○現行と同じ �○現行と同じ �○現行と同じ �○現行と同じ 

エ「家庭と外国 �○崩さずに実施可。 �○崩さずに実施可。 �●不可 �○崩さずに実施可。 �○崩さずに実施可。 �＿○崩さずに実施可。 �○崩さずに実施可。 

乱の維持 �（・調理学習2時間連続の �（調理学習2時間連続の �（調理学習2時間連続の �（調理学習2時間連続の �（調理学習2時間連続の �（調理学習2時間連続の �（調理学習2時間連続の 
際の複雑化回避） �際の複雑化回避） �際の調整が複雑化） �際の複雑化回避） �際の複雑化回避） �際の複雑化回避） �際の複雑化回避） 

オ用の投‡時致 �○最大3時間 �○最大2時間 �○最大3時間 �○最大3時間 �○最大3時間 �○最大3時間 �○最大2時間 

カ終日作菓 �○維持できる �○維持できる �○維持できる ※の場合、終日作業5時間 �○維持できる ※の場合、終日作業5時間 �○維持できる �○維持できる �●維持できない 

キ担当者の担 �○週7時間（平均的） �○週4時間 �○週7時間（平均的） �○週4時間 �○週4時間 �○週4時間 �○週l時間（週平均） 

当時敷 ��（ただしST必要） ��（ただしST必要） �（ただしST必要） �（ただしST必要） �●担当者が7人必要 ●担・副では負担が大き いか。担・副以外の学 級所属は、実助、進路 Co．、学年主任など 

ク国数の学習 の系統性 �●維持しにくい （学年間、隔週での影響） �●維持しにくい （学年間、隔週での影響 �○維持できる �○維持できる �○維持できる �○維持できる �○維持できる 

＊lPC教室に16名生徒が入るのは広さ的には可能。しか ���し、R7年度でPC教室のPC、プリンター、机、椅子のリース期間が切れる。→ただし、2学年に限ったことではない。 

（R4年度現在：リース机5台、り一ス椅子？脚、その他長机4台→R8年度から、16人で学習するには、長机5、椅子17の増



※別紙03「5具体的な検討経過－（3）に対する、メリットデメリットの比較一覧・意見の詳細 　　　　　　　比較一覧表No二2（○＝メ■リット●＝デメリット） 　　　　　　　　　　◎作業をl時間減らす 

比較項目 �X・水l枚時滅＆情報　C（木）4枚時‾l時間濱＆・D（月）4校時l時間減 ��������D，（月）4校時減＆情報 2学級合同 ※月福祉科の製菓が3時間で可なら ●千号○可能・ ○終日作業が6時間維持 できる。 

A＿・・（準）嘩時・岬同職■二 �■や戚諾露悪竺準 ��X（水）l枚時減 ��（） 2学級合同 �惰報2車扱香南 三一一※如頭割脾腹秒間吋・■ 亭毒「石画鋲 �△国語でlペアが不可 ○鱒日作業が6時間維持 できる。 

ア　熱反 別（合同） �息国籍や十ペアが不可∴∴ �q琴線－ ��Ptコ ��○可能 △5時間だか終日作業が－ 維持できる。 �，．●年号1． 　′‾封矧摘欄経線・ 

イ時臥掴 トー▲ �●王水）鶴牧時に教科左入 ＿れもとも終日偉業が分析 �曾・・（瑚嘩時．に教科草人 ．＿れると．．′，終日雁巣窄・サ ��△5時間だか終日作業が 維持できる。 ���0絶唱作が ‾1■できる． 

■1苦れる、さ・ 、、一‾　　‾か � �二斬されろ。．r l解消出ま■全校的な時■－ �○全‾枚的な時間割変更 ��○全校的な時間割変更 �■0全枚的な樽柿軌条受任 �○全校的な時間割変更 �○全校的な時間割変更は 

●・解滞一に臥全校鱒ヤ嘩 －■潤判・め入れ替え・が必1－ �●′＿、′よ ∴問割の入れ替えが憐 ��＿　は不要。 ��は不要。 �不垂， �は不要。 �不要。 

一一本＼ �r．＿‘貴さ．． 　　■水拘・攻時の ��○教埠をPC教室とでき ��○教場をPC教室とでき �・●カう漣を塩野∴ 勝． �△（月）4校時は、教場が �○教場をPC教室とでき 
・ゆす鱒埠を教室とし � �qくわや梓（．）－ ．・・傍観ゆ奮汝が蝉滴・ �る。 ��る。 �子年の変I 上県警務∴ム＿＿、 �教室となる。 �る。 

■魯オ軽薄と水5－墜3 ■学年丸ごと入れ替えこ2 � �②十月51事もヒ水5～一昨3▼ ．．学年丸是と入れ替え、2■ �01クラスずつ学習がで ��●2クラス合同だと、指導 ��〇日7ラスずつ学習がで 与る �●2クラス合同だと、指導 者の目が行書届かな 

ヽ－ －：・ヰは郷を8時開催業と・■ －する－‾‾・ � �・劉細町如時由咋菓‾ ・とする。・ �きる。 ��者の目が行き届かな い。ST2名必要 �－←■一　一一　一 一一■　■　　　一一 ∴柵■l二 �ヽ一〇 〇全学年家庭科で、前日 5～6校時の作業が、軽 ′・〇一 �い。ST2名必要 

○′ ＠？車に：よ小判耶1．坤 ‾報5時何人古めを扱ける、 �†⑨→、勧竿より1年（月）亭三 ・‘強飯5時間入るの普通 ■け舐めrLl年め月1ん ��0全学年家庭科で、前日 5～6校時の作業が、 ��○全学年家庭科で、前日 ■5～6校時の作業が、軽 �0しかし数年前までre時■ ‾間作業の午前中がカウ ェ、．製パン」だ重た・め、■■・ －●　か ��○全学年家庭科で、前日 5－6校時の作業が、軽 量などに使える 

ため　一、の　巨鴎と‾ 〔J ⊂） �・．．′一斗、・ ，l⊥在室入れ替え‾・ ��　・、ヽ ．4と水■ト4音入れ替え＝ ��軽量などに使える。 ●l枚時に教科が入るた �豊などに使える。 ●l枚時に教科が入るた �丁メリットとはいえない〇・．・ ●全学年家庭科で前‾臼5 　＋ナ �量ふとに使える。 ○製菓の題材時期（3学 期に2～3回）のみ、4時 間作業とすれば解消。 e△やや負担増 �d・　　一　　　　　　〇 

・‾寧・ト窒草薮重科十線日5 　　　　－’寸 ��＿●l．詫卑家庭科で前日5▲ ん6枚時の件業がL計 ������▼＼「コノ‾HHPl▲L’l「、り堺・フトこYノ 　ー　■封引■≠■ 　■　－；　・－ 

－一丁も壌時の傭業統計量 一・に使諷なく寧ろ。・， ‾■射獲時に入れるなら－、終一打 作業が5時間になるが、時 牒執筆変えずに東海可【 � �　ヽ ・‾‾霊な・どに使え寧くやる。．■・ 二魔l枚掛と入れるなら、終8 ・‾・雁勤閏時間になるが、時 ‘■J牒割を変えずに実施可■ � �め、作業への気持ちの 切り替えが心配。 �め、作業への気持ちの 切り替えが心配。 ○現行と同じ �γ8枚噂の作業机軽量 ∴などに使えなく．なるム′－ ＝0現行と同じ∴ ��，コ▲■ J ○製菓の題材時期（3学 期に2－3回）のみ、4時 間作業にすれば解消。 ○現行と同じ 
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あ　と　が　き

来る5月に感染症法上の分類が見直されることになり、もうすぐ3年にも及んだコロナ禍

の転換期が訪れようとしています。この3年間、私たちは今まで経験したことのない先行き

不透明な状況の中、様々な対応や対策を講じ、生徒の健康安全と学びの保障の両立を図って

きました。また、コロナ禍と並行し、令和の日本型学校教育の構築、新学習指導要領の実施

生徒指導提要の改訂など教育の動向も激変しました。新たなICT環境の活用、少人数による

きめ細かな指導体制の整備が進められ、生徒がいかに主体的・対話的に学ぶことができるか

私たちには技術の発達や新たなニーズなど学校教育を取り巻く環境の変化を前向きに受け止

めることが求められています。このようなことから、今がまさに学校教育にとっても大きな

転換期であると思います。

今年度の校内研究は、第6次研究計画（3か年）の1年次にあたり、『時代と社会の変化

に敏感に対応できる力を高める実践的研究』を主題として、計6グループに分かれて研究課題

について検証し、このたび研究集録としてまとめることができました。研究集録の発行に先

立ち、過日、校内研究交流会を行いました。キャリア教育における「キャリアカウンセリン

グシート」、「自己診断シート」の改訂案の作成など具体物としての成果や、授業づくりに

おける丁実現したい子どもの姿をイメージしたピクトグラムを活用した指導計画」に肯定的

な見方が示されました。一方で、観点別評価基準の精査、道徳教材の整備、実用的な指導略

案の作成など具体的課題を共有するとともに、学習指導及び生徒指導をする前提として、改

めて私たち一人一人が降がい特性に対する理解を深め、生徒を多角的に捉えることの重要性

を再認識することができました。

今後、校内研究を深化させ、効果的な指導及び教育の質の向上につなげるためには、この

ことを足がかりとして、自身の価値観や指導方法などを見つめ直し、指導力（授業力）及び

専門性の向上を図ることが重要です。また授業及び様々な取組の評価を確実・適切に行い、

個人及び組織としてのPDCAサイクル（短期・長期）を十分に機能させ課題改善を図るこ

とが不可欠であると考えます。

本校は、令和5年度に開校15周年を迎えます。更なる学校の活性化、魅力化に向けて、開

校時から続く地域の教育力を生かした特色ある教育課程を充実させ、様々な人とのつながり

を強固にしながら新たな学校文化を創り出し、地域とともにある学校づくりを推進していき

ます。

皆様方には、この研修集録第14号「躍動」を御高覧いただき、忌博のない御意見をいただ

けましたら幸いに存じます。

令和5年3月　北海道小樽高等支援学校教頭　林　　英　孝
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時代と社会 �（縦割り） �くり �●改訂ベーシックプ 

一箪22∴ �の変化に敏 感に対応で きる力を高 める実践的 研究・ ��●校内研究交流会（夏休み・冬休み中） �ラン ●基底となる指導計 画新様式 ●教科情報の履修 の見直し ●学校経営計画等の 見直し 

134



共同研究者

澤

岡　本

佐々木　みゆき

兼　平　優華子

怜　奈

泰　久

′－1】一

品

茶

理

有希恵

大久保

黒　田

富加見

小　山

小早川

さやか

瓦

士　　　i旨
ロ　　　ILり

晴　菜

由美子　　　　　山　田　真　実

隆　　　　　山　本　あゆみ

介

躍動　研究貴腐　第74号
令和5年4月27日発行

発行者
北海道小樽高等支援学校長　児玉　倫政

〒047－0261　小樽市銭函1丁目10番1号

TEL（0134）61－3400　　　　FAX　（0134）61－3430

URL http：／／www．otarukoushi．hokkaidoTC．ed．jp

E－mail ot，arukoushi－ZO＠hokkaido－C．ed．jp

135

寿
枝

延
幸

佐
谷

岩
大諭

長
教

校
幹

副

主

衛
教
衣
　
み
知
　
之
　
き
暗
有

ろ

　

　

　

　

つ

幸
麻
　
ひ
　
也
　
将
さ
千
未

田
村
山
　
田
蕎
　
野
巻

植

上

奥

菊

小

今

藤

福

次
穂
　
二
　
織

洋

美

宏

詩

山
　
谷
村
　
野
　
田

中
中
　
山
港

介

一

美

紀

陽

耕

奈

夷

木
藤
　
田
　
原

高

遠

成

藤

子

也

樹

孝

．

子

美

子

果

輝

也

彩

也

子

浩

達

大

尚

彰

裕

洋

桃

正

智

美

直

尚

野

川

本

滝

大
大
　
池
大

松
木
澤
上
　
谷
崎

成
鈴
武
三
　
森
松

政
孝

倫
英

玉児
林

長
頭

校
教

吾

昭

香

要

気

薫

紀

視

弘

奈

子

賢
邦
明
　
　
勇
　
　
有
克
昌
美
朋

徹
也
　
環
敦

達原

林

川

岡

北

笹

中

祐川本谷西井野木用賀村椿山川良森堀末村

石

梅

小

大

浅

小

鈴

関

志

　

田

高

新

前

奈

山

横

山

木

美
利
　
み
　
子
夫

由

　

　

ゆ

兵

英

あ

幸

郁

口
　
中
舘
岡
　
田

田
　
田
　
外
　
長
櫻

亮

乃

一

巳

望

直

名

和

香

和

剛

喜

子

勝

ん

　

子

一

紀

も

志
賢
拓
　
　
正
美
宏
愉
美
　
　
美
麻
正
れ
和
雄
真

相

山

田

川

城

松

藤

木

　

　

木

藤

嶋

椎

田

谷

本

賀

賀

々

奥

内

岡

岩

香

小

粛

鈴

俵

佐

内

永

牟

長

濱

松

平

平

治

美

幸

志

紀

有

成

典

仁

由

崎

藤

本

井

井

岡

伊

松

中

松


